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序
章 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

院
政
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
、『
今
昔
』
と
略
す
）
は
、
天
竺
部
（
巻
一
か
ら

巻
五
）・
震
旦
部
（
巻
六
か
ら
巻
十
）・
本
朝
部
（
巻
十
一
か
ら
巻
三
十
一
）
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

巻
八
・
巻
十
八
・
巻
二
十
一
は
欠
巻
で
あ
る
も
の
の
、
全
三
十
一
巻
か
ら
な
り
千
話
以
上
を
有
す
る
日
本
文

学
史
上
最
大
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。『
今
昔
』
の
構
成
を
支
え
る
三
国
と
は
、
天
竺
（
イ
ン
ド
）・
震
旦
（
中

国
）・
本
朝
（
日
本
）
で
、
こ
れ
は
天
竺
か
ら
は
じ
ま
っ
た
仏
教
が
震
旦
、
日
本
へ
と
伝
わ
る
ル
ー
ト
で
も

あ
り
、
仏
教
の
創
始
や
そ
の
伝
来
、
霊
験
を
語
る
説
話
が
所
収
さ
れ
本
集
の
世
界
は
仏
教
的
世
界
と
も
い
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
所
収
さ
れ
る
全
て
が
仏
教
説
話
で
は
な
く
世
俗
的
説
話
も
各
部
で
語

ら
れ
（
巻
五
や
巻
十
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
）、
本
朝
部
に
お
い
て
は
巻
二
十
二
か
ら
巻
三
十
一
ま
で
が
非

仏
法
部
（
王
法
部
）
と
さ
れ
世
俗
的
説
話
が
所
収
さ
れ
る
。
巻
二
十
二
以
降
は
、
皇
室
・
藤
原
氏
譚
で
摂
関

政
治
の
中
枢
に
位
置
す
る
人
々
の
話
、
巻
二
十
三
と
巻
二
十
四
は
摂
関
政
治
体
制
の
下
で
そ
れ
ぞ
れ
肉
体

的
技
芸
、
知
的
技
芸
に
関
係
す
る
話
の
巻
、
巻
二
十
五
は
そ
の
体
制
下
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
こ
か
ら
逸
脱
す

る
部
分
を
も
つ
武
士
の
話
の
巻
と
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
が
公
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
も
ち
公
中
心
の
志
向
が
見
え

る1

。 次
に
置
か
れ
る
「
宿
報
」
の
巻
以
降
は
、「
霊
鬼
」「
滑
稽
」「
悪
行
」「
恋
愛
」「
雑
事
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

巻
に
副
題
が
付
き
、
個
々
の
巻
は
明
確
な
も
の
の
こ
れ
ら
を
構
成
す
る
志
向
は
み
え
に
く
く
な
る
。
こ
れ
ら

の
巻
を
体
制
に
よ
る
統
制
に
な
じ
ま
な
い
話
と
し
、
巻
二
十
五
以
前
の
巻
々
と
対
峙
し
て
い
る
と
す
る
見

方
が
あ
る2

。
し
か
し
統
制
に
な
じ
ま
な
い
性
格
を
「
悪
行
」「
霊
鬼
」「
滑
稽
」
か
ら
読
み
取
れ
て
も
「
宿

報
」
の
巻
が
「
悪
行
」
な
ど
と
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
統
制
に
な
じ
ま
な
い
要
素
に

は
巻
ご
と
に
濃
淡
が
あ
る
よ
う
に
み
え
巻
二
十
五
以
前
の
よ
う
な
統
一
さ
れ
た
志
向
は
見
え
に
く
い
。
ま

た
巻
の
構
成
の
問
題
だ
け
で
な
く
宿
報
と
同
じ
理
念
で
あ
る
因
果
応
報
部
が
巻
十
九
・
巻
二
十
に
置
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
宿
報
の
巻
が
非
仏
法
部
に
置
か
れ
る
こ
と
も
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
巻
二
十
六
は
、
非
仏
法
部
の
中
間
に
位
置
し
巻
二
十
六
の
以
前
と
以
後
の
構
想
や
構
成
の

境
界
に
あ
る
。
巻
二
十
六
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
巻
の
以
前
以
後
の
構
成
や
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と

な
り
、
さ
ら
に
作
品
全
体
の
解
明
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
「
宿
報
」
の
巻
を
考
え
る
意
義
は
大
き
い
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
巻
二
十
六
「
宿
報
」
の
巻
を
取
り
上
げ
「
宿
報
」
の
巻
か
ら
三
話
を
取
り
出
し
て

各
説
話
を
考
察
す
る
。 

 
 

 
1 
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2 

 

二
、
巻
二
十
六
「
宿
報
」
の
問
題
点 

先
述
し
た
が
、
巻
二
十
六
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
巻
の
理
解
を
困
難
に
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
宿
報

の
も
つ
仏
教
性
が
あ
る
。
宿
報
は
、
因
果
応
報
と
同
じ
理
念
を
も
つ
仏
教
語
だ
が
非
仏
法
部
に
置
か
れ
て
い

る
。『
今
昔
』
は
、
作
品
全
体
を
通
し
て
非
常
に
緻
密
に
構
成
さ
れ
巻
内
部
の
説
話
の
配
置
、
例
え
ば
そ
の

前
後
の
説
話
の
連
関
ま
で
も
気
を
配
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
整
然
と
し
た
構
成
の
中
で
非
仏
法
部
に
あ

る
宿
報
の
巻
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
焦
点
の
一
つ
と
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
宿
報
の
語
に
仏

教
性
を
み
る
か
否
か
の
問
題
は
、
巻
に
仏
教
性
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題
に
通
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
森

正
人
氏
は
巻
二
十
六
に
み
ら
れ
る
宿
報
は
、
当
時
の
人
々
の
常
識
と
し
巻
二
十
六
の
宿
報
を
非
仏
教
的
な

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る3

。
氏
は
、
仏
法
部
に
収
め
ら
れ
た
巻
二
十
（
因
果
応
報
部
）
の
中
に
あ
る
現
報

譚
（
現
世
の
業
の
報
い
を
現
世
で
受
け
る
話
）
と
の
比
較
か
ら
、
因
果
の
う
ち
の
果
の
み
が
語
ら
れ
因
と
の

関
わ
り
を
説
く
こ
と
が
な
い
こ
と
、
ま
た
語
ら
れ
る
出
来
事
を
宿
報
と
し
つ
つ
も
そ
こ
に
善
悪
の
評
価
は

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
因
果
応
報
の
理
を
説
い
て
善
報
を
勧
め
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
巻
二
十

六
が
非
仏
法
部
に
位
置
す
る
理
由
と
す
る
。
そ
の
一
方
、
宿
報
に
仏
教
的
性
格
を
み
る
見
方
も
あ
る
。
船
城

梓
氏
は4

、
巻
二
十
六
の
第
一
話
を
取
り
上
げ
て
出
典
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
、『
霊
異
記
』 

と

略
す
）
と
の
話
末
評
（
説
話
の
末
尾
部
分
に
、
話
題
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
教
訓
や
主
題
、
編
者
の
感
想
な
ど

が
付
さ
れ
て
い
る
部
分
）
の
比
較
か
ら
、『
霊
異
記
』
に
付
さ
れ
て
い
る
「
天
」
が
消
え
『
今
昔
』
で
は
宿

報
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、『
今
昔
』
編
者
が
意
識
的
に
宿
報
に
仏
教
的
性
格
を
付
与
し
た

も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
前
田
雅
之
氏
は5

、
巻
二
十
六
を
「≪

辺
境≫
を
舞
台
と
し
た
説
話
を

仏
法
的
因
果
観
（
宿
報
）
と
、≪

辺
境≫

で
あ
っ
て
も
本
朝
国
家
の
支
配
と
目
が
行
き
渡
っ
て
い
る
と
す
る

国
家
意
識
と
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
」
と
し
て
宿
報
の
仏
教
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
他
、
仏
教
的
世
俗
的

と
い
う
二
元
的
な
立
場
を
と
ら
な
い
見
方
も
あ
り
、
渡
辺
麻
里
子
氏6

は
巻
二
十
六
の
宿
報
は
「
仏
法
の
因

果
の
理
を
負
う
「
宿
報
」
を
拡
大
し
て
、
従
来
の
仏
法
の
枠
組
み
を
拡
げ
る
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
た
」
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
因
果
観
の
枠
に
は
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
『
今
昔
』
が
用
意
し
た
新
し
い
試
み
で
あ
っ

た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巻
二
十
六
の
宿
報
の
仏
教
性
の
有
無
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る

が
未
だ
結
論
の
で
な
い
状
況
に
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
巻
の
特
色
に
奇
異
性
・
偶
然
性
の
要
素
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
と
地
方
的
説
話
が
多
い
傾
向

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
地
方
的
傾
向
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
本
巻
に
は
、
当
時
辺
境
と
さ
れ
た
国
々
（
陸

奥
国
・
能
登
国
・
土
佐
国
な
ど
）
を
舞
台
と
し
た
説
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
境
を
話
材
と
す

る
背
景
に
は
、『
今
昔
』
の
国
家
意
識
や
中
央
的
視
点
が
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

 
3 

森
正
人
校
注 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』 

岩
波
書
店 

一
九
九
六
年 

4 

船
城 

梓 

「『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏
教
的
背
景
」 

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』 

四
十
一
号 

二
〇
〇
五

年
八
月 

5 

前
田
雅
之 

『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
九
年 

6 

渡
辺 

麻
里
子 

「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
宿
報
」
試
論 

―

拡
大
す
る
〈
世
俗
〉
部
へ
の
視
座―

」 

『
国
文

学
研
究
』 

百
三
十
号 

二
〇
〇
〇
年
三
月 
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前
田
氏
は7

、
巻
二
十
六
に
み
ら
れ
る
地
方―

≪

辺
境≫

―

を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
巻
二
十
六
に
は
辺

境
で
あ
っ
て
も
国
家
の
内
部
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
一
方
で
巻
三
十
一
に
見
ら
れ
る
辺

境
は
国
家
の
外
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。
巻
二
十
六
の
地
方
性
か
ら
『
今
昔
』

の
も
つ
国
家
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
小
峯
和
明
氏
も
、
地
方
の
辺
境
を
舞
台
と
す
る
説
話
が
中
央
へ
と

運
ば
れ
中
央
で
語
ら
れ
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
辺
境
譚
の
中
央
へ
の
秩
序
統
制
化
が
語
り
の

装
置
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
作
品
構
造
の
基
底
に
か
か
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
、
地
方
を

語
る
説
話
に
中
央
の
視
点
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る8

。
辺
境
を
舞
台
と
す
る
物
語
は
国
家
意
識

や
語
り
の
装
置
を
通
し
て
み
え
る
中
央
的
視
点
を
あ
ぶ
り
だ
し
た
が
、
こ
れ
と
巻
の
宿
報
観
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
議
論
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
巻
二
十
六
に
は
偶
然
的
で
奇
異
や
希
有
な
語
で
も
っ
て
語
ら
れ
る
話
が
多
く
み
え
る
が
、『
今
昔
』

全
体
を
見
渡
す
と
宿
報
の
語
は
偶
然
的
で
奇
異
な
出
来
事
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
巻
十
三
第
二
十
六
話
の
両
目
が
見
え
な
い
女
が
法
華
経
の
霊
験
に
よ
っ
て
目
が
み
え
る
よ

う
に
な
る
話
で
は
「
汝
ヂ
宿
報
ニ
依
テ
二
ノ
目
既
ニ
盲
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
今
心
ヲ
発
シ
テ
法
花
経
ヲ
読
誦

ス
ル
ガ
故
ニ
、
両
眼
忽
ニ
開
ク
事
ヲ
可
得
シ
」
の
よ
う
に
、
仏
法
部
で
は
宿
報
と
偶
然
性
・
奇
異
性
が
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
え
な
い
例
も
あ
る
。
巻
二
十
六
が
偶
然
的
で
奇
異
な
話
が
多
い
こ
と
も
宿
報
観
に
関
わ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、
偶
然
性
に
つ
い
て
は
渡
辺
麻
里
子
氏
が
、
巻
の
第
一
話
の
分
析
か
ら
、

『
霊
異
記
』
に
み
ら
れ
な
い
偶
然
性
が
『
今
昔
』
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
「
『
今
昔
』

は
奇
異
な
る
話
を
描
き
だ
す
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。（
中
略
）
必
然
を
弱
め
、
偶
然
を
強
調
し
つ
つ
「
宿

報
」
に
よ
っ
て
話
を
帰
結
さ
せ
て
い
る
」
と
偶
然
性
や
奇
異
性
に
注
目
し
宿
報
観
の
一
端
を
捉
え
て
い
る9 

本
巻
は
地
方
的
説
話
が
多
く
、
仏
教
性
・
偶
然
性
・
奇
異
性
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
こ
れ
ら
が
宿
報
観
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
も
の
か
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

ま
で
議
論
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
巻
の
宿
報
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と

も
に
、
宿
報
観
と
巻
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
の
相
関
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。 

 

三
、
本
稿
の
構
成 

巻
二
十
六
の
冒
頭
話
で
あ
る
第
一
話
と
第
二
話
、
第
九
話
の
三
説
話
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
章
で
は
、
第

一
話
の
説
話
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
。
こ
の
説
話
は
巻
で
唯
一
出
典
と
さ
れ
る
説
話
が
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
出
典
と
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』（
以
下
、『
霊
異
記
』
と
略
す
）
の
分
析
を
踏
ま
え
て
『
今

昔
』
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。『
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
』
へ
の
具
体
的
な
変
容
を
通
し
て
、『
今
昔
』
編
者

が
宿
報
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
、『
今
昔
』
の
目
指
し
た
宿
報
観
を
明
ら
か
に
し
た

い
。 

 
7 

前
田
雅
之 

『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
九
年 

8 

小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
三
年 

9 

渡
辺
麻
里
子 

「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
宿
報
」
試
論 

―

拡
大
す
る
〈
世
俗
〉
部
へ
の
視
座―

」 

『
国
文
学

研
究
』 

百
三
十
号 

二
〇
〇
〇
年
三
月 
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第
二
章
で
は
、
第
二
話
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
。
第
二
話
は
、
男
女
の
交
接
な
く
子
が
誕
生
す
る
異

常
出
生
の
要
素
を
取
り
上
げ
物
語
に
即
し
た
分
析
を
行
い
な
が
ら
説
話
の
背
景
を
考
察
す
る
。
後
述
す
る

が
、
第
二
話
の
背
景
か
ら
は
話
の
主
題
と
さ
れ
る
「
親
子
の
宿
世
」
が
当
初
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
と
は
思
わ

れ
ず
、
第
二
話
が
宿
報
の
巻
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
の
変
容
の
一
端
を
よ
み
と
り
た
い
。 

第
三
章
で
は
、
第
九
話
を
取
り
上
げ
る
。
第
九
話
は
巻
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
辺
境
の
島
を
舞
台
と
す

る
説
話
で
あ
る
。
島
の
始
祖
と
な
る
起
源
譚
と
そ
の
後
を
語
る
後
日
譚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

起
源
譚
で
は
舞
台
の
島
の
神
、
そ
の
神
が
「
我
ガ
別
レ
ノ
御
ス
ル
」
と
称
す
る
社
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
島
の

も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
後
日
譚
で
は
、
島
の
豊
か
さ
と
島
民
の
閉
鎖
性
が
語
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
表
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

終
章
で
は
、
二
話
一
類1

0

の
関
係
で
あ
る
冒
頭
二
話
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
物
語
の
叙
述
方
法
に
つ
い
て

分
析
し
、
そ
こ
か
ら
両
話
の
宿
報
観
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
第
九
話
の
宿
報
観
と
辺
境
が
舞
台
で
あ

る
こ
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。 

な
お
、
引
用
に
用
い
た
本
文
は
全
て
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

                  

 
1

0 

二
話
一
類
と
は
、
二
話
一
類
様
式
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
連
続
す
る
二
話
の
説
話
が
な
ん
ら
か
の
連
想
契
機
に
よ
っ
て
つ

な
が
り
配
列
さ
れ
て
い
る
配
列
様
式
の
こ
と
。（
小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』 

世
界
思
想
社 

二

〇
〇
三
年
） 
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第
一
章 

巻
二
十
六
第
一
話
の
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 

一
、『
霊
異
記
』
の
説
話
世
界 

 

⒈
は
じ
め
に 

第
一
章
で
は
、『
今
昔
』
巻
二
十
六
第
一
話
「
於
但
馬
国
鷲
、
爴
取
若
子
語
」
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
説

話
は
、
昔
赤
子
を
鷲
に
と
ら
れ
た
男
が
旅
を
し
て
宿
を
か
り
る
と
、
そ
の
宿
の
家
の
女
児
が
か
つ
て
鷲
に
と

ら
れ
た
子
だ
と
判
明
す
る
話
で
あ
る
。
出
典
と
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』（
以
下
、『
霊
異
記
』
と
略
す
）
と

の
比
較
検
討
を
通
し
て
『
今
昔
』
巻
二
十
六
第
一
話
の
説
話
世
界
と
宿
報
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
る
も
の
で
あ
る
。『
今
昔
』
の
考
察
に
入
る
前
に
出
典
で
あ
る
『
霊
異
記
』
の
分
析
を
行
う
。『
霊
異
記
』

か
ら
『
今
昔
』
へ
の
具
体
的
な
変
容
を
分
析
す
る
こ
と
は
、『
今
昔
』
に
収
め
ら
れ
た
宿
報
の
巻
の
傾
向
や

特
徴
を
掴
む
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
出
典
と
さ
れ
る
『
霊
異
記
』
の
考
察
を
は
じ
め
に
行

い
『
今
昔
』
へ
の
変
容
過
程
を
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
節
で
は
、『
霊
異
記
』
の
説
話
世
界
を
み
て

い
き
、
第
二
節
で
は
『
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
』
の
具
体
的
改
変
を
通
し
て
『
今
昔
』
の
物
語
世
界
に
つ
い

て
考
え
た
い
。 

は
じ
め
に
『
霊
異
記
』
の
物
語
世
界
に
つ
い
て
み
て
い
く
。『
霊
異
記
』
の
類
話
に
は
、『
今
昔
』
以
外
に

も
『
扶
桑
略
記
』
四
や
『
水
鏡
』
皇
極
天
皇
条
な
ど
が
あ
る
。
以
下
、
本
文
を
引
用
す
る
が
、
原
文
の
漢
文

を
書
き
下
し
た
も
の
を
便
宜
的
に
引
用
す
る1

1

。 

な
お
、
引
用
は
全
て
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本
霊
異
記
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 

 

飛
鳥
川
原
板
葺
宮
に
宇
御
め
た
ま
ひ
し
天
皇
の
世
の
癸
卯
年
の
春
三
月
の
頃
に
、
但
馬
国
七
美

郡
の
山
里
の
人
の
家
に
嬰
児
の
女
有
り
。
中
庭
に
匍
匐
ふ
。
鷲
擒
り
て
空
に
騰
り
て
東
を
指
し
て
翥

 

1
1 

原
文
の
漢
文
を
挙
げ
て
お
く
。 

 

嬰
児
鷲
所
擒
以
他
国
得
逢
父
縁
第
九 

飛
鳥
川
原
板
葺
宮
御
宇
天
皇
之
世
癸
卯
年
春
三
月
頃
、
但
馬
国
七
美
郡
、
山
里
人
家
、
有
嬰
児
女
、
中
庭
匍

匐
、
鷲
擒
騰
空
、
指
東
而
翥
、
父
母
懇
惻
、
哭
悲
追
求
、
不
知
所
到
、
故
為
修
福
、
逕
八
箇
年
、
以
難
波
長

柄
豊
前
宮
御
宇
天
皇
之
世
庚
戌
年
秋
八
月
下
旬
、
鷲
擒
子
之
父
、
有
縁
事
、
至
於
丹
波
後
国
加
佐
郡
部
内
、

宿
于
他
家
、
其
家
童
女
、
汲
水
趣
井
、
宿
人
洗
足
、
副
往
見
之
、
亦
村
童
女
、
集
井
汲
水
、
而
奪
宿
家
童
女

之
丼
、
惜
不
令
奪
、
其
村
童
女
、
等
皆
同
心
、
陵
蔑
之
曰
、
汝
鷲
噉
残
、
何
故
無
礼
、
罵
厭
而
打
、
所
拍
哭

帰
、
家
主
待
問
、
汝
何
故
哭
、
宿
人
如
見
具
陳
上
事
、
即
問
所
以
彼
拍
罵
曰
鷲
噉
残
也
、
家
主
答
言
、
其
年

其
月
日
之
時
、
余
登
于
捕
鳩
之
樹
而
居
、
鷲
擒
嬰
児
、
従
西
而
来
、
落
巣
養
雛
、
嬰
児
慓
啼
、
彼
雛
望
之
、

驚
恐
不
啄
、
余
聞
啼
音
、
自
巣
取
下
、
育
女
子
是
也
、
所
擒
之
年
月
日
時
、
校
之
当
今
語
、
明
知
我
児
、
爾

父
悲
哭
、
具
告
知
於
鷲
擒
之
事
、
主
人
知
実
、
応
語
而
許
、
噫
乎
彼
父
、
邂
逅
次
於
有
児
之
家
、
遂
得
是
乎
、

誠
知
、
天
哀
所
資
、
父
子
深
縁
也
、
是
奇
異
之
事
矣
、 
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り
ぬ
。
父
母
懇
び
惻
み
哭
き
悲
び
て
追
ひ
求
む
れ
ど
も
、
到
る
所
を
知
ら
ず
。
故
に
為
に
福
を
修
る
。

八
箇
年
を
逕
て
、
難
波
長
柄
豊
前
宮
に
宇
御
め
た
ま
ひ
し
天
皇
の
世
の
庚
戌
年
の
秋
八
月
の
下
旬

に
、
鷲
に
子
を
擒
ら
れ
た
る
父
、
縁
事
有
り
て
丹
波
後
国
加
佐
郡
の
部
内
に
至
り
て
他
の
家
に
宿
る
。

其
の
家
の
童
女
水
を
汲
ま
む
と
し
て
井
に
趣
く
。
宿
る
人
足
を
洗
は
む
と
し
て
副
ひ
往
き
て
見
る
。

ま
た
村
の
童
女
井
に
集
り
水
を
汲
み
て
、
宿
る
家
の
童
女
の
丼
を
奪
ふ
。
惜
み
て
奪
は
し
め
ず
。
其

の
村
の
童
女
等
皆
心
を
同
じ
く
し
て
陵
ぎ
蔑
り
て
曰
は
く
「
汝
、
鷲
の
噉
残
な
り
。
何
故
ぞ
礼
無
き
」

と
い
ひ
て
、
罵
り
厭
ひ
て
打
つ
。
拍
た
れ
て
哭
き
て
帰
る
。
家
主
待
ち
問
ひ
て
い
は
く
「
汝
、
何
故

ぞ
哭
く
」
と
い
ふ
。
宿
る
人
見
た
る
如
く
具
に
上
の
事
を
陳
べ
て
、
す
な
は
ち
彼
の
拍
ち
罵
り
て
「
鷲

の
噉
残
な
り
」
と
曰
ひ
た
る
所
以
を
問
ふ
。
家
主
答
へ
て
言
は
く
「
其
れ
の
年
の
其
れ
の
月
日
の
時

に
、
余
れ
鳩
を
捕
る
樹
に
登
り
て
居
る
。
鷲
、
嬰
児
を
擒
り
て
西
よ
り
来
り
、
巣
に
落
し
て
雛
に
養

ふ
。
嬰
児
慓
り
て
啼
く
。
彼
の
雛
望
み
て
、
驚
き
恐
り
て
啄
ま
ず
。
余
れ
啼
く
音
を
聞
き
、
巣
よ
り

取
り
下
し
て
育
へ
る
女
子
是
れ
な
り
」
と
い
ふ
。
擒
る
所
の
年
月
日
時
を
校
ふ
れ
ば
今
の
語
に
当
る
。

明
に
我
が
児
な
り
と
知
る
。
爾
の
父
悲
び
哭
き
て
、
具
に
鷲
の
擒
り
し
事
を
告
知
ら
す
。
主
人
実
を

知
り
、
語
に
応
ひ
て
許
す
。
噫
乎
彼
の
父
、
邂
逅

た
ま
さ
か

に
児
有
る
家
に
次や

ど

り
、
遂
に
是
れ
を
得
た
る
か
な
。

誠
に
知
る
、
天
の
哀
の
資
く
る
所
に
し
て
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ
と
を
。
是
れ
奇
異
し
き
事
な
り
。 

 

こ
の
『
霊
異
記
』
上
九
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
つ
は
こ
の
説
話
の
背
景
に
鷲
と
人
と
の
聖
婚
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で1
2

、
も
う
一
つ
は
説
話
を
貫

く
因
果
関
係
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
説
話
の
因
果
関
係
と
は
、
鷲
に
と
ら
れ
た
自
身
の
子
と

実
父
が
再
会
し
た
こ
と
を
因
果
の
果
と
み
た
時
の
因
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

い
う
と
、「
故
に
為
に
福
を
修
る
」「
縁
事
有
り
て
」「
天
の
哀
の
資
く
る
所
に
し
て
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ

と
を
」
の
三
つ
の
文
言
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
『
霊
異
記
』
上
九
の
因
果
関
係
を
結
ぶ
か
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。『
霊
異
記
』
上
九
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
の
分
析
は
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
『
今
昔
』
巻
二

十
六
の
宿
報
観
の
解
明
に
も
関
わ
る
と
考
え
る
た
め1
3

、
本
稿
で
は
一
つ
め
に
挙
げ
た
神
婚
譚
の
是
非
や
そ

れ
を
め
ぐ
る
伝
承
や
背
景
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
『
霊
異
記
』
上
九
の
因
果
関
係
に
絞
っ
て
考
え
た
い
。 

 

先
行
研
究
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
霊
異
記
』
そ
の
も
の
を
考
察
対
象

と
す
る
も
の
と
『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』
の
比
較
を
対
象
と
す
る
も
の
と
大
き
く
二
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
霊
異
記
』
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
の
が
守
屋
俊
彦
氏
と
石
井
公
成
氏

の
二
氏
で
あ
り
、『
今
昔
』
の
考
察
を
目
的
に
し
て
『
霊
異
記
』
の
因
果
関
係
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

 
1

2 

守
屋
俊
彦
氏
は
、『
霊
異
記
』
上
九
の
説
話
の
原
話
を
、
鷲
と
巫
女
の
聖
婚
で
あ
っ
た
と
み
て
そ
の
伝
承
者
を
鳥
取
部
と

し
て
い
る
。（「
鷲
の
噉
ひ
残
し
」『
国
語
国
文
』
第
四
十
五
巻
第
七
号 

一
九
七
六
年
七
月
） 

1
3 

本
稿
で
は
、
宿
報
観
の
解
明
を
宿
報
の
巻
の
説
話
世
界
や
宿
報
の
具
体
的
な
様
相
を
手
掛
か
り
に
分
析
を
行
う
が
、
そ
の

分
析
は
出
典
と
さ
れ
る
『
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
』
へ
の
説
話
世
界
の
受
容
と
継
承
の
過
程
、
ま
た
『
今
昔
』
独
自
の
改
変

を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
今
昔
』
の
説
話
世
界
や
宿
報
観
の
分
析
に
は
、『
霊
異
記
』
が

描
い
て
い
る
説
話
世
界
と
因
果
関
係
の
分
析
が
必
要
に
な
る
。 
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渡
辺
麻
里
子
氏
と
船
城
梓
氏
の
二
氏
で
あ
る
。
両
氏
は
と
も
に
『
霊
異
記
』
の
因
果
関
係
に
仏
教
的
因
果
観

を
認
め
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。 

守
屋
氏
は
、
鷲
に
女
児
を
と
ら
れ
た
父
母
が
「
為
に
福
を
修
る
」
と
仏
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

こ
の
た
め
「
縁
事
あ
り
て
」
を
仏
の
導
き
に
よ
り
縁
を
得
た
と
す
る
意
味
に
捉
え
て
い
る1

4

。
そ
の
結
果
、

実
父
が
女
児
の
い
る
家
に
偶
然
宿
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
必
然
的
な
こ
と
と
み
る
。
そ
し
て
「
縁
事
あ
り
て
」

は
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
と
い
う
文
言
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
理
解
の
も
と
、
こ
の
「
天
」
を
仏
と
よ

ん
で
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
を
仏
の
導
き
に
よ
り
仏
が
助
け
て
下
さ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
父

母
が
子
供
の
冥
福
を
祈
っ
て
「
福
を
修
」
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
が
女
児
の
い
る
家
に
宿
る
縁
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
助
け
て
く
れ
た
と
す
る
見
解
と
な
り
、
氏
は
首
尾
一
貫
し
た
仏
教
的
因
果
観
が
み
え
る
と
し
て
い

る
。 こ

れ
に
対
し
石
井
氏
は
、「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
の
天
は
儒
教
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る1

5

。
氏
は
、

「「
福
を
修
」
る
と
い
う
仏
教
的
色
彩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
話
は
基
本
的
に
は
父
子
関
係
に

基
づ
く
儒
教
的
な
天
の
感
応
の
話
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る1

6

。 

渡
辺
氏
は
、
女
児
が
鷲
に
と
ら
れ
た
時
『
霊
異
記
』
で
は
「
福
を
修
」
っ
て
い
る
が
『
今
昔
』
で
は
「
力

不
及
シ
テ
止
ニ
ケ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
『
霊
異
記
』
で
は
「
縁
事
あ
り
て
」
の
部
分
が
『
今
昔
』

で
は
「
用
事
有
ル
ニ
依
テ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
霊
異
記
』
に
み
え
る
仏
教
的
因
果
が
消
さ
れ
『
今

昔
』
で
は
父
子
の
再
会
が
偶
然
で
あ
る
こ
と
を
装
っ
て
い
る
と
す
る1

7

。『
今
昔
』
で
は
こ
の
よ
う
な
仏
教
的

要
素
を
退
け
る
よ
う
な
変
化
が
読
み
取
れ
る
と
し
て
「
今
昔
は
、
父
子
の
縁
に
帰
結
さ
せ
て
因
果
を
説
く
こ

と
を
せ
ず
再
会
の
偶
然
性
を
強
調
し
て
い
る
」
と
す
る
。 

 
 

船
城
氏
は
、『
霊
異
記
』
の
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
の
文
言
に
注
目
し
天
の
解
釈
に
つ
い
て
二
つ
の
見

解
を
提
示
す
る1

8

。
一
つ
は
、
石
井
氏
が
示
し
た
よ
う
な
儒
教
的
解
釈
と
し
て
の
天
で
あ
る
。
父
母
が
子
供

の
た
め
に
「
福
を
修
」
っ
た
こ
と
を
天
が
「
哀
」
れ
ん
だ
結
果
と
し
て
親
子
再
会
が
果
た
さ
れ
た
と
い
う
読

み
方
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
稲
垣
泰
一
氏
の
論
考1

9

を
も
と
に
、「
天
」
を
「
仏
と
も
神
と
も
異
な
る
も
の
」

で
あ
り
仏
法
王
法
相
依
の
思
想
や
相
即
の
思
想
の
次
元
と
は
異
な
る
一
般
大
衆
の
日
常
身
辺
的
、
体
感
的

 
1

4 

守
屋
俊
彦 

「
鷲
の
噉
ひ
残
し
」 

『
国
語
国
文
』 

第
四
十
五
巻
第
七
号 

 

一
九
七
六
年
七
月 

1
5 

石
井
公
成 

「
感
応
す
る
天―

『
日
本
霊
異
記
』
の
重
層
信
仰―

」 

『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
十
七
号 

一
九

九
九
年
三
月 

1
6 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本
霊
異
記
』（
校
注
出
雲
路
修 

岩
波
書
店 

一
九
九
六
年
）
で
も
、
親
と
子
の
関
係
を

主
題
と
す
る
説
話
に
「
天
」
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
す
る
。『
霊
異
記
』
上
九
の
主
題
も
実
父
と
女
児
の
深
縁
が
物

語
の
主
題
に
あ
る
。 

1
7 

渡
辺
麻
里
子 

「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
宿
報
」
試
論―

拡
大
す
る
〈
世
俗
〉
部
へ
の
視
座―

」 

『
国
文
学
研

究
』 

百
三
十
号 

二
〇
〇
〇
年
三
月 

1
8 

船
城
梓 

「『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏
教
的
背
景―

巻
二
十
六
を
め
ぐ
っ
て
ー
」 

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』 

四
十
一
号 

二
〇
〇
五
年
八
月 

1
9 

稲
垣
泰
一
「
今
昔
物
語
集
の
〈
孝
養
〉
説
話―

天
道
と
慈
悲―

」『
講
座
平
安
文
学
論
究 

第
四
輯
』 

 

平
安
文
学
論
究
会 

風
間
書
房 

一
九
八
七
年 
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世
界
構
造
の
中
で
現
れ
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
読
み
取
る
も
の
で
あ
る2

0

。
こ
れ
は
天
そ
の
も
の
に
宗
教

的
要
素
を
求
め
な
い
見
方
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
天
で
あ
れ
ば
宿
報
の
巻
に
継
承
さ
れ
て
い
て
も
問
題
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
結
果
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
意
識
的
に
仏
教
的
性
格
を
付
与
す
る

た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
す
る
。「
天
の
資
く
る
所
」
の
部
分
を
儒
教
的
で
あ
っ
て
も
日
常
身
辺
的
な
も
の

と
し
て
み
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
、
宿
報
の
巻
に
仏
教
性
を
認
め
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。 

以
上
四
つ
の
論
の
全
て
で
、
因
果
の
果
を
「
父
子
の
再
会
」
と
し
て
因
果
関
係
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
「
父
子
の
再
会
」
が
説
話
末
尾
の
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
に
対
応
す
る
と
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
問
題
に
し
た
い
の
は
二
点
で
あ
る
。
一
点
は
、
因
果
の
果
を
「
父
子
の
再
会
」
に

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
は
「
女
児
の
家
に
宿
る
こ
と
」
も
、「
父
子
の
再
会
」

と
い
う
事
象
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、「
女
児
の
家
に
宿
る
こ
と
」
と
「
父
子
の
再
会
」
の
二
つ
の
事
象
が
因

果
の
果
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
女
児
の
家
に
宿
れ
ば
自
動
的
に
父
子

関
係
が
判
明
し
再
会
を
果
た
す
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
が
『
霊
異
記
』
で
も
女
児
の
家
に
宿
っ
た
あ
と

井
戸
で
の
一
件
が
発
端
と
な
り
、
実
父
が
女
児
を
失
っ
た
日
と
養
父
が
女
児
を
拾
っ
た
日
の
日
時
が
一
致

す
る
こ
と
で
父
子
関
係
が
判
明
し
て
い
く
。
こ
れ
に
注
目
し
、
「
女
児
の
家
に
宿
る
こ
と
」
と
「
父
子
の
再

会
」
を
こ
こ
で
は
分
け
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
問
題
に
し
た
い
も
う
一
点
も
こ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
で
、
本

文
末
尾
の
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
の
記
述
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
天
の
資
く
る
所
」
と
い
う
語
を
本
文
末

尾
に
も
つ
説
話
は
『
霊
異
記
』
所
収
説
話
の
中
で
上
三
十
三
に
も
み
ら
れ
る
が
そ
こ
で
は
「
上
天
の
祐
く
る

所
な
り
」
と
な
っ
て
い
て
「
哀
」
の
語
は
み
え
な
い2

1

。
上
九
の
説
話
末
尾
の
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
で

天
が
「
哀
れ
む
」
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
深
く
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が2

2

、
先
述
し
た
女
児
の
家
に

宿
る
こ
と
と
父
子
関
係
の
判
明
を
二
つ
の
事
象
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
で
こ
の
「
哀
」
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
『
霊
異
記
』
の
説
話
世
界
に
つ

い
て
考
え
た
い
。 

 

⒉
『
霊
異
記
』
の
物
語
世
界 

『
霊
異
記
』
上
九
の
末
尾
に
は
、 

 

 
 

主
人
実
を
知
り
、
語
に
応
ひ
て
許
す
。
噫
乎
彼
の
父
、
邂
逅

た
ま
さ
か

に
児
有
る
家
に
次や

ど

り
、
遂
に
是
れ
を
得

 

 2
1 

『
霊
異
記
』
上
三
十
三
「
妻
死
に
し
夫
の
為
に
願
を
建
て
像
を
図
絵
き
て
験
有
り
て
火
に
焼
け
ず
異
し
き
表
を
示
す
縁
」

は
、
あ
る
女
が
、
夫
が
死
ん
だ
の
を
機
に
仏
像
を
造
ろ
う
と
す
る
も
貧
し
く
か
な
わ
な
か
っ
た
。
数
年
後
こ
の
女
に
同
情
し

た
絵
師
が
助
力
し
阿
弥
陀
像
の
絵
を
完
成
さ
せ
る
も
の
の
、
そ
の
後
そ
の
絵
を
置
い
て
い
た
仏
殿
が
放
火
さ
れ
る
が
そ
の
絵

だ
け
は
助
か
っ
た
と
い
う
話
で
、
最
後
に
「
誠
に
其
の
孰
を
知
る
。
炎
火
列
し
と
い
へ
ど
も
、
尊
き
像
焚
け
ず
。
上
天
の
祐

く
る
所
に
し
て
、
加
護
何
に
か
論
は
む
」
と
あ
る
。 

2
2 

船
城
氏
の
み
が
天
の
「
哀
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
氏
は
「
福
を
修
る
」
こ
と
の
因
果
関
係
の
中
で
捉
え
て
お
り
、

天
が
「
哀
れ
む
」
具
体
的
な
根
拠
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。 
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た
る
か
な
。
誠
に
知
る
、
天
の
哀
の
資
く
る
所
に
し
て
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ
と
を
。
是
れ
奇
異
し

き
事
な
り
。 

 

と
な
っ
て
い
る
。
奇
跡
的
な
「
父
子
の
再
会
」
が
語
ら
れ
た
あ
と
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
い
わ
ば
天
の

導
き
に
よ
る
と
す
る
が
、
そ
の
直
前
に
「
邂
逅
に
児
有
る
家
に
次
」
る
と
い
う
文
言
が
見
え
る2

3

。
父
子
関

係
の
判
明
を
因
果
の
果
と
す
る
見
方
で
は
本
文
末
尾
の
「
邂
逅
」
と
「
天
」
が
混
在
し
た
解
釈
と
な
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
そ
こ
で
『
霊
異
記
』
本
文
の
末
尾
に
従
っ
て
女
児
の
い
る
家
に
「
邂
逅
に
」
宿

っ
た
と
し
、
そ
れ
と
は
別
に
「
遂
に
是
れ
を
得
」
る
、
つ
ま
り
女
児
と
の
再
会
を
果
た
す
と
い
う
事
象
を
分

け
て
考
え
て
み
る
。
す
る
と
、「
女
児
の
い
る
家
に
宿
る
こ
と
」
は
「
邂
逅
」
で
あ
り
、
そ
の
「
邂
逅
」
を

経
た
の
ち
「
父
子
の
再
会
」
が
あ
る
と
考
え
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
女
児
の
家
に
宿
れ
ば
自
動
的
に
父

子
関
係
が
判
明
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
父
が
女
児
の
家
に
偶
然
宿
っ
て
も
ど
ち
ら
か
が
自
身
の
出
自
や

身
分
を
明
か
さ
な
い
限
り
父
子
関
係
は
判
明
し
な
い
は
ず
で
、
旅
人
が
女
児
の
実
父
で
あ
っ
て
も
赤
子
の

頃
に
離
れ
て
い
れ
ば
気
づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
女
児
も
ま
た
、
旅
人
を
見
て
も
実
の
父
親
と
わ
か

る
は
ず
は
な
い
。
偶
然
家
に
宿
り
父
子
が
顔
を
合
わ
せ
て
も
お
互
い
に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
再
び
生
き
別

れ
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
を
哀
れ
ん
だ
天
が
「
父
子
の
再
会
」
へ
と
導
い
た
と
よ
め
ば
、
本
文
末
尾
に
み
え

る
「
邂
逅
に
」
と
「
天
」
の
混
在
し
た
印
象
も
解
消
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
つ
ま
り
天
の
導
き
で
「
父
子
の
再
会
」
が
果
た
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
場

面
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
実
父
が
女
児
の
い
る
家
に
宿
っ
た
だ
け
で

は
父
子
関
係
は
判
明
し
な
い
。
女
児
と
実
父
の
い
ず
れ
か
の
身
元
が
明
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
当
該
説
話
は
女
児
の
身
元
が
わ
か
る
こ
と
で
父
子
関
係
が
判
明
す
る
が
、
そ
れ
は
実
父
（
こ
の
段

階
で
は
旅
人
）
が
養
父
に
尋
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
父
子
関
係
の
判
明
に
至
る
ま
で
の
場

面
を
引
用
す
る
。 

  
 

 

鷲
に
子
を
擒
ら
れ
た
る
父
、
縁
事
有
り
て
丹
波
後
国
加
佐
郡
の
部
内
に
至
り
て
他
の
家
に
宿
る
。
其

の
家
の
童
女
水
を
汲
ま
む
と
し
て
井
に
趣
く
。
宿
る
人
足
を
洗
は
む
と
し
て
副
ひ
往
き
て
見
る
。
ま

た
村
の
童
女
井
に
集
り
水
を
汲
み
て
、
宿
る
家
の
童
女
の
丼
を
奪
ふ
。
惜
み
て
奪
は
し
め
ず
。
其
の

村
の
童
女
等
皆
心
を
同
じ
く
し
て
陵
ぎ
蔑
り
て
曰
は
く
「
汝
、
鷲
の
噉
残
な
り
。
何
故
ぞ
礼
無
き
」

と
い
ひ
て
、
罵
り
厭
ひ
て
打
つ
。
拍
た
れ
て
哭
き
て
帰
る
。
家
主
待
ち
問
ひ
て
い
は
く
「
汝
、
何
故

ぞ
哭
く
」
と
い
ふ
。
宿
る
人
見
た
る
如
く
具
に
上
の
事
を
陳
べ
て
、
す
な
は
ち
彼
の
拍
ち
罵
り
て
「
鷲

の
噉
残
な
り
」
と
曰
ひ
た
る
所
以
を
問
ふ
。
家
主
答
へ
て
言
は
く
「
其
れ
の
年
の
其
れ
の
月
日
の
時

に
、
余
れ
鳩
を
捕
る
樹
に
登
り
て
居
る
。
鷲
、
嬰
児
を
擒
り
て
西
よ
り
来
り
、
巣
に
落
し
て
雛
に
養

ふ
。
嬰
児
慓
り
て
啼
く
。
彼
の
雛
望
み
て
、
驚
き
恐
り
て
啄
ま
ず
。
余
れ
啼
く
音
を
聞
き
、
巣
よ
り

取
り
下
し
て
育
へ
る
女
子
是
れ
な
り
」
と
い
ふ
。
擒
る
所
の
年
月
日
時
を
校
ふ
れ
ば
今
の
語
に
当
る
。

 
2

3 

『
霊
異
記
』
の
原
文
で
は
「
邂
逅
次
於
有
児
之
家
、
遂
得
是
乎
」
と
あ
り
、「
邂
逅
」
は
宿
る
に
修
飾
す
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
家
に
宿
っ
た
こ
と
は
偶
然
と
考
え
た
。 
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明
に
我
が
児
な
り
と
知
る
。 

 

こ
の
場
面
は
、
女
児
と
童
女
ら
の
衝
突
と
そ
れ
を
み
た
旅
人
と
養
父
の
問
答
が
描
か
れ
る
。
旅
人
は
、
井

戸
で
見
た
こ
と
を
養
父
に
伝
え
女
児
が
な
ぜ
「
鷲
の
噉
残
し
」
と
言
わ
れ
る
の
か
を
尋
ね
て
い
る
。
養
父
の

返
答
を
き
っ
か
け
に
女
児
が
実
子
で
あ
る
こ
と
を
知
る
場
面
だ
が
、
父
子
関
係
の
判
明
は
偶
然
の
連
続
で

連
な
っ
て
い
る
。
旅
人
と
女
児
と
童
女
ら
皆
が
井
戸
に
居
合
わ
せ
女
児
と
童
女
ら
の
衝
突
を
目
撃
す
る
、
童

女
ら
は
女
児
の
身
元
に
関
わ
る
言
葉
を
発
し
、
旅
人
が
そ
の
衝
突
の
一
部
始
終
と
童
女
ら
の
発
し
た
言
葉

に
つ
い
て
養
父
へ
尋
ね
る
こ
と
が
連
続
し
奇
跡
的
に
父
子
の
再
会
へ
と
導
か
れ
て
い
る
。
父
子
の
再
会
の

き
っ
か
け
と
思
わ
れ
る
女
児
と
童
女
ら
の
衝
突
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。 

井
戸
で
童
女
ら
が
発
し
た
「
鷲
の
噉
残
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
さ
に
女
児
の
身
元
に
関
わ
る
言
葉
で
あ

る
。
旅
人
が
井
戸
で
の
一
件
を
養
父
へ
伝
え
た
の
は
、
そ
れ
が
旅
人
の
関
心
を
誘
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
鷲

の
噉
残
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
度
聞
い
た
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
強
い
印
象
を
残
す
言
葉
で
あ
る
。
そ

の
た
め
旅
人
も
そ
の
言
葉
に
関
心
を
寄
せ
る
が
、
旅
人
の
関
心
は
こ
の
言
葉
だ
け
で
生
ま
れ
た
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
童
女
ら
の
「
童
女
等
皆
心
を
同
じ
く
し
て
陵
ぎ
蔑
り
て
」
の
様
子
か
ら
は
、
皆
が
女
児

へ
向
か
う
不
自
然
さ
や
違
和
感
が
あ
る
。「
皆
心
同
じ
」
で
あ
る
様
子
か
ら
は
、
女
児
が
共
同
体
か
ら
疎
外

さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
皆
心
を
同
じ
」
に
女
児
へ
向
か
う
こ
と
で
井

戸
に
は
緊
迫
し
た
空
気
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
旅
人
は
女
児
を
改
め
て
認
識
し
関

心
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。「
天
の
資
く
る
所
」
の
具
体
的
な
場
面
は
こ
の
女
児
と
童
女
の
衝
突
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
旅
人
が
女
児
に
関
心
を
向
け
る
空
気
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
女
児
の
身
元
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
偶
発
的
な
展
開
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
父
の
前
で
な
ぜ
童
女
ら
が
「
鷲
の
噉
ひ
残
し
」

と
い
う
言
葉
を
発
し
た
の
か
理
由
を
求
め
て
も
答
え
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
人
間
の
理
解
の
難
し
い
現
象
を
『
霊
異
記
』
で
は
、「
天
の
資
く
る
所
」
と
解
釈
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。『
霊
異
記
』
に
は
こ
の
よ
う
な
説
話
が
他
に
も
あ
る2

4

。
例
え
ば
下
六
の
あ
ら
す
じ
は
、
病

に
伏
し
た
高
僧
が
魚
を
食
べ
た
い
と
願
い
、
そ
れ
を
か
な
え
る
た
め
に
弟
子
が
魚
を
買
い
に
行
く
。
魚
を
買

っ
た
後
、
知
り
合
い
の
男
達
に
出
会
う
。
弟
子
の
も
つ
小
櫃
か
ら
は
魚
の
匂
い
と
汁
が
垂
れ
て
い
る
。
男
た

ち
が
弟
子
に
小
櫃
の
中
身
を
見
せ
ろ
と
言
う
と
、
弟
子
は
小
櫃
に
は
経
典
が
入
っ
て
い
る
と
虚
言
を
吐
く
。

な
お
も
男
た
ち
に
中
身
を
見
せ
ろ
と
迫
ら
れ
弟
子
が
小
櫃
を
開
け
る
と
言
葉
通
り
経
典
が
入
っ
て
い
る
。

弟
子
は
高
僧
の
元
へ
帰
り
こ
の
こ
と
を
告
げ
、
高
僧
は
天
に
ま
も
ら
れ
た
と
感
じ
る2

5

。
寺
ま
で
後
を
つ
け

た
男
は
そ
の
ま
ま
高
僧
の
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う
話
だ
が
、
本
文
末
尾
に
は 

 

 

2
4 

管
見
に
よ
る
と
、
本
文
末
尾
で
「
天
」
に
よ
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
説
話
は
上
三
十
三
、
下
六
と
本
話
を
あ
わ
せ
て
三
例
あ

る
。
上
三
十
三
に
つ
い
て
は
、
注
１
１
で
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
い
る
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本
霊
異
記
』
で
は
こ

こ
に
み
え
る
「
上
天
祐
く
る
所
」
を
儒
教
的
文
飾
と
す
る
。 

2
5 

『
霊
異
記
』
本
文
は
、「
童
子
山
寺
に
至
り
、
師
に
向
ひ
て
具
に
俗
等
の
事
を
陳
ぶ
。
禅
師
聞
き
て
、
一
は
怪
び
一
は
喜

び
、
天
の
守
護
る
こ
と
を
知
る
」
と
あ
る
。 
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当
に
知
る
べ
し
、
法
の
為
に
身
を
助
く
れ
ば
、
食
物
に
於
き
て
は
、
毒
を
雑
へ
た
る
も
の
を
食
ふ
と

い
へ
ど
も
甘
露
と
成
り
、
魚
の
宍
を
食
ふ
と
い
へ
ど
も
罪
を
犯
す
に
あ
ら
ず
し
て
、
魚
化
り
て
経
と

成
り
、
天
感
き
て
道
を
済
ふ
。
此
れ
ま
た
奇
異
し
き
事
な
り
。 

 

と
あ
る
。
な
ぜ
魚
が
経
典
へ
と
変
化
し
た
の
か
理
解
で
き
な
い
事
に
対
し
て
「
天
の
守
護
る
」
と
天
の
存

在
を
用
い
て
解
釈
す
る2

6
。
人
間
の
理
解
で
き
な
い
事
象
に
対
し
て
天
の
た
す
け
や
導
き
と
受
け
取
る
姿
勢

が
『
霊
異
記
』
に
は
み
え
る
。
上
九
で
も
説
話
末
尾
の
「
天
の
哀
の
資
く
る
所
」
の
示
す
も
の
は
、
人
間
の

理
解
で
は
難
し
い
現
象
に
対
し
て
解
釈
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
を
踏
ま
え
れ
ば
、
女
児
と
童
女
ら
の

衝
突
が
父
子
関
係
の
判
明
に
繋
が
っ
て
い
く
不
思
議
な
現
象
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
天
の
導
き
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る2

7

。『
霊
異
記
』
の
説
話
世
界
は
、
偶
発
的
で
人
間
が
理
解
し
が
た
い
現
象
を
人
間

な
ら
ざ
る
存
在
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る2

8

。 

 
2

6 

下
六
に
は
「
天
の
守
護
る
」
や
「
天
感
き
て
道
を
済
ふ
」
な
ど
の
文
言
が
み
え
る
が
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本

霊
異
記
』
で
は
、
こ
の
天
に
つ
い
て
何
を
念
頭
に
し
て
天
の
語
を
用
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。 

2
7

古
橋
信
孝
氏
は
『
風
土
記
』
を
例
に
泉
や
井
戸
は
神
や
神
と
も
等
し
い
貴
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
説
く
起
源
説
話
が
多

く
語
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
井
戸
の
場
面
に
つ
い
て
「
神
話
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

こ
が
神
か
ら
下
さ
れ
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
村
は
神
の
恵
み
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
聖
な
る
水
を

汲
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
特
別
の
資
格
を
持
つ
も
の
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
村
の
童
女
の
水
汲
み
の
意
味
で
あ
り
、
そ

の
時
間
が
こ
の
話
の
夕
方
で
あ
る
と
い
う
の
は
水
の
霊
能
の
強
く
現
れ
る
時
刻
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
す
る
。（
古

橋
信
孝 

『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』 

河
出
書
房
新
社 

１
９
８
９
年
）
こ
れ
は
古
代
人
の
一
日
を
紹
介
す
る
一
節
の
中

で
述
べ
て
い
る
も
の
だ
が
、
井
戸
と
童
女
、
水
を
汲
む
時
刻
に
神
聖
性
を
よ
み
と
れ
る
と
思
う
。
ま
た
守
屋
氏
も
前
掲
論
文

の
中
で
井
戸
の
場
を
「
古
代
信
仰
で
は
井
は
水
影
に
よ
っ
て
神
を
認
め
る
聖
な
る
場
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
氏
は
、『
霊
異
記
』

上
九
の
背
景
に
聖
婚
を
読
み
取
る
立
場
か
ら
こ
の
井
戸
を
聖
婚
の
場
と
す
る
が
、
女
児
と
養
父
の
父
子
関
係
が
判
明
す
る
き

っ
か
け
と
な
る
場
が
こ
の
よ
う
な
神
聖
な
場
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
童
女
ら
が
つ
る
べ
を
奪
う
行
為
に
つ

い
て
、
つ
る
べ
を
神
の
依
代
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
管
見
に
よ
る
と
『
霊
異
記
』
で
つ
る
べ
の
例
は
こ
こ
の
一
例
の
み
で
あ

り
、『
今
昔
』
に
お
い
て
も
こ
こ
の
用
例
の
み
し
か
な
い
が
、
山
崎
藍
氏
（『
中
国
古
典
文
学
に
描
か
れ
た
厠
・
井
戸
・
簪
：
民

俗
学
的
視
点
に
基
づ
く
考
察
』 

勉
誠
出
版 

２
０
２
０
年
）
は
壺
状
の
容
器
に
は
魂
の
依
代
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
こ
と

を
井
戸
の
つ
る
べ
の
解
釈
に
も
応
用
し
、
つ
る
べ
に
魂
の
依
代
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、『
増
訂 

日

本
神
話
伝
説
の
研
究
２
』（
高
木
敏
雄 

大
林
太
良 

平
凡
社 

１
９
７
３
年
）
に
朝
鮮
の
金
剛
山
羽
衣
伝
説
が
あ
る
。
子
供

を
連
れ
て
天
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
天
女
に
会
い
た
い
男
は
、
獏
か
ら
天
へ
行
く
方
法
を
教
え
て
も
ら
う
。
そ
れ
は
、
天
女
が

天
か
ら
水
を
汲
む
た
め
に
降
ろ
す
大
釣
瓶
の
中
に
入
り
天
へ
と
上
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
大
釣
瓶
は
水
を
汲

む
た
め
に
天
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
男
は
そ
の
昇
降
の
機
会
を
得
て
天
へ
と
昇
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
つ

る
べ
に
は
、
異
界
と
つ
な
が
る
媒
介
物
と
い
う
観
念
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。『
霊
異
記
』
に
戻
る
と
、
童
女
と
女
児
の
衝
突

の
場
が
井
戸
と
い
う
場
で
あ
っ
た
こ
と
や
女
児
と
童
女
が
つ
る
べ
を
取
り
合
う
姿
に
異
界
に
通
じ
る
要
素
を
見
い
だ
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

2
8 

本
稿
で
は
天
が
具
体
的
に
何
を
示
し
て
い
る
か
は
問
題
と
し
な
い
。『
霊
異
記
』
で
は
人
間
が
理
解
し
が
た
い
現
象
に
対

し
人
間
な
ら
ざ
る
存
在
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
が
仏
で
あ
っ
て
も
儒
教
的
な
天
で
あ
っ
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二
、『
今
昔
』
の
説
話
世
界 

次
に
、『
今
昔
』
に
み
ら
れ
る
五
つ
の
改
変
を
取
り
上
げ
『
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
』
へ
の
変
容
を
み
て

い
き
た
い
。
ま
ず
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
「
女
児
の
家
に
宿
る
こ
と
」
と
「
父
子
の
再
会
」
に
つ
い
て
、『
今

昔
』
で
は
ど
の
よ
う
描
い
て
い
る
か
を
み
る
た
め
は
じ
め
に
童
女
ら
と
女
児
の
衝
突
が
起
き
た
井
戸
で
の

場
面
を
取
り
上
げ
る
。
次
に
、
第
二
項
で
は
女
児
が
鷲
に
落
さ
れ
る
場
面
を
、
第
三
項
で
は
女
児
と
養
父
の

関
係
か
ら
養
父
と
女
児
の
も
う
一
つ
の
宿
世
に
つ
い
て
考
え
る
。
第
四
項
で
は
、
実
父
と
女
児
の
父
子
関
係

が
判
明
す
る
場
面
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
養
父
と
実
父
が
共
に
偶
然
の
再
会
を
必
然
と
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
『
霊
異
記
』
と
大
き
く
異
な
る
点
で
『
今
昔
』
独
自
の
改
変
が
目
立

つ
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
か
ら
『
今
昔
』
が
志
向
す
る
説
話
世
界
と
宿
報
観
の
一
端
を
考
え
た
い
。 

 

そ
の
前
に
、『
今
昔
』
の
本
文
を
引
用
す
る
。 

 

 
 

 
 

今
昔
、
但
馬
国
、
七
美
郡
、
川
山
ノ
郷
ニ
住
ム
者
有
ケ
リ
。
其
ノ
家
ニ
一
人
ノ
若
子
有
テ
、
庭
ニ

腹
這
ケ
ル
ヲ
、
其
ノ
時
ニ
、
鷲
空
ヲ
飛
テ
渡
ケ
ル
間
ニ
、
此
ノ
若
子
ノ
庭
ニ
腹
這
ヲ
見
テ
、
飛
落
テ
、

若
子
ヲ
爴
取
テ
空
ニ
昇
テ
、
遥
ニ
東
ヲ
指
テ
飛
ビ
去
ニ
ケ
リ
。
父
母
此
レ
ヲ
見
テ
、
泣
悲
ム
デ
追
ヒ

取
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
、
遥
ニ
昇
ニ
ケ
レ
バ
、
力
不
及
シ
テ
止
ニ
ケ
リ
。 

 
 

 
 

其
ノ
後
十
余
年
ヲ
経
テ
、
此
ノ
鷲
ニ
被
取
ニ
シ
若
子
ノ
父
、
用
事
有
ル
ニ
依
テ
、
丹
後
国
、
加
佐

ノ
郡
ニ
行
ニ
ケ
リ
。
其
ノ
郷
ニ
有
ル
人
ノ
家
ニ
宿
ヌ
。
其
ノ
家
ニ
、
幼
キ
女
子
一
人
有
リ
。
年
十
二

三
許
也
。
其
ノ
女
子
、
大
路
ニ
有
ル
井
ニ
行
テ
水
ヲ
汲
ム
ト
為
ル
ニ
、
此
ノ
宿
タ
ル
但
馬
国
ノ
者
モ
、

足
ヲ
洗
ハ
ン
ガ
為
ニ
其
ノ
井
ニ
行
ヌ
。
然
ル
間
、
其
ノ
郷
ノ
幼
キ
女
ノ
童
共
、
数
其
ノ
井
ニ
集
リ
来

テ
水
ヲ
汲
ニ
、
此
ノ
宿
タ
ル
家
ヨ
リ
来
タ
ル
女
子
ノ
持
タ
ル
鑵
ヲ
、
其
ノ
郷
女
ノ
童
部
奪
フ
。
家
ノ

女
子
、
此
レ
ヲ
惜
テ
、
不
被
奪
ト
諍
フ
程
ニ
、
郷
ノ
女
ノ
童
部
共
、
同
心
ニ
シ
テ
、
此
ノ
家
ノ
女
子

ヲ
罵
テ
云
ク
、「
己
ハ
鷲
ノ
噉
ヒ
残
シ
ゾ
カ
シ
」
ト
云
テ
、
詈
リ
付
ツ
。
家
ノ
女
子
被
打
テ
、
泣
テ

家
ニ
返
ル
。
此
ノ
宿
タ
ル
但
馬
ノ
者
モ
返
ヌ
。 

 
 

 
 

家
主
、
女
子
ヲ
、「
何
ノ
故
ニ
泣
」
ト
問
ヘ
バ
、
女
子
泣
ノ
ミ
泣
テ
、
其
故
ヲ
不
答
ヘ
。
其
ノ
時

ニ
、
但
馬
ノ
宿
人
、
見
ツ
ル
事
ナ
レ
バ
、
有
ツ
ル
様
ヲ
具
語
テ
、
亦
云
ク
、「
抑
モ
、
此
ノ
女
子
ヲ

バ
、
何
ノ
故
ニ
鷲
ノ
噉
ヒ
残
シ
ト
ハ
云
ゾ
」
ト
問
ヘ
バ
、
家
主
答
テ
云
ク
、「
其
ノ
年
ノ
其
ノ
月
ノ

其
ノ
日
ノ
、
己
レ
、
鳩
ノ
樔
ニ
者
ヲ
落
シ
タ
リ
シ
ニ
、
若
子
ノ
泣
ク
音
ノ
聞
シ
カ
バ
、
其
ノ
音
ヲ
聞

テ
、
樔
ニ
寄
テ
見
侍
シ
ニ
、
若
子
ノ
有
テ
泣
シ
ヲ
取
リ
下
シ
テ
、
其
レ
ヲ
養
ヒ
立
テ
侍
ル
女
子
ナ
レ

バ
、
郷
女
童
部
モ
、
其
ヲ
聞
キ
伝
テ
、
此
ク
詈
立
テ
申
ス
也
」
ト
云
ヲ
、
此
ノ
但
馬
ノ
宿
人
、
此
ヲ

聞
ク
ニ
、「
我
コ
ソ
先
年
ニ
子
ヲ
バ
鷲
ニ
被
取
テ
」
ト
思
出
テ
、
思
ヒ
廻
ス
ニ
、「
其
ノ
年
、
其
ノ
月
、

其
ノ
日
」
ト
云
ヲ
聞
ク
ニ
、
彼
レ
但
馬
ノ
国
ニ
シ
テ
鷲
ニ
被
取
シ
年
月
日
ニ
ヅ
ブ
ト
当
タ
レ
バ
、
我

ガ
子
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
ヒ
出
テ
云
ク
、「
然
テ
、
其
ノ
子
ノ
祖
ト
云
フ
者
ヤ
、
若
シ
聞
ユ
レ
」
ト
問

 

て
も
大
き
く
本
稿
の
結
論
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
の
目
的
は
、『
今
昔
』
の
宿
報
観
の
解
明
に
あ
る
た

め
で
あ
る
。 
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ヘ
バ
、
家
主
、「
其
ノ
後
、
更
ニ
然
カ
聞
ユ
ル
事
不
侍
」
ト
答
フ
レ
バ
、
宿
人
ノ
云
、「
其
ノ
事
ニ
侍

リ
。
此
ク
宣
フ
時
ニ
思
出
侍
ル
也
」
ト
テ
、
鷲
ニ
子
ヲ
被
取
シ
事
ヲ
語
テ
、「
此
レ
ハ
我
ガ
子
ニ
コ

ソ
侍
ナ
レ
」
ト
云
ニ
、
家
主
、
糸
奇
異
ク
テ
、
女
子
ヲ
見
合
ス
ル
ニ
、
此
ノ
女
子
、
此
ノ
宿
人
ニ
形

チ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
ケ
ル
。
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ
ト
信
ジ
テ
、
哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。
宿

人
モ
、
可
然
ク
テ
此
ニ
来
ニ
ケ
ル
事
ヲ
云
ヒ
次
ケ
テ
、
泣
ク
事
無
限
リ
。 

家
主
ニ
、
此
ク
機
縁
深
ク
シ
テ
、
行
キ
合
ヘ
ル
事
ヲ
悲
ム
デ
、
惜
ム
事
無
ク
シ
テ
許
シ
テ
ケ
リ
。

「
但
シ
、
我
モ
亦
年
来
養
ヒ
立
ツ
レ
バ
、
実
ノ
祖
ニ
不
異
。
然
レ
バ
、
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」

ト
契
テ
、
其
ノ
後
ハ
、
女
子
、
但
馬
ニ
モ
通
テ
共
ニ
祖
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。 

実
ニ
、
此
レ
難
有
リ
奇
異
キ
事
也
カ
シ
。
鷲
ノ
即
チ
噉
ヒ
失
フ
ベ
キ
ニ
、
生
乍
ラ
樔
ニ
落
シ
ケ
ム
、

希
有
ノ
事
也
。
此
レ
モ
、
前
生
ノ
宿
報
ニ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
。
父
子
ノ
宿
世
ハ
此
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
語

リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 
 

 
 

 
 ⒈ 

井
戸
で
の
出
来
事 

『
今
昔
』
で
は
、『
霊
異
記
』
に
比
べ
よ
り
日
常
的
な
場
面
へ
と
変
容
し
て
い
る
。『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』

を
比
較
し
て
み
る
と
、 

『
霊
異
記
』 

 
 

 

家
主
答
へ
て
言
は
く
「
其
れ
の
年
の
其
れ
の
月
日
の
時
に
、
余
れ
鳩
を
捕
る
樹
に
登
り
て
居
る
。
鷲
、

嬰
児
を
擒
り
て
西
よ
り
来
り
、
巣
に
落
し
て
雛
に
養
ふ
。
嬰
児
慓
り
て
啼
く
。
彼
の
雛
望
み
て
、
驚

き
恐
り
て
啄
ま
ず
。
余
れ
啼
く
音
を
聞
き
、
巣
よ
り
取
り
下
し
て
育
へ
る
女
子
是
れ
な
り
」
と
い
ふ
。

擒
る
所
の
年
月
日
時
を
校
ふ
れ
ば
今
の
語
に
当
る
。
明
に
我
が
児
な
り
と
知
る
。 

 

『
今
昔
』
で
は
、 

  
 

家
主
答
テ
云
ク
、「
其
ノ
年
ノ
其
ノ
月
ノ
其
ノ
日
、
己
レ
、
鳩
ノ
樔
ニ
者
ヲ
落
シ
タ
リ
シ
ニ
、
若
子

ノ
泣
ク
音
ノ
聞
シ
カ
バ
、
其
ノ
音
ヲ
聞
テ
、
樔
ニ
寄
テ
見
侍
シ
ニ
、
若
子
ノ
有
テ
泣
シ
ヲ
取
リ
下
シ

テ
、
其
レ
ヲ
養
ヒ
立
テ
侍
ル
女
子
ナ
レ
バ
、
郷
女
童
部
モ
、
其
ヲ
聞
キ
伝
テ
、
此
ク
罵
立
テ
申
ス
也
」

ト
云
ヲ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』
で
養
父
が
女
児
を
み
つ
け
た
時
の
状
況
が
大
き
く
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
『
今
昔
』
の
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。『
今
昔
』
で
は
、
女
児
は
養
父
と
血
縁
関

係
の
な
い
親
子
で
あ
る
こ
と
に
加
え
「
郷
女
童
部
モ
、
其
ヲ
聞
キ
伝
テ
、
此
ク
罵
立
テ
申
ス
也
」
と
い
う
養

父
の
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
』
の
養
父
は
、
旅
人
が
目
撃
し
た
女
児
と
童
女
ら
の
衝
突
を
既
知
の

事
実
で
あ
る
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
こ
の
養
父
の
説
明
に
は
、
養
父
と
女
児
の
関
係
が
血
縁
関
係
に
な
い
こ

と
を
周
囲
の
視
線
を
取
り
込
ん
で
説
明
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
女
児
が
周
囲
か
ら
疎
外
さ
れ
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
既
に
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
女
児
と
童
女
の
衝
突
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
印
象
が
与
え
ら
れ
日
常
的
な
出
来
事
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。『
今
昔
』
に
み
ら
れ
る
日
常
性
は
そ
の
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他
に
も
あ
り
、『
霊
異
記
』
の
実
父
は
「
事
の
縁
」
あ
っ
て
女
児
の
家
に
宿
っ
て
い
た
が
『
今
昔
』
で
は
「
用

事
」
あ
っ
て
女
児
の
家
に
宿
っ
て
い
る
。『
今
昔
』
は
『
霊
異
記
』
に
比
べ
て
よ
り
日
常
性
を
強
調
す
る
叙

述
を
志
向
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る2

9

。 

 
 

 
 

 
 ⒉ 

奇
跡
的
な
命
拾
い 

次
に
、
養
父
が
女
児
を
見
つ
け
た
時
の
状
況
が
『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。『
今
昔
』
の
記
述
は
、『
霊
異
記
』
よ
り
さ
ら
に
危
険
な
状
況
で
女
児
が
命
拾
い

を
し
た
よ
う
に
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、 

『
霊
異
記
』 

「
其
れ
の
年
の
其
れ
の
月
日
の
時
に
、
余
れ
鳩
を
捕
る
樹
に
登
り
て
居
る
。
鷲
、
嬰
児
を
擒
り
て
西

よ
り
来
り
、
巣
に
落
し
て
雛
に
養
ふ
。
嬰
児
慓
り
て
啼
く
。
彼
の
雛
望
み
て
、
驚
き
恐
り
て
啄
ま
ず
。

余
れ
啼
く
音
を
聞
き
、
巣
よ
り
取
り
下
し
て
育
へ
る
女
子
是
れ
な
り
」 

 

『
今
昔
』 

「
其
ノ
年
ノ
其
ノ
月
ノ
其
ノ
日
、
己
レ
、
鳩
ノ
樔
ニ
者
ヲ
落
シ
タ
リ
シ
ニ
、
若
子
ノ
泣
ク
音
ノ
聞
シ

カ
バ
、
其
ノ
音
ヲ
聞
テ
、
樔
ニ
寄
テ
見
侍
シ
ニ
、
若
子
ノ
有
テ
泣
シ
ヲ
取
リ
下
シ
テ
、
其
レ
ヲ
養
ヒ

立
テ
侍
ル
女
子
ナ
レ
バ
、
郷
女
童
部
モ
、
其
ヲ
聞
キ
伝
テ
、
此
ク
罵
立
テ
申
ス
也
」 

 

『
霊
異
記
』
で
は
、
鷲
は
女
児
を
雛
の
餌
と
し
て
巣
に
落
と
し
て
い
る
。
女
児
は
雛
に
与
え
る
た
め
の
餌

で
あ
る
か
ら
雛
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
乱
暴
な
落
と
さ
れ
方
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
『
今
昔
』
で
は
、
鷲

は
鳩
の
巣
に
落
と
さ
れ
て
い
る
。
鷲
が
な
ぜ
落
と
し
た
か
は
本
文
中
か
ら
真
に
理
解
で
き
な
い
が
、
少
な
く

と
も
『
今
昔
』
で
は
『
霊
異
記
』
に
比
べ
よ
り
危
険
な
状
況
で
女
児
は
落
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
大

き
な
相
違
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
省
筆
の
不
手
際
か
、
誤
読
か
」
な
ど
と
い
っ
た
解
釈
が
行
わ
れ
て
い

る3
0

。
し
か
し
、『
今
昔
』
の
意
識
的
な
改
変
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
話
末
評
の
女
児
の

記
述
と
も
対
応
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。『
今
昔
』
で
は
話
末
評
で
、 

 

実
ニ
、
此
レ
難
有
リ
奇
異
キ
事
也
カ
シ
。
鷲
ノ
即
チ
噉
ヒ
失
フ
ベ
キ
ニ
、
生
乍
ラ
樔
ニ
落
シ
ケ
ム
、
希

有
ノ
事
也
。
此
レ
モ
、
前
生
ノ
宿
報
ニ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
。
父
子
ノ
宿
世
ハ
此
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
語
リ
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 

と
、
女
児
の
宿
報
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
『
霊
異
記
』
の
末
尾
で
は
、 

 
2

9 

こ
れ
ま
で
『
霊
異
記
』
の
「
事
の
縁
」
を
仏
教
的
な
因
果
観
で
読
み
取
る
見
方
が
あ
る
こ
と
は
既
に
示
し
た
通
り
で
あ

る
。
渡
辺
氏
は
こ
の
改
変
に
つ
い
て
『
今
昔
』
は
父
子
の
再
会
が
偶
然
で
あ
る
こ
と
を
装
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。（「
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
宿
報
」
試
論―

拡
大
す
る
〈
世
俗
〉
部
へ
の
視
座―

」 

『
国
文
学
研
究
』 

百
三
十
号 

二
〇

〇
〇
年
三
月
） 

3
0 

校
注
森
正
人 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』 

岩
波
書
店 

一
九
九
六
年 
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主
人
実
を
知
り
、
語
に
応
ひ
て
許
す
。
噫
乎
彼
の
父
、
邂
逅
に
児
有
る
家
に
次
り
、
遂
に
是
れ
を
得
た

る
か
な
。
誠
に
知
る
、
天
の
哀
の
資
く
る
所
に
し
て
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ
と
を
。
是
れ
奇
異
し
き

事
な
り
。 

 

と
、
女
児
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。『
霊
異
記
』
で
は
、
養
父
が
女
児
に
再
会
で
き
た
こ
と
を
父
子
の

深
縁
と
す
る
解
釈
の
み
で
あ
る
。『
今
昔
』
の
女
児
に
関
わ
る
改
変
は
、
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
女
児
の
命
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
危
う
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
女
児
が
奇
跡
的
に
助
か
っ

た
こ
と
を
宿
報
に
よ
る
も
の
と
す
る
話
末
評
と
も
対
応
す
る
。
ま
た
養
父
は
、
女
児
が
鳩
の
巣
に
落
と
さ
れ

た
と
き
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
女
児
を
見
つ
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

⒊ 

養
父
と
女
児
の
宿
世 

こ
こ
で
は
、
女
児
に
関
わ
る
改
変
に
つ
い
て
と
、『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』
の
結
末
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
こ
と
の
二
点
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
、
女
児
に
関
わ
る
改
変
に
つ
い
て
み
て
い
く
。 

『
霊
異
記
』
で
は
女
児
を
実
父
に
返
す
が
、『
今
昔
』
で
は
、
養
父
は
自
身
の
こ
と
を
「
実
ノ
祖
ニ
不
異
」

と
実
父
に
伝
え
女
児
を
最
後
ま
で
手
放
さ
な
い
。
こ
の
姿
に
は
養
父
の
女
児
へ
の
心
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
女
児
も
養
父
に
向
け
た
心
情
と
と
れ
る
場
面
が
『
今
昔
』
の
中
に
新
た
に

付
さ
れ
て
い
る
。
童
女
ら
に
打
た
れ
た
女
児
が
泣
き
な
が
ら
家
に
帰
る
場
面
で
は
、 

 

家
主
、
女
子
ヲ
、「
何
ノ
故
ニ
泣
」
ト
問
ヘ
バ
、
女
子
泣
ノ
ミ
泣
テ
、
其
故
ヲ
不
答
ヘ
。
其
ノ
時
ニ
、

但
馬
ノ
宿
人
、
見
ツ
ル
事
ナ
レ
バ
、
有
ツ
ル
様
ヲ
具
語
テ 

  

と
な
っ
て
い
る
が
、『
霊
異
記
』
で
は 

  
 

 

拍
た
れ
て
哭
き
て
帰
る
。
家
主
待
ち
問
ひ
て
い
は
く
「
汝
、
何
故
ぞ
哭
く
」
と
い
ふ
。
宿
る
人
見
た

る
如
く
具
に
上
の
事
を
陳
べ
て
、 

 

と
、『
今
昔
』
の
み
に
「
女
子
泣
ノ
ミ
泣
テ
、
其
故
ヲ
不
答
」
な
い
女
児
の
姿
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
泣 

ノ
ミ
泣
テ
」
い
る
女
児
の
姿
か
ら
、
養
父
と
の
良
好
な
関
係
が
見
だ
せ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
女
児
が
答
え 

な
い
の
は
泣
い
て
答
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
泣
い
て
い
る
理
由
が
養
父
と
の
関
係
に
関
わ
る
こ
と
で 

あ
る
た
め
に
養
父
へ
あ
え
て
伝
え
な
い
の
だ
ろ
う
。
女
児
は
理
由
を
伝
え
る
こ
と
で
養
父
も
悲
し
ま
せ
て 

し
ま
う
こ
と
を
気
が
か
り
に
思
い
心
の
中
だ
け
で
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に 

み
れ
ば
『
今
昔
』
は
、
養
父
の
た
め
に
本
当
の
こ
と
を
あ
え
て
伝
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
年
齢
に
な
っ
て
い 

る
。『
霊
異
記
』
の
設
定
す
る
八
歳
で
は
、『
今
昔
』
の
よ
う
に
言
わ
な
い
優
し
さ
を
身
に
着
け
る
に
は
幼
い 

年
齢
で
あ
ろ
う
。『
今
昔
』
は
養
父
と
女
児
の
良
好
な
関
係
を
新
し
く
盛
り
込
む
た
め
に
年
齢
を
改
め
た
と 

考
え
る
と
、
養
父
が
女
児
を
手
離
さ
な
い
結
末
と
も
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、『
今
昔
』
が
新
た
に
付
し
た
女 
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児
の
姿
は
養
父
へ
向
け
ら
れ
た
心
情
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
養
父
が
女
児 

を
最
後
ま
で
手
放
さ
な
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、『
霊
異
記
』
で
は
女
児
と
再
会
す
る
ま
で
を
八
年
と
し
て
い
た
が
、『
今
昔
』
で
は
十
余
年
と

す
る
年
数
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
船
城
氏
は
、
新
た
に
女
児
と
養
父
の
「
父
子
の
宿
世
」
を

付
す
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
し
『
今
昔
』
で
は
養
父
を
も
う
一
人
の
父
と
す
る
た
め
に
「
女
児
を
大
人
に

な
る
ま
で
育
て
あ
げ
た
」
と
す
る
改
変
を
行
っ
た
と
す
る
が3

1

、『
今
昔
』
の
養
父
の
言
葉
に
は
、 

 

「
但
シ
、
我
モ
亦
年
来
養
ヒ
立
ツ
レ
バ
、
実
ノ
祖
ニ
不
異
。
然
レ
バ
、
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」

ト
契
テ
、
其
ノ
後
ハ
、
女
子
、
但
馬
ニ
モ
通
テ
共
ニ
祖
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。 

  

と
、「
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」
と
こ
れ
か
ら
も
女
児
を
養
う
意
向
が
み
ら
れ
子
育
て
の
一
区
切
り
が 

つ
い
て
い
る
よ
う
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
実
父
と
の
再
会
で
養
父
と
女
児
の
関
係
に
変
化
は
み
ら
れ 

な
い
こ
と
か
ら
、
女
児
を
成
人
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
は
言
い
難
い
。
養
父
は
、
旅
人
が
女
児
の
実
父
と
判 

明
し
た
あ
と
も
『
霊
異
記
』
の
よ
う
に
女
児
を
返
す
こ
と
な
く
養
父
と
実
父
の
も
と
を
往
来
す
る
結
末
へ
と 

改
変
さ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
の
場
面
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

『
霊
異
記
』 

 
 

 

主
人
実
を
知
り
、
語
に
応
ひ
て
許
す
。
噫
乎
彼
の
父
、
邂
逅
に
児
有
る
家
に
次
り
、
遂
に
是
れ
を
得

た
る
か
な
。
誠
に
知
る
、
天
の
哀
の
資
く
る
所
に
し
て
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ
と
を
。
是
れ
奇
異
し

き
事
な
り
。 

 

『
今
昔
』 

家
主
ニ3

2

、
此
ク
機
縁
深
ク
シ
テ
、
行
キ
合
ヘ
ル
事
ヲ
悲
ム
デ
、
惜
ム
事
無
ク
シ
テ
許
シ
テ
ケ
リ
。

「
但
シ
、
我
モ
亦
年
来
養
ヒ
立
ツ
レ
バ
、
実
ノ
祖
ニ
不
異
。
然
レ
バ
、
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」

ト
契
テ
、
其
ノ
後
ハ
、
女
子
、
但
馬
ニ
モ
通
テ
共
ニ
祖
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。 

実
ニ
、
此
レ
難
有
リ
奇
異
キ
事
也
カ
シ
。
鷲
ノ
即
チ
噉
ヒ
失
フ
ベ
キ
ニ
、
生
乍
ラ
樔
ニ
落
シ
ケ
ム
、

希
有
ノ
事
也
。
此
レ
モ
、
前
生
ノ
宿
報
ニ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
。
父
子
ノ
宿
世
ハ
此
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
語

リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 

『
霊
異
記
』
で
は
女
児
を
実
父
の
も
と
へ
返
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
父
子
の
再
会
が
「
天
の
哀
の
資
く
る

 
3

1 

船
城
氏
は
、「
こ
の
「
十
二
三
許
」
と
い
う
年
齢
は
当
時
の
女
子
の
成
人
の
時
期
に
重
な
っ
て
く
る
。
と
す
れ
ば
、
義
理

の
親
が
そ
こ
ま
で
女
児
を
育
て
あ
げ
た
こ
と
に
よ
り
「
実
ノ
祖
ニ
不
異
」
と
す
る
た
め
に
こ
の
改
変
が
行
わ
れ
た
、
と
考
え

る
こ
と
は
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。
」
と
す
る
。 

（「『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏
教
的
背
景―

巻
二
十
六
を
め
ぐ
っ
て
ー
」 

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』 

四
十
一
号 

二
〇
〇
五
年
八
月
） 

3
2 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』（
森
正
人
校
訂 

岩
波
書
店 

１
９
９
６
年
）
で
は
、「
家
主
に
お
い
て

は
、
の
意
か
、
あ
る
い
は
「
ニ
」
は
「
ハ
」
な
い
し
は
「
モ
」
の
誤
り
か
」
と
記
し
て
い
る
。 
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所
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
の
導
き
に
よ
っ
て
父
子
の
再
会
が
果
た
さ

れ
た
と
解
釈
す
る
と
、
父
子
の
再
会
は
天
の
意
向
と
な
る
た
め
養
父
は
女
児
を
実
父
の
も
と
へ
返
し
て
い

る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
『
今
昔
』
の
養
父
は
、
旅
人
が
女
児
の
実
父
だ
と
判
明
し
た
あ
と
自
身
の
こ

と
を
「
実
ノ
祖
ニ
不
異
」
と
実
父
に
伝
え
女
児
を
返
さ
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
「
許
シ
テ
ケ

リ
」
と
「
契
テ
」
で
あ
る
。『
霊
異
記
』
で
は
、
養
父
は
女
児
を
返
す
の
で
「
語
に
応
ひ
て
許
す
」
は
女
児

を
実
父
の
も
と
へ
返
す
こ
と
を
許
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
今
昔
』
で
は
女
児
を
返
さ
な
い
た
め
『
霊

異
記
』
の
よ
う
に
女
児
を
返
す
こ
と
に
つ
い
て
許
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
女
児
は
そ
の
後
「
但
馬
ニ
モ
通

テ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
養
父
は
女
児
を
「
惜
ム
事
無
」
く
女
児
と
の
面
会
を
許
し
た
と
考
え
て

み
る3

3

。
面
会
を
許
し
た
養
父
は
、
次
に
「
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」
と
実
父
と
「
契
」
り
、
女
児
は
養

父
と
実
父
の
も
と
を
往
来
す
る
こ
と
に
な
る
。『
今
昔
』
の
養
父
は
、『
霊
異
記
』
に
比
べ
育
て
の
親
と
し
て

の
一
面
が
大
き
く
な
り
実
父
と
対
等
な
関
係
へ
と
変
化
し
て
い
る
。『
今
昔
』
で
は
、
実
父
と
は
別
の
も
う

一
人
の
父
と
し
て
の
際
立
っ
た
存
在
に
な
っ
て
い
る
。『
今
昔
』
は
、
養
父
と
女
児
を
良
好
な
関
係
に
描
き

養
父
を
際
立
っ
た
存
在
へ
と
描
き
か
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 ⒋ 

父
子
関
係
の
判
明 

次
に
、
旅
人
（
実
父
）
と
女
児
の
父
子
関
係
が
判
明
す
る
場
面
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
『
今
昔
』
で
は
、

『
霊
異
記
』
に
は
な
い
実
父
の
心
理
描
写
を
用
い
て
女
児
と
の
再
会
を
偶
然
に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
。 

『
霊
異
記
』 

 
 

擒
る
所
の
年
月
日
時
を
校
ふ
れ
ば
今
の
語
に
当
る
。
明
に
我
が
児
な
り
と
知
る
。
爾
の
父
悲
び
哭
き

て
、
具
に
鷲
の
擒
り
し
事
を
告
知
ら
す
。
主
人
実
を
知
り
、
語
に
応
ひ
て
許
す
。 

 

『
今
昔
』 

 
 

 

此
ノ
但
馬
ノ
宿
人
、
此
ヲ
聞
ク
ニ
、「
我
コ
ソ
先
年
ニ
子
ヲ
バ
鷲
ニ
被
取
テ
」
ト
思
出
テ
、
思
ヒ
廻

ス
ニ
、「
其
ノ
年
、
其
ノ
月
、
其
ノ
日
」
ト
云
ヲ
聞
ク
ニ
、
彼
レ
但
馬
ノ
国
ニ
シ
テ
鷲
ニ
被
取
シ
年

月
日
ニ
ヅ
ブ
ト
当
タ
レ
バ
、
我
ガ
子
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
ヒ
出
テ
云
ハ
ク
、「
然
テ
、
其
ノ
子
ノ
祖
ト

云
フ
者
ヤ
、
若
シ
聞
ユ
レ
」
ト
問
ヘ
バ
、
家
主
、「
其
ノ
後
、
更
ニ
然
カ
聞
ユ
ル
事
不
侍
」
ト
答
フ

レ
バ
、
宿
人
ノ
云
、「
其
ノ
事
ニ
侍
リ
。
此
ク
宣
フ
時
ニ
思
出
侍
ル
也
」
ト
テ
、
鷲
ニ
子
ヲ
被
取
シ

事
ヲ
語
テ
、「
此
レ
ハ
我
ガ
子
ニ
コ
ソ
侍
ナ
レ
」
ト
云
ニ
、
家
主
、
糸
奇
異
ク
テ
、
女
子
ヲ
見
合
ス

ル
ニ
、
此
ノ
女
子
、
此
ノ
宿
人
ニ
形
チ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
ケ
ル
。
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ

ト
信
ジ
テ
、
哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。
宿
人
モ
、
可
然
ク
テ
此
ニ
来
ニ
ケ
ル
事
ヲ
云
ヒ
次
ケ
テ
、
泣
ク
事

 

3
3 

『
新
日
本
古
典
文
学
全
集 

今
昔
物
語
集
三
』
で
は
、「
惜
ム
事
無
ク
シ
テ
許
シ
テ
ケ
リ
」
の
部
分
を
「
こ
の
子
を
惜
し
む

こ
と
な
く
返
し
て
や
っ
た
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
女
児
は
そ
の
後
「
但
馬
ニ
モ
通
テ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
許
す
」
を
返
す
に

意
訳
す
る
こ
と
に
は
従
え
な
い
。
こ
の
部
分
、
女
児
を
「
惜
ム
事
無
」
く
女
児
と
の
面
会
を
許
し
た
と
考
え
る
。 
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無
限
リ
。 

 

女
児
を
見
つ
け
た
経
緯
を
養
父
か
ら
聞
い
た
場
面
で
あ
る
。『
霊
異
記
』
で
は
簡
潔
に
父
子
関
係
が
判
明

す
る
の
に
対
し
、『
今
昔
』
で
は
女
児
が
我
が
子
と
認
識
す
る
ま
で
に
何
度
も
「
思
出
テ
」「
思
廻
ス
」「
思

出
侍
ル
」
な
ど
の
語
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
思
い
が
け
ず
我
が
子
と
思
い
当
た
る
様
子
か
ら
は
、
実
父
の
旅
が

女
児
を
探
す
目
的
で
あ
る
と
か
「
鷲
の
噉
残
し
」
と
い
う
言
葉
に
我
が
子
を
予
想
し
て
養
父
に
尋
ね
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る3

4

。
『
今
昔
』
は
実
父
の
心
情
描
写
を
通
し
て
我
が
子
と
の
再
会
が
思
い
が
け
な

い
偶
然
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⒌ 

偶
然
か
ら
必
然
へ 

最
後
に
、
父
子
関
係
が
判
明
し
た
時
の
二
人
の
父
の
描
写
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
一
部
重
複
す
る
が
、 

 

 
 

 

「
此
レ
ハ
我
ガ
子
ニ
コ
ソ
侍
ナ
レ
」
ト
云
ニ
、
家
主
、
糸
奇
異
ク
テ
、
女
子
ヲ
見
合
ス
ル
ニ
、
此
ノ

女
子
、
此
ノ
宿
人
ニ
形
チ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
ケ
ル
。
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ
ト
信
ジ
テ
、

哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。
宿
人
モ
、
可
然
ク
テ
此
ニ
来
ニ
ケ
ル
事
ヲ
云
ヒ
次
ケ
テ
、
泣
ク
事
無
限
リ
。 

家
主
ニ
、
此
ク
機
縁
深
ク
シ
テ
、
行
キ
合
ヘ
ル
事
ヲ
悲
ム
デ
、
惜
ム
事
無
ク
シ
テ
許
シ
テ
ケ
リ
。 

  

養
父
の
心
情
は
、
は
じ
め
「
糸
奇
異
ク
テ
」
か
ら
「
哀
ガ
ル
事
無
限
リ
」
へ
と
変
化
し
、
最
後
に
は
「
機

縁
深
ク
シ
テ
」
と
父
子
が
再
会
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
て
い
る3

5

。
そ
の
後
、
女
児
と
実
父
と
の
再
会
を
奇

異
や
偶
然
と
評
価
せ
ず
「
機
縁
深
」
か
っ
た
た
め
と
捉
え
な
お
し
て
い
る
。
実
父
も
、
偶
然
女
児
に
再
会
で

き
た
後
「
可
然
ク
テ
」
こ
こ
に
き
た
と
感
じ
て
い
た
。
異
な
る
立
場
の
二
人
の
父
が
同
じ
出
来
事
を
経
験
し

共
に
「
機
縁
深
ク
」「
可
然
ク
テ
」
と
必
然
を
感
じ
て
い
る
。『
今
昔
』
は
、
偶
然
的
で
奇
跡
的
な
物
語
へ
意

図
的
な
改
変
を
行
い
な
が
ら
も
最
後
に
は
作
り
出
し
た
偶
然
を
二
人
の
父
の
心
理
描
写
を
用
い
て
必
然
へ

と
転
換
さ
せ
て
い
る
。 

 

三
、
ま
と
め 

『
霊
異
記
』
と
『
今
昔
』
の
説
話
世
界
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、『
霊
異
記
』
が
天
に
よ
る
も
の
と
解

 
3

4 

渡
辺
氏
は
こ
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
『
霊
異
記
』
で
は
、
父
子
関
係
の
判
明
に
つ
い
て
養
父
の
驚
き
は
問
題
に
は
な
ら
ず

実
父
が
子
と
再
会
し
「
悲
し
び
哭
く
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
一
方
で
『
今
昔
』
で
は
「
家
主
、

糸
奇
異
ク
テ
」
と
家
主
が
奇
異
を
感
じ
る
よ
う
に
導
く
た
め
の
も
の
と
す
る
。 

3
5 

「
機
縁
深
ク
シ
テ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
『
今
昔
』
の
中
に
三
話
あ
る
。
巻
十
五
第
三
十
話
「
美
濃
国
僧
薬
延
往
生

語
」
と
巻
十
五
第
三
十
九
話
「
源
信
僧
都
母
尼
往
生
語
」
と
当
該
説
話
で
あ
る
。
巻
十
五
の
こ
の
二
話
は
、『
新
日
本
古
典

文
学
全
集
』『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
い
ず
れ
で
も
縁
・
宿
縁
の
意
で
「
前
世
の
因
縁
」
と
訳
し
て
い
る
。
当
該
説
話
で

は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』
で
は
「
も
の
ご
と
の
生
起
す
る
条
件
が
十
分
整
っ
て
」
と
訳
さ
れ
、『
新

日
本
古
典
文
学
全
集 

今
昔
物
語
集
三
』
で
は
「
こ
の
家
の
主
人
も
、
深
い
因
縁
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
め
ぐ
り
会

え
た
の
だ
と
感
動
し
」
と
し
て
い
る
。 
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釈
し
た
父
子
の
再
会
を
『
今
昔
』
は
よ
り
日
常
的
な
世
界
観
の
中
で
偶
然
に
よ
る
も
の
に
描
い
て
い
た
。 

天
の
よ
う
な
人
間
な
ら
ざ
る
存
在
に
よ
り
生
起
し
た
現
象
を
日
常
的
な
世
界
観
の
人
間
目
線
で
捉
え
よ

う
と
す
る
と
き
、
そ
の
現
象
は
偶
然
に
生
起
し
た
も
の
と
さ
れ
次
に
そ
の
偶
然
は
奇
異
な
こ
と
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
く
。
宿
報
の
巻
に
み
ら
れ
る
偶
然
性
や
奇
異
性
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
生
ま
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
当
該
説
話
で
も
養
父
は
実
父
と
女
児
の
偶
然
の
再
会
に
立
ち
会
い
、
そ
の
偶
然
を
「
奇

異
」
な
も
の
と
受
け
止
め
て
い
た
。 

『
今
昔
』
は
『
霊
異
記
』
に
比
べ
意
図
的
に
偶
然
的
で
奇
跡
的
な
物
語
に
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
論
理

的
に
み
れ
ば
『
霊
異
記
』
よ
り
も
「
起
こ
る
は
ず
の
な
い
物
語
」
へ
と
変
容
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
機
縁
深
ク
」
や
「
可
然
ク
テ
」
な
ど
を
用
い
て
二
人
の
父
に
「
そ
う
な
る
必
然
」
を
感
じ
さ
せ
る
物
語

へ
と
変
容
し
て
い
る
。
意
図
的
に
作
り
出
し
た
偶
然
的
な
展
開
に
対
し
、
最
後
に
は
異
な
る
立
場
の
二
人

に
必
然
を
感
じ
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
宿
報
の
用
例
に
み
ら
れ
る
「
前
世
の
宿
報
拙
シ
テ
貧
キ
身
ヲ
得
タ

リ
ト
モ
」（
巻
十
六
第
二
十
九
話
）
や
「
前
生
の
宿
報
弊
ク
テ
、
年
来
官
ヲ
不
給
ラ
デ
」（
巻
二
十
八
第
五

話
）
な
ど
の
主
観
的
な
解
釈
を
超
え
た
受
け
止
め
方
で
あ
る3

6

。
当
該
説
話
は
、『
霊
異
記
』
に
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
二
人
の
父
を
も
つ
と
い
う
父
子
の
宿
世
を
描
い
て
い
る
。『
今
昔
』
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旅
人

（
実
父
）
と
女
児
の
奇
跡
的
な
出
会
い
を
目
の
当
た
り
に
す
る
養
父
の
視
点
を
獲
得
し
、
二
人
の
父
に
必

然
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
主
観
的
な
解
釈
を
超
え
た
宿
報
の
物
語
へ
と
描
き
か
え
て
い
る
。 

            

 
3

6 

巻
二
十
六
は
宿
報
の
副
題
を
も
つ
が
、
宿
報
の
他
、
宿
世
（
第
二
話
）
・
前
世
の
機
縁
（
第
十
三
話
）・
前
生
の
果
の
報

（
第
七
話
）
な
ど
宿
報
に
準
じ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
差
異
は
こ
こ
で
は
問
題
と
せ
ず
宿
報
の
語
に
限

定
し
て
言
う
と
、
宿
報
の
語
は
管
見
に
よ
る
と
『
今
昔
』
全
体
で
は
十
三
例
で
、
巻
二
十
六
を
除
く
と
九
例
あ
る
（
巻
十
二

第
二
十
八
話
、
巻
十
三
第
二
十
六
話
、
巻
十
四
第
四
話
、
巻
十
六
第
二
十
九
話
、
巻
十
六
第
三
十
話
、
巻
十
六
第
三
十
四

話
、
巻
二
十
四
第
十
四
話
、
巻
二
十
四
第
十
八
話
、
巻
二
十
八
第
五
話
）
が
、
こ
れ
ら
を
二
つ
に
大
別
す
る
と
話
中
の
人
物

の
主
観
的
解
釈
（
巻
十
二
第
二
十
八
話
・
巻
十
三
第
二
十
六
話
・
巻
十
六
第
二
十
九
話
、
巻
十
六
第
三
十
話
、
巻
二
十
四
第

十
四
話
、
巻
二
十
八
第
五
話
）
と
話
末
評
や
編
者
の
解
釈
（
巻
十
四
第
四
話
、
巻
十
六
第
三
十
四
話
、
巻
二
十
四
第
十
八

話
）
に
な
る
。 
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第
二
章 
巻
二
十
六
第
二
話
の
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 

一
、
異
常
出
生
の
様
相 

 

⒈ 

は
じ
め
に 

本
稿
は
、『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
、『
今
昔
』
と
す
る
）
巻
二
十
六
「
東
方
行
者
、
娶
蕪
生
子
」
第
二
語

を
取
り
上
げ
る
。
本
話
の
あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
東
国
へ
と
下
る
最
中
の
男
が
発
作
的
に
性

欲
を
起
こ
し
た
際
、
畑
に
あ
る
蕪
を
盗
み
、
用
を
済
ま
せ
た
後
に
畑
の
方
へ
投
げ
入
れ
て
立
ち
去
っ
た
。
そ

の
後
、
畑
に
出
て
き
た
娘
が
何
も
知
ら
ず
に
食
べ
る
と
娘
は
懐
妊
し
男
子
を
出
産
し
た
。
数
年
の
後
、
再
び

畑
を
通
り
か
か
っ
た
男
は
自
身
の
子
と
奇
跡
的
な
対
面
を
果
た
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
以
下
、
本
文
を
引
用

す
る
。 

  
 

 

今
昔
、
京
ヨ
リ
東
ノ
方
ニ
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ
不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
通
ケ
ル
程
ニ
、

俄
ニ
婬
欲
盛
ニ
発
テ
、
女
ノ
事
ノ
物
ニ
狂
ガ
如
ニ
思
ケ
レ
バ
、
心
ヲ
難
静
メ
ク
テ
思
ヒ
繚
ケ
ル
程
ニ
、

大
路
辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
青
菜
ト
云
物
、
糸
高
ク
盛
ニ
生
滋
タ
リ
。
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
蕪
ノ

根
大
キ
ニ
シ
テ
有
ケ
リ
。
此
ノ
男
、
忽
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
其
ノ
垣
内
入
テ
、
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル
ヲ
一
ツ

引
テ
取
テ
、
其
ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ
娶
テ
婬
ヲ
成
シ
テ
ケ
リ
。
然
テ
即
チ
、
垣
ノ
内
ニ
投
入
テ
過
ニ
ケ

リ
。 其

ノ
後
、
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
、
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ

テ
、
其
ノ
畠
ニ
行
テ
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有

テ
、
其
ヲ
、
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付
テ
、

「
此
ニ
穴
ヲ
彫
タ
ル
蕪
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
ナ
ド
云
テ
、
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻

削
テ
食
テ
ケ
リ
。
然
テ
、
皆
従
者
共
具
シ
テ
家
ニ
返
ヌ
。 

其
ノ
後
、
此
ノ
女
子
、
何
ニ
ト
無
ク
悩
マ
シ
気
ニ
テ
、
物
ナ
ド
モ
不
食
デ
、
心
地
不
例
有
ケ
レ
バ
、

父
母
、「
何
ナ
ル
事
ゾ
」
ナ
ド
云
ヒ
騒
ぐ
程
ニ
、
月
来
ヲ
経
ル
ニ
、
早
ウ
懐
妊
シ
ケ
リ
。
父
母
、
糸
奇

異
ク
思
テ
、「
何
ナ
ル
業
ヲ
シ
タ
リ
ケ
ル
ゾ
」
ト
責
メ
問
ケ
レ
バ
、
女
子
ノ
云
ク
、「
我
、
更
ニ
男
ノ
当

リ
ニ
寄
ル
事
無
シ
。
只
怪
キ
事
ハ
、
然
ノ
日
、
然
カ
有
シ
蕪
ヲ
見
付
テ
ナ
ン
食
ヒ
タ
リ
シ
。
其
ノ
日
ヨ

リ
心
地
モ
違
ヒ
、
此
ク
成
タ
ル
ゾ
」
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、
父
母
、
不
心
得
事
ナ
レ
バ
、
此
レ
ヲ
何
ナ
ル
事

ト
モ
不
思
デ
、
尋
ネ
聞
ケ
レ
ド
モ
、
家
ノ
内
ノ
従
者
共
モ
、「
男
ノ
辺
ニ
寄
ル
事
モ
更
ニ
不
見
」
ト
云

ケ
レ
バ
、
奇
異
ク
テ
月
来
ヲ
経
ル
程
ニ
、
月
既
ニ
満
テ
、
糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
ヲ
平
カ
ニ
産
ツ
。 

其
ノ
後
、
云
甲
斐
無
キ
事
ナ
レ
バ
、
父
母
此
ヲ
養
テ
過
ル
程
ニ
、
彼
下
シ
男
、
国
ニ
年
来
有
上
ケ
ル

ニ
、
人
数
具
シ
テ
返
ル
ト
テ
、
其
ノ
畠
ノ
所
ヲ
過
ケ
ル
ニ
、
此
ノ
女
子
ノ
父
母
、
亦
有
シ
様
ニ
、
十
月

許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
此
ノ
畠
ノ
青
菜
引
取
ラ
ム
ト
、
従
者
共
具
シ
テ
畠
ニ
有
ケ
ル
程
ニ
、
此
ノ
男
、
其
垣

辺
を
過
グ
ト
テ
、
人
ト
物
語
シ
ケ
ル
ニ
、
糸
高
ヤ
カ
ニ
云
ケ
ル
様
、「
哀
レ
、
一
ト
セ
国
ニ
下
シ
時
、

此
ヲ
過
シ
、
術
無
ク
開
ノ
欲
ク
テ
難
堪
カ
リ
シ
カ
バ
、
此
ノ
垣
ノ
内
ニ
入
テ
、
大
キ
ナ
リ
シ
蕪
一
ツ
ヲ
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取
テ
穴
ヲ
彫
テ
、
其
レ
ヲ
娶
テ
コ
ソ
、
本
意
ヲ
遂
テ
垣
内
ニ
投
入
テ
シ
カ
」
ト
云
ケ
ル
ヲ
、
此
ノ
母
、

垣
内
ニ
シ
テ
慥
ニ
聞
テ
、
娘
ノ
云
事
ヲ
思
ヒ
出
テ
、
怪
ク
思
ケ
レ
バ
、
垣
ノ
内
ヨ
リ
出
テ
、
「
何
ニ
、

何
ニ
」
ト
問
フ
ニ
、
男
ハ
、「
蕪
盗
タ
リ
」
ト
テ
、
云
ヲ
咎
メ
テ
云
ナ
リ
ト
テ
、「
戯
言
ニ
侍
リ
」
ト
テ

只
逃
ニ
逃
ル
ヲ
、
母
、「
極
テ 

 
 

 
 

 
 

 

事
共
ノ
有
レ
バ
、
必
ズ
承
ラ
ム
ト
思
フ
事
ノ
侍
ル

也
。
我
ガ
君
宣
ヘ
」
ト
、
泣
ク
許
ニ
云
ヘ
バ
、
男
、
様
有
事
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
テ
、「
隠
シ
可
申
事
ニ

モ
不
侍
ラ
。
亦
、
自
ラ
ガ
為
ニ
モ
重
キ
犯
シ
ニ
モ
不
侍
ゾ
。
只
、
凡
夫
ノ
身
ニ
侍
レ
バ
、
然
〻
ノ
侍
シ

ゾ
。
我
ト
物
語
ノ
次
ニ
申
ツ
ル
也
」
ト
云
ニ
、
母
、
此
レ
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
〻
男
ヲ
引
ヘ
テ
家

ニ
将
行
ケ
バ
、
男
、
心
ハ
不
得
ド
モ
、
強
ニ
云
ヘ
バ
、
家
ニ
行
ヌ
。 

其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ
見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云

テ
、
子
ヲ
将
出
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
男
ニ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
。
其
時
ニ
、
男
モ
哀
ニ
思
テ
、「
然

ハ
、
此
ル
宿
世
モ
有
リ
ケ
リ
。
此
ハ
何
ガ
シ
可
侍
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、「
今
ハ
、
只
何
カ
ニ
モ
其

ノ
御
心
也
」
ト
、
児
ノ
母
ヲ
呼
出
テ
見
ス
レ
バ
、
下
衆
乍
モ
糸
浄
気
也
。
女
ノ
年
二
十
許
ナ
ル
也
。
児

モ
五
六
歳
許
ニ
テ
、
糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
也
。
此
ヲ
見
テ
思
フ
様
、
「
我
レ
、
京
ニ
返
上
テ
有
ン
ニ
、

指
ル
父
母
・
類
親
モ
可
憑
キ
モ
無
シ
。
只
、
此
許
宿
世
有
ル
事
也
。
只
、
此
レ
ヲ
妻
ニ
テ
此
ニ
留
ナ
ム
」

ト
深
ク
思
ヒ
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
ノ
女
ヲ
妻
ト
シ
テ
、
其
ナ
ム
住
ケ
ル
。 

此
レ
希
有
ノ
事
也
。
然
レ
バ
、
男
女
不
娶
ト
云
ヘ
ド
モ
、
身
ノ
内
ニ
婬
入
ヌ
レ
バ
此
ナ
ム
子
ヲ
生
ケ

ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 

こ
れ
ま
で
当
該
説
話
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
大
半
は
説
話
の
モ
チ
ー
フ
や

背
景
を
切
り
口
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

今
昔
物
語
集 
本
朝
世
俗
部
二
』 

3
7

（
以
下
、『
集
成
』
と
す
る
）
で
は
、「
男
の
触
れ
た
も
の
を
口
に
し
、
あ
る
い
は
交
接
に
よ
ら
ず
に
子
を

成
す
と
い
う
、
こ
の
種
の
異
常
懐
妊
の
話
に
は
、
父
親
の
聖
性
を
語
る
こ
と
が
基
本
的
に
属
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
、
異
常
出
生
の
要
素
か
ら
父
の
聖
性
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の

男
に
つ
い
て
「
旅
人
と
い
う
も
の
が
曾
て
神
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
旅
人
に
も
は
や
神
の
記
憶
は
な
い
。

「
此
か
る
宿
世
も
あ
り
け
り
」
と
詠
歎
す
る
よ
う
な
、
親
子
の
縁
の
不
思
議
と
し
て
の
み
『
今
昔
』
は
語
ら

れ
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
背
景
に
異
常
出
生
の
モ
チ
ー
フ
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
ま
た
寺
川
眞
知
夫
氏
は
、

二
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る3

8

。
一
つ
は
、
本
話
と
そ
の
前
話
（
巻
二
十
六
第
一
語
）
の
二
話

が
共
通
し
て
父
子
の
容
姿
が
似
て
い
る
こ
と
を
父
子
関
係
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
雄
略
紀

の
春
日
大
娘
皇
女
の
認
知
の
物
語
を
取
り
上
げ
て
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
説
話
形
成
の
流
れ
を
指
摘
す
る
。

二
つ
目
は
、
婬
水
を
口
か
ら
体
内
に
入
れ
て
妊
娠
す
る
モ
チ
ー
フ
で
、『
大
智
度
論
』
第
十
七
に
所
集
さ
れ

る
一
角
仙
人
の
誕
生
譚
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
。
最
後
に
社
会
倫
理
思
想
の
分
野
か
ら
述
べ
て
い

 

3
7 

校
註
阪
倉
篤
義 

本
田
義
憲 

川
端
義
明 

『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

今
昔
物
語
集 

本
朝
世
俗
部
二
』 

新
潮
社 

一
九
七
九
年 

3
8 

寺
川
眞
知
夫 

「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
娶
蕪
生
子
語
」」 

『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
研
究
』 

第
十
四
号 

二

〇
一
五
年
六
月 
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る
山
内
春
光
氏
は3

9 

、『
今
昔
』
の
宿
報
観
や
風
流
に
つ
い
て
、
倫
理
思
想
の
分
野
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
原

郷
世
界
」 

4
0

と
関
連
さ
せ
て
説
か
れ
て
い
る
。
話
の
冒
頭
で
性
欲
に
襲
わ
れ
蕪
に
娶
ぐ
男
の
行
為
を
、「
原

郷
世
界
」
の
立
ち
現
わ
れ
、
ま
た
は
「
原
郷
世
界
」
の
垣
間
見
と
捉
え
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
説
話
の
背
景
に
み
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
が
様
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
蕪
を
食
べ

た
娘
が
男
児
を
出
産
す
る
と
い
う
異
常
出
生
の
要
素
が
当
該
説
話
の
根
幹
に
あ
る
と
考
え
、
異
常
出
生
の

具
体
的
な
様
相
を
中
心
に
分
析
を
行
う
。
但
し
、
当
該
説
話
は
、
男
が
我
が
子
と
奇
跡
的
な
対
面
を
果
た
す

と
い
う
男
の
宿
世
が
語
ら
れ
る
宿
世
譚
に
な
っ
て
い
る
。
男
の
宿
世
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考
察
を
行
い
た
い
。 

 

具
体
的
に
は
、
ま
ず
異
常
出
生
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
考
え
る
。
は
じ
め
に
、
垣
の
境
界
性
に
つ
い
て
、

次
に
男
の
聖
性
を
取
り
あ
げ
る
。
男
の
聖
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
新
集
成
』
で
言
及
さ
れ
当
該
説
話
の
男

に
は
そ
の
よ
う
な
神
の
記
憶
は
な
い
と
す
る
が
、
垣
の
境
界
性
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
で
男
が
聖
性
を

も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
そ
の
後
、
蕪
を
め
ぐ
る
男
と
娘
の
行
為
に
つ
い
て
分
析
す
る
。 

次
に
、
娘
と
母
の
人
物
表
象
の
分
析
と
男
の
具
体
的
な
宿
世
の
様
相
に
つ
い
て
考
え
る
。
異
常
出
生
の
様

相
と
人
物
表
象
の
分
析
か
ら
当
該
説
話
の
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
男
が
子

と
対
面
す
る
場
面
を
取
り
上
げ
、
男
の
心
理
描
写
を
中
心
に
行
い
な
が
ら
男
の
宿
世
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ

れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
当
該
説
話
の
宿
世
観
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

⒉
垣
の
境
界
性 

垣
は
、
一
般
に
内
と
外
と
を
区
分
す
る
境
界
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
本
話
に
み
ら
れ
る
垣
は
、
個
人

の
所
有
す
る
敷
地
を
そ
の
他
と
区
分
す
る
た
め
の
単
純
な
境
界
で
は
な
く
異
界
と
の
境
界
と
し
て
機
能
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
文
の
検
討
に
入
る
前
に
、
垣
が
異
界
と
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
例
を
先
に
示
す
。 

『
今
昔
』
巻
二
十
第
三
十
語
は
、
男
が
卵
を
食
べ
た
報
い
に
よ
る
悪
因
悪
果
の
因
果
応
報
譚
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
。
常
日
頃
卵
を
食
し
て
い
た
男
は
、
あ
る
日
冥
界
の
兵
士
と
思
し
き
男
に
麦
畑
に
連
行
さ
れ
る
。

そ
の
時
忽
ち
麦
畑
が
燃
え
は
じ
め
、
男
は
熱
さ
の
た
め
に
垣
の
中
を
走
り
回
る
。
男
の
姿
を
見
か
け
た
村
人

に
垣
の
外
へ
と
引
き
出
さ
れ
た
が
男
は
そ
の
後
死
ん
で
し
ま
う
。
引
用
す
る
場
面
は
、
畑
が
燃
え
は
じ
め
、

村
人
が
男
を
見
つ
け
助
け
出
す
場
面
で
あ
る
。 

 

 

3
9 

山
内
春
光 

『
今
昔
物
語
集
の
宿
世
と
風
流―

蕪
男
・
風
流
女
と
現
郷
世
界―

』 

群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
研
究
論

集 

第
十
四
巻 

二
〇
〇
七
年
三
月 

4
0 

「
原
郷
世
界
」
と
は
、「
時
間
・
空
間
に
か
か
わ
る
表
象
」
か
ら
抽
出
さ
れ
る
概
念
。
身
近
な
平
地
に
表
象
さ
れ
る
常
の

場
を
「
内
部
の
世
界
」
と
し
、
奥
山
や
海
原
に
表
象
さ
れ
る
非
日
常
の
場
を
「
外
部
の
世
界
」
と
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
内

部
世
界
」
と
「
外
部
世
界
」
の
間
に
低
山
や
浜
辺
な
ど
に
表
象
さ
れ
る
「
辺
境
世
界
」
が
媒
介
し
て
い
る
。
こ
の
「
外
部
の

世
界
」
が
「
原
郷
世
界
」
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
「
外
部
の
世
界
」
は
、
事
物
や
事
象
が
本
来
そ
の
よ
う
に

在
っ
た
は
ず
の
世
界
、
あ
る
い
は
事
物
や
事
象
が
そ
の
よ
う
に
在
る
べ
き
世
界
で
あ
り
、
神
や
仏
の
在
り
か
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
「
内
部
の
世
界
」
と
は
、
事
物
や
事
象
が
現
に
こ
の
よ
う
に
在
り
、
他
の
よ
う
に
は
な
い
世
界
で
あ
り
、
ひ
と
び

と
の
定
住
し
て
い
る
場
と
す
る
。 
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其
ノ
時
ニ
、
村
ノ
人
、
薪
ヲ
切
ラ
ム
ガ
為
ニ
山
ニ
入
ト
為
ニ
、
見
バ
、
畠
ノ
中
ニ
哭
叫
テ
走
廻
ル
男

有
。
此
ヲ
見
テ
、「
奇
異
也
」
ト
思
ニ
、
山
ヨ
リ
下
リ
来
テ
、
男
ヲ
捕
ヘ
テ
引
ニ
、
辞
テ
不
被
引
ズ
。

然
ド
モ
強
ク
引
テ
、
垣
ノ
外
ニ
引
出
。
男
地
ニ
倒
臥
ヌ
。
暫
有
テ
、
活
リ
起
タ
リ
。
痛
叫
テ
足
ヲ
病

事
無
限
シ
。
山
人
、
男
ニ
問
テ
云
ク
、「
汝
、
何
ノ
故
ニ
此
ク
有
ゾ
」
ト
。
男
答
テ
云
ク
、「
一
ノ
兵

士
来
テ
我
ヲ
召
シ
、
将
来
テ
此
ニ
押
入
ツ
。
地
ヲ
踏
ニ
、
地
皆
焔
火
ニ
シ
テ
、
足
ヲ
焼
事
煮
タ
ル
ガ

如
シ
。
四
方
ヲ
見
レ
バ
、
皆
火
ノ
山
ヲ
衛
テ
隙
無
ク
テ
、
不
出
ザ
ル
ガ
故
ニ
、
叫
テ
走
廻
ル
也
」
ト
。 

 

便
宜
上
、
村
人
に
関
わ
る
箇
所
に
傍
線
部
、
男
に
関
わ
る
箇
所
に
波
線
部
を
引
い
た
。
村
人
は
「
畠
ノ
中

ニ
哭
叫
テ
走
廻
ル
男
」
を
見
つ
け
て
「
奇
異
也
」
と
思
っ
て
い
る
。
村
人
に
は
、
た
だ
男
が
垣
の
中
で
走
っ

て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
、
垣
の
男
は
「
地
皆
焔
火
ニ
シ
テ
、
足
ヲ
焼
事
煮
タ
ル
ガ

如
シ
。
四
方
ヲ
見
レ
バ
、
皆
火
ノ
山
ヲ
衛
テ
隙
無
ク
テ
、
不
出
ザ
ル
ガ
故
ニ
、
叫
テ
走
廻
ル
」
と
い
っ
て
い

る
。
村
人
が
男
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
時
、
男
は
「
辞
テ
不
被
引
」
で
あ
っ
た
の
は
四
方
を
囲
ん
で
い
る
火

の
山
へ
と
引
き
込
ま
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
垣
が
境
界
と
な
っ
て
異
な
る
空
間
が
作
り
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
の
垣
は
、
単
に
空
間
を
区
切
る
だ
け
で
は
な
く
異
な
る
世
界
を
つ
く
り
だ
す

舞
台
装
置
と
な
っ
て
い
る4

1

。 

本
話
に
登
場
す
る
垣
も
、
こ
の
よ
う
な
異
界
の
境
界
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
本
文

を
引
用
し
て
示
し
て
い
く
。 

 

今
昔
、
京
ヨ
リ
東
ノ
方
ニ
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ
不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
通
ケ
ル
程
ニ
、

俄
ニ
婬
欲
盛
ニ
発
テ
、
女
ノ
事
ノ
物
ニ
狂
ガ
如
ニ
思
ケ
レ
バ
、
心
ヲ
難
静
メ
ク
テ
思
ヒ
繚
ケ
ル
程
ニ
、

大
路
辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
青
菜
ト
云
物
、
糸
高
ク
盛
ニ
生
滋
タ
リ
。
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
蕪

ノ
根
大
キ
ニ
シ
テ
有
ケ
リ
。
此
ノ
男
、
忽
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
其
ノ
垣
内
ニ
入
テ
、
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル

ヲ
一
ツ
引
テ
取
テ
、
其
ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ
娶
テ
婬
ヲ
成
シ
テ
ケ
リ
。
然
テ
即
チ
、
垣
ノ
内
ニ
投
入

テ
過
ニ
ケ
リ
。 

其
ノ
後
、
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
、
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ

テ
、
其
ノ
畠
ニ
行
テ
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル

有
テ
、
其
ヲ
、
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付

テ
、「
此
ニ
穴
ヲ
彫
タ
ル
蕪
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
ナ
ド
云
テ
、
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ

ル
ヲ
掻
削
テ
食
テ
ケ
リ
。
然
テ
、
皆
従
者
共
具
シ
テ
家
ニ
返
ヌ
。 

 

こ
こ
で
み
て
い
き
た
い
の
は
主
に
二
点
で
、
垣
の
内
と
外
で
の
対
比
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
つ
は
、
男

女
の
行
為
に
つ
い
て
、
二
つ
目
は
蕪
の
表
記
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
対
比
性
が
み
ら
れ
る
。
便
宜
上
、
垣
の
外

 
4

1 

古
橋
氏
も
、『
今
昔
』
巻
二
十
第
三
十
五
話
の
出
典
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
例
を
挙
げ
「
垣
は
空
間
の
境
目
と
し
て

あ
り
、
不
思
議
な
霊
力
は
垣
を
境
に
し
て
そ
の
中
に
籠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
、
垣
の
呪
力
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
古
橋
信
孝
『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』
河
出
書
房
新
社 

一
九
八
九
年
） 
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で
の
男
の
行
為
と
男
の
触
れ
た
も
の
に
は
傍
線
部
を
、
垣
内
の
女
の
行
為
と
垣
内
の
青
菜
に
は
波
線
部
を

引
い
た
。 

ま
ず
、
蕪
の
表
記
に
つ
い
て
だ
が
、
男
の
触
れ
た
も
の
は
蕪
と
表
記
さ
れ
（「
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル
ヲ
」「
穴

ヲ
彫
タ
ル
蕪
」「
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
」）、
一
方
で
、
男
が
触
れ
て
い
な
い
垣
内
の
も
の
は
青
菜
（「
大
路

辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
青
菜
ト
云
物
」「
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
」「
其
ノ
畠
ニ
行
テ
青

菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
」
な
ど
）
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
表
記
の
違
い
は
、
蕪
を
土
の
上
の
葉
の
部
分
と
土
の
下

の
根
の
部
分
の
二
つ
に
分
け
て
み
る
と
対
比
が
わ
か
り
や
す
い
。
垣
内
の
蕪
は
、
全
て
青
菜
と
表
記
さ
れ
る

が
、
男
が
触
れ
た
も
の
は
全
て
根
の
部
分
を
指
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。「
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
」
は
「
其

ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ
娶
テ
婬
ヲ
成
シ
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
娘
が
見
つ
け
る
場
面
で
も
「
皺

干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削
テ
食
」
べ
た
の
は
蕪
の
根
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
娘
が
収
穫
の
た
め
に
畑

に
出
た
と
き
、
収
穫
の
時
を
待
つ
「
青
々
と
生
い
茂
っ
て
い
る
青
菜
」
と
男
の
投
げ
入
れ
た
「
雛
干
た
蕪
」

の
対
比
的
描
写
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

次
に
、
男
女
の
行
為
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
男
は
蕪
を
引
き
抜
い
た
あ
と
、
垣
の
外
か
ら
内
へ
と
「
投
入

レ
」
て
捨
て
て
い
る
。
婬
欲
の
処
理
に
使
わ
れ
た
蕪
は
用
が
済
め
ば
男
に
と
っ
て
無
用
の
も
の
と
な
り
投
げ

捨
て
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
垣
の
内
で
「
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付
」
け
た
娘
は
「
皺
干
タ
リ
ケ
ル

ヲ
掻
削
テ
食
」
べ
て
い
る
。
垣
の
外
で
は
無
用
と
な
り
投
げ
捨
て
ら
れ
た
蕪
を
、
垣
の
内
に
い
る
娘
は
わ
ざ

わ
ざ
拾
っ
て
食
べ
て
い
る
。
蕪
を
捨
て
る
男
の
行
為
と
蕪
を
拾
っ
て
食
べ
る
娘
の
行
為
が
垣
の
内
外
で
対

比
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
垣
を
め
ぐ
る
男
女
の
行
為
や
蕪
を
め
ぐ
る
描
写
に
は
対
比
性
が
見
ら
れ
、
当
該
説
話
に
お

い
て
も
単
純
に
土
地
を
区
画
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
垣
が
境
界
の
舞
台
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
垣
内
で
は
娘
や
従
者
が
収
穫
を
行
っ
て
お
り
日
常
的
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
垣
の
外
は
日
常
と
は
異
な
る
異
界
で
あ
り
男
は
異
界
に
設
定
さ
れ
た
垣
の
外
か
ら
訪
れ

て
い
る
存
在
で
あ
る
。 

 
 

⒊ 

男
の
聖
性 

次
に
、
こ
の
男
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
男
は
同
じ
季
節
に
垣
に
現
れ
て
い
た
。
話
の
冒
頭
、

「
京
ヨ
リ
東
ノ
方
ニ
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ
不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
通
ケ
ル
程
ニ
、（
中
略
）

十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
」
と
十
月
に
こ
の
垣
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
。
そ
し
て
数
年
後
、
男
は
再
び
垣
に
現
れ
て
、 

 

其
ノ
後
、
云
甲
斐
無
キ
事
ナ
レ
バ
、
父
母
此
ヲ
養
テ
過
ル
程
ニ
、
彼
下
シ
男
、
国
ニ
年
来
有
上
ケ
ル

ニ
、
人
数
具
シ
テ
返
ル
ト
テ
、
其
ノ
畠
ノ
所
ヲ
過
ケ
ル
ニ
、
此
ノ
女
子
ノ
父
母
、
亦
有
シ
様
ニ
、
十

月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
此
ノ
畠
ノ
青
菜
引
取
ラ
ム
ト
、
従
者
共
具
シ
テ
畠
ニ
有
ケ
ル
程
ニ
、
此
ノ
男
、

其
垣
辺
ヲ
過
グ
ト
テ
、
人
ト
物
語
シ
ケ
ル
ニ
、
糸
高
ヤ
カ
ニ
云
ケ
ル
様
、「
哀
レ
、
一
ト
セ
国
ニ
下

シ
時
、
此
ヲ
過
シ
、
術
無
ク
開
ノ
欲
ク
テ
難
堪
カ
リ
シ
カ
バ
、 

 
 と
、
京
へ
上
る
時
「
亦
有
シ
様
ニ
、
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
」
と
同
じ
季
節
に
現
れ
て
い
る
。
男
は
、
二
度 
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と
も
十
月
の
同
じ
季
節
に
や
っ
て
き
て
人
々
が
蕪
を
収
穫
す
る
と
き
に
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
異
界
か 

ら
時
を
定
め
て
や
っ
て
く
る
来
訪
神
の
性
格
を
よ
み
と
れ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
物
語
の
中
で
は
京
と
東
国 

の
移
動
を
行
う
男
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
は
来
訪
神
の
去
来
に
重
ね
る
よ
う
に
東
国
と 

都
を
移
動
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
説
話
の
冒
頭
で
「
此
ノ
男
、
忽
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
辺
ニ
有
ケ 

ル
垣
ノ
内
ニ
、
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル
ヲ
一
ツ
引
テ
取
テ
」
と
、
野
菜
の
根
が
大
き
い
か
ど
う
か
は
抜
い
た
り
掘

っ
た
り
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
男
は
土
の
上
か
ら
大
き
い
も
の
一
つ
を
選
定
し
引
き
抜
い
て

い
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
姿
か
ら
も
男
の
も
つ
特
別
な
力
が
読
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
、
こ
こ
ま
で
垣
の
境
界
性
と
男
の
聖
性
に
つ
い
て
示
し
た
。
次
に
、
異
常
出
生
の
様
相
を
具
体
的
に

示
し
て
み
た
い
。
垣
が
異
界
と
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
娘
の
懐
妊
ま
で
の
場
面
を
中
心
に
考

え
た
い
。
検
討
す
る
も
の
は
主
に
三
点
で
、
一
つ
目
は
男
の
蕪
を
盗
む
行
為
に
つ
い
て
、
二
つ
目
は
男
の
蕪

を
投
げ
入
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
三
つ
目
は
娘
の
蕪
を
翫
ぶ
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。
蕪
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら

の
行
為
か
ら
、
異
常
出
生
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
示
し
た
い
。 

 

⒋ 

盗
む
こ
と 

説
話
の
冒
頭
で
、 

 

今
昔
、
京
ヨ
リ
東
ノ
方
ニ
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ
不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
通
ケ
ル
程
ニ
、

俄
ニ
婬
欲
盛
ニ
発
テ
、
女
ノ
事
ノ
物
ニ
狂
ガ
如
ニ
思
ケ
レ
バ
、
心
ヲ
難
静
メ
ク
テ
思
ヒ
繚
ケ
ル
程
ニ
、

大
路
辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
青
菜
ト
云
物
、
糸
高
ク
盛
ニ
生
滋
タ
リ
。
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
蕪
ノ

根
大
キ
ニ
シ
テ
有
ケ
リ
。
此
ノ
男
、
忽
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
其
ノ
垣
内
入
テ
、
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル
ヲ
一
ツ

引
テ
取
テ
、
其
ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ
娶
テ
婬
ヲ
成
シ
テ
ケ
リ
。
然
テ
即
チ
、
垣
ノ
内
ニ
投
入
テ
過
ニ
ケ

リ
。 

 
 

 
 

 

  

と
、
男
は
俄
に
お
き
た
婬
欲
の
た
め
に
垣
内
の
蕪
を
盗
ん
で
い
る
。
男
の
盗
む
行
為
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
、
三
浦
佑
之
氏
と
古
橋
信
孝
氏
の
両
氏
の
見
解
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
三
浦
氏
は
、
盗
み
に
つ
い
て
、

「
表
現
行
為
上
の
あ
る
品
物
の
一
方
か
ら
一
方
へ
の
移
動
を
語
る
際
の
一
つ
の
様
式
と
し
て
あ
っ
た
の
だ

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
神
の
世
界
の
も
の
が
人
間
の
世
界
の
も
の
と
な
る
と
き
、
説
話
表
現
で
は

「
盗
み
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。」
と
し4

2

、
古
橋
氏
も
「
神
の
世
と
こ
の
世
の

断
層
を
、
盗
む
と
い
う
非
日
常
的
な
行
為
に
よ
っ
て
説
明
し
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
。
つ
ま
り
盗
む
と
は
、
異
郷
の
も
の
を
こ
の
世
に
も
た
ら
す
神
話
的
な
、
非
日
常
的
な
行
為
だ
っ
た
。」

と
す
る4

3

。
本
話
に
戻
っ
て
男
の
行
為
を
考
え
る
と
、
男
と
娘
は
垣
で
隔
て
ら
れ
た
異
な
る
世
界
に
い
る
が
、

男
は
盗
み
に
よ
っ
て
こ
の
境
界
を
乗
り
越
え
て
い
る
。
男
は
人
間
で
は
な
く
垣
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る
異

界
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
古
橋
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
人
の
世
に
あ
る
も
の
を
異
郷
へ
と
運
ぶ
行

 
4

2 

三
浦
佑
之 

『
村
落
伝
承
論
』 

青
土
社 

二
〇
一
四
年 

4
3 

古
橋
信
孝 

『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』 

河
出
書
房
新
社 

一
九
八
九 
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為
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
見
す
る
と
男
の
行
為
は
、
右
の
引
用
と
は
逆
の
行
為
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。「
人
が
神
の
も
の
を
盗
む
」
の
で
は
な
く
「
神
が
人
の
も
の
を
盗
む
」
形
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
こ
の
場
合
、
単
に
こ
ち
ら
か
ら
あ
ち
ら
へ
と
い
っ
た
一
方
向
的
な
移
動
に
留
ま
ら
ず
男
は
再
び
垣
内

に
投
げ
入
れ
る
こ
と
で
蕪
は
人
の
世
へ
と
運
ば
れ
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。 

本
話
の
場
合
、
人
の
世
の
も
の
で
あ
っ
た
蕪
は
男
の
盗
み
に
よ
っ
て
異
界
へ
と
運
ば
れ
、
男
が
娶
い
だ
後

に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
再
び
人
の
世
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
人
の
世
へ
と
戻
っ
た
蕪
は
、
男
に
よ
っ
て

娶
が
れ
男
の
霊
力
を
宿
し
た
蕪
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
男
に
よ
っ
て
再
び
投
げ
入
れ
ら
れ
た
蕪
は
、
男
の

霊
力
の
宿
し
た
「
神
の
世
の
も
の
」
と
な
っ
て
人
間
世
界
へ
と
移
動
し
、
そ
の
他
の
「
人
の
世
の
蕪
」
と
は

異
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
結
局
、
男
の
「
盗
み
」
は
、「
異
界
の
も
の
を
こ
の
世
に
も
た
ら
す
」
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
て
、
男
の
手
に
よ
っ
て
蕪
は
垣
を
往
復
し
最
後
に
娘
の
口
へ
と
入
り
「
神
の
世
界
の
も
の

が
人
の
世
界
の
も
の
と
な
る
」
流
れ
を
作
り
出
し
て
い
る
。 

 

⒌ 

投
げ
入
れ
る
こ
と 

次
に
、
男
が
蕪
を
垣
内
へ
と
投
げ
入
れ
る
行
為
に
つ
い
て
考
え
る
。
先
に
示
し
た
が
、
男
は
娶
い
だ
蕪
を

垣
内
へ
投
げ
入
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
投
げ
入
れ
ら
れ
た
蕪
を
娘
が
口
に
す
る
の
だ
が
、
男
が
投
げ
入
れ
る

行
為
を
『
今
昔
』
の
そ
の
他
の
用
例
を
挙
げ
て
考
え
た
い
。『
今
昔
』
全
体
で
「
投
ゲ
入
レ
ル
」
は
八
話
あ

る
が
、
そ
の
投
げ
入
れ
る
先
の
多
く
は
境
界
性
を
も
つ
空
間
で
あ
る4

4

。
当
該
説
話
で
も
、
男
は
「
垣
ノ
内

ニ
投
入
テ
」
と
垣
の
内
側
へ
投
げ
入
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
挙
げ
る
用
例
は
、
巻
十
七

第
三
十
七
話
と
巻
十
四
第
三
十
話
で
あ
る
。
以
下
、
用
例
を
み
て
い
く
。 

巻
十
七
第
三
十
七
話
は
、
難
波
の
江
で
行
基
が
説
法
を
し
て
い
る
時
、
そ
の
邪
魔
を
す
る
幼
児
の
正
体
を

見
抜
い
た
行
基
は
母
親
に
子
供
を
投
げ
捨
て
る
よ
う
に
い
う
。
言
わ
れ
る
ま
ま
に
母
親
が
子
供
を
投
げ
捨

て
る
と
、 

  
 

而
ル
間
、
行
基
菩
薩
ノ
宣
ハ
ク
、「
彼
ノ
女
、
尚
其
ノ
子
ヲ
淵
ニ
投
棄
テ
ヨ
」
ト
。
母
此
ノ
事
ヲ
怪
ム 

デ
、
思
ヒ
忍
ブ
事
不
能
ズ
シ
テ
、
深
キ
淵
ニ
行
テ
、
子
ヲ
投
入
レ
ツ
。
其
ノ
子
淵
ニ
入
テ
、
即
チ
浮
出 

デ
丶
、
足
ヲ
踏
反
リ
、
手
ヲ
攅
ミ
、
目
ヲ
大
キ
ニ
見
暉
カ
シ
テ
、
掶
出
ダ
シ
テ
云
ク
、「
妬
哉
。
我
レ 

今
三
年
徴
ラ
ム
ト
シ
ツ
ル
者
ヲ
」
ト
。
母
此
レ
ヲ
聞
テ
、
怪
ム
デ
返
来
テ
、
法
□
聞
ク
。
菩
薩
女
ニ
問 

テ
宣
ハ
ク
、「
何
ニ
。
子
ヲ
バ
投
棄
テ
ツ
ヤ
否
ヤ
」
ト
。
女
、
具
ニ
子
ノ
水
ヨ
リ
浮
出
デ
丶
云
ツ
ル
事 

ヲ
申
ス
。
菩
薩
ノ
宣
ハ
ク
、
「
汝
ヂ
前
世
ニ
彼
ガ
物
ヲ
負
テ
不
償
リ
キ
。
然
レ
バ
、
今
ノ
子
ト
成
テ
、 

徴
リ
食
也
。
此
ノ
子
ハ
昔
ノ
物
ノ
主
也
」
ト 

 

 
4

4 

本
文
で
引
用
し
た
も
の
の
他
に
、
巻
十
二
第
三
十
五
話
、
巻
十
九
第
三
十
話
、
巻
二
十
四
第
六
話
、
巻
二
十
七
第
二
十
二

話
、
巻
三
十
一
第
十
八
話
が
あ
る
。
当
該
説
話
で
は
、
投
げ
入
れ
る
場
所
が
境
界
性
を
も
つ
垣
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
用
例

の
多
く
が
引
用
順
に
屏
風
、
海
、
井
戸
、
鬼
に
変
化
し
た
母
の
家
、
海
、
と
境
界
性
を
も
つ
場
へ
投
げ
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
鬼
に
変
化
し
た
母
の
家
に
つ
い
て
は
、
母
の
家
を
鬼
の
い
る
空
間
と
み
た
時
そ
こ
は
異
界
的
空
間
で
あ

り
家
の
戸
が
そ
の
異
界
的
空
間
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。 
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と
、
母
が
川
へ
投
げ
入
れ
る
と
子
供
は
そ
の
正
体
を
現
す
。
そ
の
正
体
と
は
、
母
が
前
世
に
人
か
ら
物
を

借
り
た
ま
ま
返
さ
な
か
っ
た
物
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
行
基
は
、
子
の
正
体
を
既
に
見
破
っ
て
い
た
た
め
母
に

子
を
投
げ
捨
て
ろ
と
伝
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

こ
の
ほ
か
巻
十
四
第
三
十
話
で
は
、
大
伴
忍
勝
が
亡
く
な
っ
て
再
び
蘇
生
す
る
五
日
の
間
に
経
験
し
た

話
で
、
寺
の
物
を
流
用
し
た
罪
で
熱
湯
の
入
っ
た
大
き
な
釜
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
般
若
経
の
書
写
す
る
願
を

た
て
た
功
徳
に
よ
り
無
事
に
助
か
り
蘇
生
す
る
話
で
あ
る
。 

  
 

然
レ
バ
、
五
人
ノ
使
衢
ニ
行
ク
。
道
ノ
末
ニ
大
ナ
ル
釜
有
リ
。
湯
ノ
気
有
リ
。
炎
ヲ
涌
キ
上
ル
。
浪
ノ

立
テ
鳴
ガ
如
シ
。
雷
ノ
響
ノ
如
シ
。
即
チ
忍
勝
ヲ
取
テ
、
彼
ノ
釜
ニ
投
入
ル
ニ
、
釜
冷
シ
ク
シ
テ
、
破

レ
裂
テ
四
ニ
破
レ
ヌ
。 

其
ノ
時
ニ
、
三
人
ノ
僧
出
来
テ
、
忍
勝
ニ
問
テ
云
ク
、『
汝
ヂ
何
ナ
ル
善
根
ヲ
カ
造
レ
ル
』
ト
。
忍
勝

答
テ
云
ク
、
『
我
レ
善
ヲ
造
ル
事
無
シ
。
只
、
大
般
若
経
六
百
巻
ヲ
書
写
シ
奉
ラ
ム
ト
思
フ
ニ
依
テ
、

先
ヅ
願
ヲ
発
シ
テ
、
未
ダ
不
遂
ズ
』
ト
。
其
ノ
時
ニ
、
三
ノ
鉄
ノ
口
ヲ
出
シ
テ
勘
フ
ル
ニ
、
忍
勝
ガ
申

ス
所
ノ
如
シ
。
僧
忍
勝
ニ
告
テ
云
ク
、『
汝
ヂ
実
ニ
願
ヲ
発
セ
リ
。
亦
、
出
家
シ
テ
仏
道
ヲ
修
ス
。
此

レ
善
根
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
寺
ノ
物
ヲ
用
セ
ル
ガ
故
ニ
汝
ガ
身
ヲ
砕
ケ
ル
也
。
汝
ヂ
人
間
ニ
返
テ
、
速
ニ

願
ヲ
遂
ゲ
、
寺
物
ヲ
犯
セ
ル
事
ヲ
償
ノ
ヘ
』
ト
云
テ
、
放
返
セ
ル
ニ
、
前
ノ
三
ノ
大
道
ヲ
過
テ
坂
ヲ
下

ル
、
ト
思
ヘ
バ
、
活
ヘ
ル
也
」
ト
語
ル
。 

 

傍
線
部
の
よ
う
に
、
忍
勝
は
釜
へ
と
投
げ
入
れ
ら
れ
る
が
、
そ
の
拍
子
に
釜
は
割
れ
て
し
ま
う
。「
汝
ヂ

何
ナ
ル
善
根
ヲ
カ
造
レ
ル
」
の
僧
の
言
葉
か
ら
は
釜
が
割
れ
た
こ
と
と
忍
勝
の
善
根
と
を
結
び
つ
け
る
論

理
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
忍
勝
が
投
げ
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
得
た
霊
験
が
発
現
し
、
釜
が

割
れ
た
と
よ
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
子
供
の
正
体
や
霊
験
の
力
は
、
投
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
発
現

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
れ
ら
の
用
例
を
踏
ま
え
て
本
話
に
再
度
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
男
は
蕪
に
娶
い
だ
あ
と
垣
内
に
投
げ

入
れ
て
い
る
。
男
に
よ
っ
て
娶
が
れ
た
蕪
は
、
投
げ
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
男
の
霊
力
が
発
現
し
た
と
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
娘
が
食
べ
た
蕪
は
、
一
見
す
る
と
雛
干
て
生
命
力
の
途
切
れ
た
蕪
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か

し
そ
の
内
側
に
は
発
現
し
た
男
の
霊
力
が
宿
り
、
男
に
よ
っ
て
「
人
の
世
」
へ
と
投
げ
入
れ
ら
れ
た
蕪
は
男

の
霊
力
を
発
現
し
「
神
の
世
の
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

⒍ 

翫
ぶ
こ
と 

投
げ
入
れ
ら
れ
た
蕪
は
、
男
の
霊
力
を
発
現
さ
せ
た
後
、
娘
に
よ
っ
て
見
つ
け
ら
れ
食
べ
ら
れ
る
。
以
下
、

そ
の
場
面
の
本
文
を
引
用
す
る
。 

  
 

其
ノ
後
、
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
、
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ
テ
、

其
ノ
畠
野
ニ
行
テ
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有
テ
、

其
ヲ
、
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付
テ
、「
此
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ニ
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
ナ
ド
云
テ
、
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削
テ

食
テ
ケ
リ
。 

 

傍
線
部
の
よ
う
に
、
収
穫
の
為
に
畑
に
で
て
い
た
娘
は
垣
の
廻
り
へ
と
行
き
蕪
を
見
つ
け
る
。「
此
ニ
皺

干
タ
リ
ケ
ル
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
の
娘
の
言
葉
に
は
、
蕪
を
見
つ
け
た
の
は
偶
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
印
象

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
蕪
を
見
つ
け
た
娘
は
「
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削
テ
食
」
べ
る
が
、

「
翫
ぶ
」
こ
と
を
「
手
に
持
っ
て
遊
ぶ
」
や
「
手
で
い
じ
っ
て
興
じ
る
。」（
日
本
国
語
大
辞
典
）
の
よ
う
に

解
釈
す
る
と
こ
の
娘
の
行
動
は
不
可
解
な
も
の
に
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
「
翫
ぶ
」
行
為
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
西
村
亨
氏4

5

に
よ
る
と
、『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
の
中
に
、
天
皇
に
奉
献
す
る
も
の
と
し
て
み
え
る

「
白
鵠
乃
生
御
調
弄
物
」（
し
ら
と
り
の
い
き
み
つ
き
も
て
あ
そ
び
も
の
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
氏
は
、 

  
 

「
い
け
み
つ
き
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
生
き
た
白
鳥
が
奉
献
せ
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
「
も
て
あ
そ
び
も
の
」
と
す
る
こ
と
が
呪
的
な
効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。「
も
て
あ
そ
び

も
の
」
は
身
に
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
魂
の
作
用
を
な
す
も
の
と
い
う
意
味
で
、
今
日
の
お
も
ち

ゃ
の
起
源
も
こ
こ
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
当
て
て
い
る
「
玩
」（
も
て
あ
そ
ぶ
）
の
字
は
『
説
文
』
に
「
玩
、

弄
也
」
と
あ
る
よ
う
に
や
は
り
玉
を
手
に
も
て
あ
そ
ぶ
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る 

 

と
す
る
。「
も
て
あ
そ
び
も
の
」
と
す
る
こ
と
で
呪
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
背
景
に
は
、 

白
鳥
や
水
鳥
な
ど
は
霊
力
を
も
つ
動
物
と
し
て
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
動
物
の
呪
力
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
土
橋
寛
氏
も
、『
日
本
書
紀
』
の
中
で
語
ら
れ
る
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
皇
子
が
言
葉
を
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
話
（「
垂
仁
紀
」）
の
中
で
「
是
の
鵠
を
弄
び
て
、
遂
に
言
語
こ
と
を
得
つ
」
の
一
節
に

触
れ
、
こ
の
「
弄
び
て
」
と
は
、
古
代
宮
廷
の
庭
で
鵠
を
放
し
飼
い
に
し
て
タ
マ
フ
リ
の
た
め
に
「
見
て
あ

そ
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。「
も
て
あ
そ
ぶ
」
に
は
、
鎮
魂
や
タ
マ
フ
リ
な
ど
の
霊
魂
に
関
わ
る
作
用
を

も
つ
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
娘
が
蕪
を
翫
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な

霊
魂
に
関
わ
る
作
用
を
期
待
し
て
行
っ
た
と
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
も
の
の
、「
も
て
あ
そ
び
も
の
」
は
霊

力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
点
に
注
目
す
る
と
、
少
な
く
と
も
本
話
の
蕪

も
男
の
霊
力
の
宿
っ
た
も
の
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
と
よ
む
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
投
げ

入
れ
ら
れ
た
蕪
は
、
男
の
霊
力
が
発
現
し
て
い
る
。
娘
が
蕪
を
見
つ
け
食
べ
る
時
も
、
こ
の
霊
力
が
失
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
娘
の
「
翫
ぶ
」
行
為
か
ら
読
み
取
り
た
い
。 

以
上
、
蕪
を
め
ぐ
る
三
つ
の
行
為
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
為
に
は
、
娘
が
口
に
し
た
蕪
が
「
人
の
世

の
も
の
」
か
ら
「
神
の
世
の
も
の
」
へ
と
な
っ
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
、
人
物
表
象
と
宿
世
の
表
象 

 
4

5 

西
村
亨
「
鳥
の
あ
そ
び
考
」『
藝
文
研
究
』 

三
十
一
号 

一
九
七
二
年
二
月 
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⒈ 

娘
の
表
象 

 

次
に
、
娘
の
人
物
表
象
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
当
該
説
話
の
結
末
で
、
男
は
娘
を
妻
に
す
る
。
こ
れ
ま
で

の
分
析
に
従
っ
て
男
に
聖
性
を
認
め
る
な
ら
、
当
該
説
話
に
は
、
神
と
人
と
の
結
婚
を
語
る
神
婚
譚
の
要
素

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
男
神
の
神
と
人
間
の
娘
の
結
婚
で
あ
る4

6

。
当
該
説
話

に
は
一
見
す
る
と
、
こ
の
娘
に
神
と
の
神
婚
を
行
う
巫
女
的
性
格
は
見
ら
れ
な
い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
娘
に
は
巫
女
的
性
格
よ
り
も
処
女
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
交
接
な
く
出
産
し
た
こ
と
が
強
く
印
象
づ

け
ら
れ
て
い
る4

7

。
そ
こ
で
、
娘
の
表
象
の
中
で
不
可
解
な
一
節
に
注
目
し
娘
の
巫
女
的
性
格
を
求
め
て
み

た
い
。
娘
が
現
れ
て
か
ら
、
出
産
す
る
ま
で
の
場
面
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。 

  
 

其
ノ
後
、
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
、
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ
テ
、

其
ノ
畠
野
ニ
行
テ
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有
テ
、

其
ヲ
、
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付
テ
、「
此

ニ
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
ナ
ド
云
テ
、
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削
テ

食
テ
ケ
リ
。
然
テ
、
皆
従
者
共
具
シ
テ
家
ニ
返
ヌ
。
其
ノ
後
、
此
ノ
女
子
、
何
ニ
ト
無
ク
悩
マ
シ
気
ニ

テ
、
物
ナ
ド
モ
不
食
デ
、
心
地
不
例
有
ケ
レ
バ
、
父
母
、「
何
ナ
ル
事
ゾ
」
ナ
ド
云
ヒ
騒
ぐ
程
ニ
、
月

来
ヲ
経
ル
ニ
、
早
ウ
懐
妊
シ
ケ
リ
。
父
母
糸
奇
異
シ
ク
思
テ
、「
何
ナ
ル
業
ヲ
シ
タ
リ
ケ
ル
ゾ
」
ト
責

メ
問
ケ
レ
バ
、
女
子
ノ
云
ク
、「
我
、
更
ニ
男
ノ
当
リ
ニ
寄
ル
事
無
シ
。
只
怪
キ
事
ハ
、
然
ノ
日
、
然

カ
有
シ
蕪
ヲ
見
付
テ
ナ
ン
食
ヒ
タ
リ
シ
。
其
ノ
日
ヨ
リ
心
地
違
ヒ
、
此
ク
成
タ
ル
ゾ
」
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、

父
母
、
不
心
得
事
ナ
レ
バ
、
此
レ
ヲ
何
ナ
ル
事
ト
モ
不
思
デ
、
尋
ネ
聞
ケ
レ
ド
モ
、
家
ノ
内
ノ
従
者
共

モ
、「
男
ノ
辺
ニ
寄
ル
事
モ
更
ニ
不
見
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
奇
異
ク
テ
月
来
ヲ
経
ル
程
ニ
、
月
既
ニ
満
テ
、

糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
ヲ
平
カ
ニ
産
ツ
。 

 

巫
女
的
性
格
の
に
つ
い
て
見
る
前
に
、
娘
の
処
女
性
に
つ
い
て
先
に
触
れ
て
お
く
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
娘
は
、「
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有
テ
」「
我
、
更
ニ
男
ノ
当
リ
ニ
寄

ル
事
無
シ
。」「
家
ノ
内
ノ
従
者
共
モ
、「
男
ノ
辺
ニ
寄
ル
事
モ
更
ニ
不
見
」
ト
云
ケ
レ
バ
」
と
繰
り
返
し
語

ら
れ
、
娘
に
男
女
の
交
わ
り
の
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付

テ
、「
此
ニ
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
の
娘
の
発
言
や
「
只
怪
キ
事
ハ
、
然
ノ
日
、
然
カ
有
シ

蕪
ヲ
見
付
テ
ナ
ン
食
ヒ
タ
リ
シ
。
其
ノ
日
ヨ
リ
心
地
違
ヒ
、
此
ク
成
タ
ル
ゾ
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
男
の
娶
い

だ
蕪
を
娘
が
偶
然
見
つ
け
た
こ
と
、
そ
の
蕪
を
食
べ
た
時
か
ら
気
分
が
優
れ
な
い
こ
と
を
訴
え
て
お
り
蕪

に
よ
る
懐
妊
が
暗
示
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
娘
の
両
親
は
「
父
母
、
不
心
得
事
ナ
レ
バ
、
此
レ
ヲ
何

ナ
ル
事
ト
モ
不
思
デ
」
と
娘
の
言
葉
を
聞
き
流
し
て
い
る
。
両
親
に
し
て
み
れ
ば
、
娘
の
出
産
は
「
不
心
得
」

 
4

6 

神
婚
譚
に
は
三
種
類
あ
る
。
神
同
士
の
結
婚
・
男
神
と
人
間
の
女
性
と
の
結
婚
・
女
神
と
人
間
の
男
性
と
の
結
婚
で
あ

る
。（
松
前
健 

「
神
人
の
交
流
」 

『
講
座 

日
本
の
古
代
信
仰
第
４
巻 

呪
禱
と
文
学
』 

学
生
社 

一
九
七
九
年
） 

4
7 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』
の
中
で
、
既
に
娘
の
処
女
性
の
強
調
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
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事
で
出
産
す
る
ま
で
「
奇
異
」
な
事
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
当
該
説
話
で
は
、
蕪
を
見
つ
け
る
前
か
ら
出
産
ま

で
一
貫
し
て
娘
の
処
女
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
巫
女
的
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
娘
の
表
象
を
考
え
る
と
き
、
気
に
な
る
一
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
娘

の
「
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
」
の
一
節
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
一
文
を
含
む
場
面
を
引
用
す

る
と
、 

  
 

其
ノ
後
、
其
ノ
畠
ノ
主
、
青
菜
ヲ
引
取
ラ
ム
ガ
為
ニ
、
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ
テ
、

其
ノ
畠
ニ
行
テ
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有
テ
、

其
ヲ
、
青
菜
ヲ
引
取
ル
程
ニ
、
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ
ル
蕪
ヲ
見
付
テ
、「
此

ニ
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
ナ
ド
云
テ
、
暫
ク
翫
ケ
ル
程
ニ
、
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削
テ

食
テ
ケ
リ
。 

  

娘
は
下
女
と
共
に
蕪
の
収
穫
の
た
め
に
畑
に
出
て
皺
干
た
蕪
を
見
つ
け
て
い
る
。「
下
女
共
数
具
シ
、
亦 

幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ
テ
」
と
多
く
の
女
が
畑
へ
と
で
て
い
る
中
、
娘
た
だ
一
人
が
垣
の
廻
に
行
き
遊
び
蕪 

を
見
つ
け
食
べ
て
い
る
。
収
穫
の
為
に
畑
へ
出
て
い
る
と
し
な
が
ら
「
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
」
娘
の
こ
の 

行
動
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
の
娘
に
つ
い
て
松
尾
拾
氏
は
、 

  
 

そ
の
畠
の
主
が
、
青
菜
を
収
穫
す
る
た
め
に
、「
下
女
共
数
具
シ
、
亦
幼
キ
女
子
共
ナ
ド
具
シ
テ
」
行

く
の
に
、「
年
十
四
五
許
ナ
ル
女
子
ノ
、
未
ダ
男
ニ
ハ
不
触
リ
ケ
ル
有
テ…

垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
」

と
言
う
か
ら
、
収
穫
の
作
業
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
女
子
が
畠
の
主
の
子
で
あ
る
か
ら
と
考

え
れ
ば
、
説
明
が
つ
く
け
れ
ど
も
、
総
出
の
作
業
に
一
人
だ
け
加
わ
ら
な
い
こ
と
に
は
、
何
か
理
由
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
下
女
を
数
使
う
、
裕
福
ら
し
い
畠
の
主
の
女
子
が
、
十
四
五
に
な
っ

て
も
、
ま
だ
嫁
が
ず
に
、
畠
の
垣
の
回
り
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。
そ
の
女
子
が

「
此
ニ
穴
ヲ
彫
タ
ル
蕪
ノ
有
ゾ
。
此
ハ
何
ゾ
」
と
疑
い
な
が
ら
、「
皺
干
タ
リ
ケ
ル
」
所
を
「
掻
削
テ

食
テ
ケ
リ
」
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
さ
ら
に
不
審
で
あ
る
。
今
日
の
常
識
で
言
え
ば
、
精
神
薄
弱
者
的

風
貌
で
あ
る
。 

 

と
、
娘
に
関
わ
る
不
審
な
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る4

8

。
本
稿
で
は
、
こ
の
不
可
解
な
娘
の
行
動
を
そ

の
ま
ま
読
み
取
る
こ
と
を
せ
ず
そ
の
背
景
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
「
遊
ぶ
」
は
本
来
ど
の
よ
う
な
意

味
を
も
つ
言
葉
で
あ
る
か
探
っ
て
み
る
。
折
口
信
夫
の
見
解
を
引
用
す
る
形
で
は
あ
る
が
、
高
橋
六
二
氏
の

言
葉
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。4

9

以
下
、
引
用
す
る
。 

 

折
口
信
夫
は
、「
遊
び
は
、
日
本
の
古
語
で
は
、
鎮
魂
の
動
作
な
の
で
す
。
楽
器
を
鳴
ら
す
こ
と
、
舞

 

4
8 

松
尾
拾 

『
今
昔
物
語
集
読
解
４ 

巻
二
十
六
、
二
十
七
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
七
年 

4
9 

高
橋
六
二 

「
遊
び
の
こ
と
ば
」『
こ
と
ば
の
神
話
学
』 

勉
誠
社 

一
九
九
四
年 
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踏
す
る
こ
と
、
ま
た
は
野
獣
狩
り
を
す
る
こ
と
、
鳥
・
魚
を
獲
る
こ
と
を
も
、
あ
そ
び
と
言
う
語
で
表

し
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
は
鎮
魂
の
目
的
で
あ
る
か
ら
で
す
。」
と
説
く
。（
中
略
）
ま
た
、「
遊
び
」
は

「
日
常
的
な
生
活
か
ら
別
の
世
界
に
新
進
を
解
放
し
、
そ
の
中
で
熱
中
も
し
く
は
陶
酔
す
る
こ
と
。
宗

教
的
な
諸
行
事
・
狩
猟
・
酒
宴
・
音
楽
・
遊
楽
な
ど
に
つ
い
て
、
広
範
囲
に
用
い
る
」
と
い
う
説
明
も

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。
特
に
日
常
的
な
生
活
と
別
の
世
界
と
の
関
係
で
説
い
た
点
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。
つ
ま
り
ア
ソ
ブ
は
日
常
世
界
と
は
異
な
る
非
日
常
的
空
間
あ
る
い
は
時
間
、
い
わ
ば
異
界
に

歩
入
す
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

と
、
遊
び
を
日
常
世
界
と
切
り
離
し
た
世
界
で
捉
え
る
視
点
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
西
村
亨
氏5

0

は
、「
遊

ぶ
」
に
つ
い
て
「
人
間
が
宗
教
的
な
状
況
に
お
い
て
精
神
が
昂
揚
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
夢
遊
の
状
態
に
は
い

る
。
そ
れ
が
「
あ
そ
ぶ
」
の
原
義
で
あ
り
、
用
語
例
を
拡
張
し
て
広
く
鎮
魂
の
た
め
の
所
作
を
行
う
こ
と
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
古
橋
氏
も
「
古
代
で
は
遊

び
が
神
事
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
し
、
古
代
天
皇
の
葬
儀
に
関
わ
る
役
割
を
担
っ

た
遊
部
に
つ
い
て
、
舞
や
音
楽
で
鎮
魂
（
タ
マ
フ
リ
）
を
し
た
の
が
喪
葬
に
お
け
る
遊
び
の
真
意
だ
っ
た
と

し
、「
遊
び
と
は
魂
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
の
神
事
で
あ
っ
た
」
と
い
う5

1

。
こ
の
よ
う
に
「
遊
び
」
を
、

日
常
世
界
と
は
異
な
る
異
界
と
関
わ
る
行
為
と
よ
む
と
、「
垣
ノ
廻
ヲ
行
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
彼
ノ
男
ノ
投
入
タ

ル
蕪
ヲ
見
付
テ
」
は
、
異
界
と
の
境
界
で
あ
る
垣
で
「
異
界
へ
歩
入
」
す
る
娘
の
姿
を
、
そ
し
て
そ
こ
で
「
神

の
世
の
も
の
」
と
な
っ
た
蕪
を
見
つ
け
る
娘
の
姿
が
み
え
て
く
る
。 

一
見
す
る
と
不
可
解
で
し
か
な
い
娘
の
行
動
か
ら
微
か
に
残
る
巫
女
的
要
素
を
読
み
取
り
た
い
。
ま
た
、

畑
の
中
に
い
る
多
く
の
下
女
と
幼
い
女
子
の
中
で
こ
の
娘
が
た
だ
一
人
蕪
を
見
つ
け
食
べ
て
い
る
こ
と
も

神
に
選
ば
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
微
か
な
名
残
と
よ
ん
で
み
た
い
。 

最
後
に
、
娘
の
見
つ
け
た
蕪
が
雛
干
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
娘
が
蕪
を
見
つ
け
た
時
、
蕪
は
雛

干
た
状
態
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
青
々
と
生
え
る
青
菜
と
皺
干
た
根
の
対

比
的
描
写
だ
け
で
は
な
く
、
物
語
の
合
理
性
を
求
め
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
話
は
、
蕪
を
食
べ
て

懐
妊
出
産
す
る
異
常
出
生
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
た
が
、
本
話
の
話
末
評
に
も 

 

然
レ
バ
、
男
女
不
娶
ト
云
ヘ
ド
モ
、
身
ノ
内
ニ
婬
入
ヌ
レ
バ
此
ナ
ム
子
ヲ
生
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ

タ
ル
ト
ヤ
。 

  

と
、
娘
が
蕪
を
食
べ
た
こ
と
で
懐
妊
し
た
と
語
ら
れ
る
。
娘
は
蕪
を
食
べ
る
時
「
皺
干
タ
リ
ケ
ル
ヲ
掻
削 

テ
食
テ
ケ
リ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
蕪
の
表
面
が
皺
干
て
い
た
か
ら
そ
の
部
分
を
削
っ
て
食
べ
た
の 

だ
と
理
解
で
き
る
。
話
の
冒
頭
で
男
は
、「
蕪
ノ
根
ノ
大
ナ
ル
ヲ
一
ツ
引
テ
取
テ
、
其
ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ 

娶
テ
婬
ヲ
成
シ
」
た
の
で
、
男
の
霊
力
が
込
も
っ
た
部
分
は
蕪
に
彫
ら
れ
た
穴
の
中
で
あ
り
娘
が
大
き
な
蕪 

 
5

0 

西
村
亨 

「
鳥
の
あ
そ
び
考
」『
藝
文
研
究
』 

三
十
一
号 

一
九
七
二
年
二
月 

5
1 

古
橋
信
孝 

『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』
河
出
書
房
新
社 

一
九
八
九
年 
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の
表
面
を
食
べ
る
だ
け
で
は
懐
妊
へ
の
合
理
性
が
得
ら
れ
な
い
。
娘
が
見
つ
け
た
と
き
蕪
が
雛
干
て
い
た

の
は
男
の
婬
液
を
娘
が
直
接
口
に
す
る
た
め
の
合
理
的
説
明
を
図
ろ
う
と
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

 
⒉ 
母
の
表
象 

次
に
、
母
の
人
物
表
象
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考
え
た
い
。
当
該
説
話
の
母
は
、
男
と
男
子
の
対
面
へ

と
導
く
役
割
を
果
た
す
が
、
そ
の
役
割
と
は
男
に
声
を
か
け
垣
内
へ
と
引
き
込
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
行
為
か
ら
母
の
巫
女
的
性
格
を
考
え
た
い
。
以
下
、
男
と
母
が
出
会
う
場
面
か
ら
引
用
す
る
。 

 

其
ノ
後
、
云
甲
斐
無
キ
事
ナ
レ
バ
、
父
母
此
ヲ
養
テ
過
ル
程
ニ
、
彼
下
シ
男
、
国
ニ
年
来
有
上
ケ
ル

ニ
、
人
数
具
シ
テ
返
ル
ト
テ
、
其
ノ
畠
ノ
所
ヲ
過
ケ
ル
ニ
、
此
ノ
女
子
ノ
父
母
、
亦
有
シ
様
ニ
、
十

月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
此
ノ
畠
ノ
青
菜
引
取
ラ
ム
ト
、
従
者
共
具
シ
テ
畠
ニ
有
ケ
ル
程
ニ
、
此
ノ
男
、

其
垣
辺
ヲ
過
グ
ト
テ
、
人
ト
物
語
シ
ケ
ル
ニ
、
糸
ヤ
カ
ニ
云
ケ
ル
様
、「
哀
レ
、
一
ト
セ
国
ニ
下
シ

時
、
此
ヲ
過
シ
、
術
無
ク
開
ノ
欲
ク
テ
難
堪
カ
リ
シ
カ
バ
、
此
ノ
垣
ノ
内
ニ
入
テ
、
大
キ
ナ
リ
シ
蕪

一
ツ
ヲ
取
テ
穴
ヲ
彫
テ
、
其
レ
ヲ
娶
テ
コ
ソ
、
本
意
ヲ
遂
テ
垣
内
ニ
投
入
テ
シ
カ
」
ト
云
ケ
ル
ヲ
、

此
ノ
母
、
垣
内
ニ
シ
テ
慥
ニ
聞
テ
、
娘
ノ
云
事
ヲ
思
ヒ
出
テ
、
怪
ク
思
ケ
レ
バ
、
垣
ノ
内
ヨ
リ
出
テ
、

「
何
ニ
、
何
ニ
」
ト
問
フ
ニ
、
男
ハ
、「
蕪
盗
タ
リ
」
ト
テ
、
云
ヲ
咎
メ
テ
云
ナ
リ
ト
テ
、「
戯
言
ニ

侍
リ
」
ト
テ
只
逃
ニ
逃
ル
ヲ
、
母
、「
極
テ 

 
 

 
 

 
 

事
共
ノ
有
レ
バ
、
必
ズ
承
ラ
ム
ト
思
フ
事

ノ
侍
ル
也
。
我
ガ
君
宣
ヘ
」
ト
、
泣
ク
許
ニ
云
ヘ
バ
、
男
、
様
有
事
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
テ
、「
隠
シ

可
申
事
ニ
モ
不
侍
ラ
。
亦
、
自
ラ
ガ
為
ニ
モ
重
キ
犯
シ
ニ
モ
不
侍
ゾ
。
只
、
凡
夫
ノ
身
ニ
侍
レ
バ
、

然
〻
ノ
侍
シ
ゾ
。
我
ト
物
語
ノ
次
ニ
申
ツ
ル
也
」
ト
云
ニ
、
母
、
此
レ
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
〻

男
ヲ
引
ヘ
テ
家
ニ
将
行
ケ
バ
、
男
、
心
ハ
不
得
ド
モ
、
強
ニ
云
ヘ
バ
、
家
ニ
行
ヌ
。 

其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ
見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云

テ
、
子
ヲ
将
出
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
男
ニ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
。
其
時
ニ
、
男
モ
哀
ニ
思
テ
、「
然

ハ
、
此
ル
宿
世
モ
有
リ
ケ
リ
。
此
ハ
何
ガ
シ
可
侍
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、「
今
ハ
、
只
何
カ
ニ
モ

其
ノ
御
心
也
」
ト
、 

児
ノ
母
ヲ
呼
出
テ
見
ス
レ
バ
、
下
衆
乍
モ
糸
浄
気
也
。
女
ノ
年
二
十
許
ナ
ル
也
。
児
モ
五
六
歳
許
ニ

テ
、
糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
也
。
此
ヲ
見
テ
思
フ
様
、「
我
レ
、
京
ニ
返
上
テ
有
ン
ニ
、
指
ル
父
母
・

類
親
モ
可
憑
キ
モ
無
シ
。
只
、
此
許
宿
世
有
ル
事
也
。
只
、
此
レ
ヲ
妻
ニ
此
ニ
留
ナ
ム
」
ト
深
ク
思

ヒ
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
ノ
女
ヲ
妻
ト
シ
テ
、
其
ナ
ム
住
ケ
ル
。
此
レ
希
有
ノ
事
也
。
然
レ
バ
、
男
女
不

娶
ト
云
ヘ
ド
モ
、
身
ノ
内
ニ
婬
入
ヌ
レ
バ
此
ナ
ム
子
ヲ
生
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

  

傍
線
部
か
ら
、
母
の
行
動
を
素
直
に
読
め
ば
、
夫
を
持
た
な
い
娘
や
父
無
し
子
の
孫
へ
の
思
い
か
ら
垣
の

外
へ
と
出
て
い
っ
た
と
読
め
る
。
そ
し
て
母
が
泣
く
理
由
も
娘
の
夫
（
ま
た
は
、
子
の
父
）
の
可
能
性
の
高

い
存
在
に
出
会
え
た
感
動
か
ら
感
極
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
垣
の
越
境
性
や
男
の
聖

性
を
踏
ま
え
る
と
家
族
を
思
う
母
の
姿
と
は
異
な
る
側
面―

神
と
直
接
関
わ
る
巫
女
的
性
格―

が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
巫
女
な
る
一
面
に
つ
い
て
母
の
「
聞
く
」
行
為
と
「
泣
く
」
行
為
の
二
点
か
ら
見
て
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い
き
た
い
。 

ま
ず
、「
聞
く
」
行
為
に
つ
い
て
、
引
用
部
分
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
母
は
垣
の
外
か
ら
男
の
声
を
聞
い

て
い
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
母
が
男
の
声
を
聞
く
場
面
で
は
、 

 

此
ノ
女
子
ノ
父
母
、
亦
有
シ
様
ニ
、
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
此
ノ
畠
ノ
青
菜
引
取
ラ
ム
ト
、
従
者
共

具
シ
テ
畠
ニ
有
ケ
ル
程
ニ 

 

と
、
母
の
他
に
も
畑
に
出
て
収
穫
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
者
が
い
る
。
と
す
れ
ば
、
母
だ
け
が
垣
内
か
ら

男
の
声
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
男
の
声
を
た
だ
一
人
聞
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
母
の
も
つ
力
を
考
え
て

み
る
。
聞
く
行
為
を
考
え
る
こ
と
は
聞
く
た
め
の
〈
耳
〉
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
。
村

山
道
宣
氏
に
よ
る
と5

2

、
耳
は
「
異
界
か
ら
の
声
や
音
が
依
り
憑
く
『
呪
器
』
で
あ
り
、
神
々
と
の
交
流
を

可
能
に
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
古
橋
氏5

3

も
耳
に
つ
い
て
「〈
聞
く
〉
の
は
耳
で
だ
か
ら
、

耳
も
呪
力
を
も
つ
も
の
と
な
る
。
耳
は
御
霊
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
霊
そ
の
も
の
、
霊
の
宿
る
所
で
あ
る
。（
中

略
）
始
原
的
に
は
〈
聞
く
〉
と
は
神
意
、
霊
威
を
耳
で
感
じ
、
判
断
す
る
こ
と
だ
っ
た
。」
と
す
る
。
母
は

「
聞
く
」
呪
力
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
垣
の
外
の
声
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
垣
の
外
は
異
界
か
ら
の

声
で
あ
る
。
母
は
異
界
か
ら
の
声
を
た
だ
一
人
聞
き
取
る
こ
と
が
可
能
な
存
在
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
、「
泣
く
」
行
為
に
つ
い
て
考
え
る
。 

山
田
永
氏
の
見
解
は5

4

、「
泣
く
」
行
為
を
考
え
る
上
で
の
助
け
と
な
る
。
氏
は
「
泣
く
」
と
い
う
行
為
は
、

自
分
を
助
け
て
く
れ
る
神
と
い
っ
た
異
界
の
存
在
を
呼
ぶ
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。『
古
事
記
』
の
海

幸
山
幸
神
話
を
例
に
挙
げ
、「
泣
く
」
行
為
に
は
泣
く
本
人
と
泣
く
相
手
、
泣
く
相
手
に
よ
る
補
充
の
関
係

が
み
え
る
と
い
う
。
ホ
ヲ
リ
は
兄
か
ら
借
り
た
鉤
を
な
く
し
許
し
て
も
ら
え
ず
途
方
に
暮
れ
泣
い
て
い
る
。

そ
こ
に
、
塩
椎
神
が
現
れ
る
場
面
を
挙
げ
て
、 

 

泣
い
て
い
る
と
な
ぜ
泣
く
の
か
と
問
う
「
相
手
」
が
現
れ
、
泣
く
こ
と
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
泣

い
て
い
る
本
人
の
欲
求
を
充
た
し
て
や
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
の
用
例
は
ほ
か
に
も
多

い
。
た
と
え
ば
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
中
に
置
き
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
が
泣
い
て
い
る
と
、
そ
の

声
を
き
い
て
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
何
為
れ
ぞ
如
此
哭
く
」
と
や
っ
て
来
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
泣
か
せ
て

い
る
原
因
を
退
治
し
て
く
れ
る
（
神
代
紀
第
八
段
正
文
）。
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
が
死
ん
だ
時
に
シ
タ
デ

ル
ヒ
メ
が
泣
く
と
、
天
か
ら
彼
の
父
や
妻
子
が
降
り
て
く
る
（
古
事
記
上
巻
） 

 

山
田
氏
は
、
こ
れ
ら
の
場
面
か
ら
「
泣
く
」
行
為
に
は
、
泣
く
本
人
と
泣
く
「
相
手
」、
そ
し
て
泣
く
相

手
に
よ
る
欠
如
の
補
充
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ホ
ヲ
リ
（
泣
く
本
人
）
は
、
兄
と
の
諍
い
を

 
5

2 

村
山
道
宣 

「
耳
の
イ
メ
ー
ジ
論
」『
口
頭
伝
承
の
比
較
研
究
２
』 

弘
文
堂 

一
九
八
五
年 

5
3 

古
橋
信
孝 

『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』
河
出
書
房
新
社 

一
九
八
九
年 

5
4 

山
田
永 

『
古
事
記
ス
サ
ノ
ヲ
の
研
究
』 

新
典
社 

二
〇
〇
一
年 
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塩
椎
神
（
泣
く
「
相
手
」
）
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
の
泣
く
理
由
も
、

ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
退
治
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
。
氏
は
、「
泣
く
こ
と
は
、
そ
の
本
人
に
欠
如
が
あ
る
時
に

な
す
行
為
で
あ
る
。
泣
く
の
に
は
、「
相
手
」
が
必
要
で
、
そ
の
「
相
手
」
こ
そ
欠
如
の
補
充
を
し
て
く
れ

る
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
泣
く
こ
と
は
相
手
を
呼
ぶ
表
現
手
段
で
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
氏
の
見

解
を
本
話
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
神
が
現
れ
る
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
母
と
男
に

は
欠
如
と
補
充
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
母
に
と
っ
て
の
欠
如
と
は
、
娘
の
夫
の
不
在
・
子
（
母
に
と
っ
て
の

孫
）
の
父
の
不
在
で
あ
り
、
欠
如
の
補
充
と
は
、
娘
の
夫
（
ま
た
は
子
の
父
と
い
っ
て
も
よ
い
）
が
現
れ
る

こ
と
で
あ
る
。 

以
下
、
本
文
に
即
し
て
母
の
泣
く
行
為
を
み
て
み
る
。
ま
ず
垣
か
ら
出
て
き
た
母
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
男

は
、
母
の
泣
い
て
い
る
姿
を
み
て
「
様
有
事
ニ
ヤ
有
ル
ラ
ム
ト
思
テ
」
と
真
実
を
話
す
気
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
男
の
話
を
聞
い
た
母
は
「
此
レ
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
〻
男
ヲ
引
ヘ
テ
家
ニ
将
行
」
き
、
男
を
垣

内
へ
と
引
き
込
ん
で
い
く
。
当
初
、
母
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
男
は
、「
只
逃
ニ
逃
ル
」
姿
勢
を
み
せ
て
い
た

が
、
母
の
泣
く
姿
を
見
て
真
実
を
話
す
気
に
な
り
父
子
の
対
面
が
果
た
さ
れ
る
。
男
の
垣
の
外
か
ら
垣
内
へ

の
越
境
は
、
母
の
泣
く
行
為
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
母
の
泣
く
行
為
は
、
男
の

垣
の
越
境
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

垣
を
異
界
と
の
境
界
と
み
れ
ば
、
垣
へ
と
男
を
引
き
込
む
行
為
は
神
を
こ
の
世
へ
と
招
く
行
為
と
も
換

言
で
き
る
。
保
坂
達
夫
氏
に
よ
る
と5

5

、
古
代
の
「
な
く
」
は
、
神
霊
や
死
霊
の
招
ぎ
降
ろ
し
や
呼
び
迎
え

の
た
め
の
呪
術
的
行
動
と
深
い
因
縁
を
も
つ
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
垣
の
境
界
性
と
「
な

く
」
行
為
か
ら
母
の
表
象
を
考
え
る
時
、
決
し
て
娘
を
思
う
母
の
姿
だ
け
で
は
な
い
一
面
が
見
え
て
く
る
。

垣
の
外
に
い
る
男
を
垣
内
へ
と
引
き
込
む
行
為
に
、
母
の
巫
女
的
要
素
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
れ
ま
で
娘
と
母
の
表
象
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
二
人
の
表
象
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
娘
が
蕪
を
見
つ
け
食
べ
る
こ
と
も
母
が
男
の
声
を
聞
き
取
る
こ
と
も
多
数
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

娘
と
母
の
一
人
だ
け
に
与
え
ら
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
。
以
上
か
ら
整
理
す
る
と
、
多
数
の
中
で
唯
一
の
存

在
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
巫
女
的
性
格
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
娘
は
男
の
妻
と
な
り
男
と
の
間
に
男
児
を

出
産
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
男
は
娘
と
子
と
と
も
に
土
地
に
留
ま
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
も
つ
こ
と

か
ら
本
話
は
神
（
男
）
と
娘
の
結
婚
を
語
る
神
婚
譚
の
要
素
を
備
え
た
村
落
共
同
体
の
起
源
神
話
を
背
景
に

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
娘
と
男
の
間
に
生
ま
れ
た
男
児
を
始
祖
と
す
る
一
族
の
始
祖
神
話
と
も
思
わ

れ
、
娘
と
母
の
一
族
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、『
今
昔
』
で
は
男
が
土
地
を
通
る
こ
と
と
婬
欲
が
起
き
た
こ
と
の
直
接
の
因
果
関
係
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
村
落
共
同
体
の
起
源
譚
で
あ
る
と
す
る
見
方
を
用
い
れ
ば
、
男
の
婬
欲
が
起
き
た
こ
と
は

そ
の
土
地
を
称
え
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
の
引
用
に
な
る
が
、
男
は
冒
頭
で
、 

  
 

 

今
昔
、
京
ヨ
リ
東
ノ
方
ニ
下
ル
者
有
ケ
リ
。
何
レ
ノ
国
、
郡
ト
ハ
不
知
デ
、
一
ノ
郷
ヲ
通
ケ
ル
程
ニ
、

俄
ニ
婬
欲
盛
ニ
発
テ
、
女
ノ
事
ノ
物
ニ
狂
ガ
如
ニ
思
ケ
レ
バ
、
心
ヲ
難
静
メ
ク
テ
思
ヒ
繚
ケ
ル
程
ニ
、

 
5

5 

保
坂
達
夫 

『
神
と
巫
女
の
古
代
伝
承
論
』 

岩
田
書
院 

二
〇
〇
三
年 
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大
路
辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
青
菜
ト
云
物
、
糸
高
ク
盛
ニ
生
滋
タ
リ
。
十
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
、
蕪

ノ
根
大
キ
ニ
シ
テ
有
ケ
リ
。
此
ノ
男
、
忽
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
辺
ニ
有
ケ
ル
垣
ノ
内
ニ
、
蕪
ノ
根
ノ
大

ナ
ル
ヲ
一
ツ
引
テ
取
テ
、
其
ヲ
彫
テ
、
其
ノ
穴
ヲ
娶
テ
婬
ヲ
成
シ
テ
ケ
リ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
郷
を
通
っ
た
時
に
婬
欲
が
起
き
て
い
る
。
青
菜
が
「
糸
高
ク
盛
ニ
生
滋
」
る
ほ
ど
の
強
い
生
命
力
を

持
つ
土
地
だ
か
ら
こ
そ
男
も
そ
の
土
地
の
力
に
感
応
し
婬
欲
が
起
き
て
い
る
。
男
が
垣
に
あ
ら
わ
れ
る
時

期
は
決
ま
っ
て
こ
の
収
穫
の
時
期
で
あ
る
。
婬
欲
と
土
地
の
生
命
力
と
の
微
か
な
連
動
に
は
、
神
が
そ
の
地

を
選
ん
だ
と
語
る
起
源
譚
へ
と
細
く
連
な
っ
て
い
る
と
よ
み
た
い
。 

最
後
に
、
母
の
先
導
者
的
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
。
先
導
者
と
は
、
男
に
宿
世
を
感
じ
さ
せ
る
先
導
の
役

割
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
男
が
宿
世
を
感
じ
る
場
面
か
ら
み
て
い
き
た
い
。 

 

其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ
見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云

テ
、
子
ヲ
将
出
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
男
ニ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
。
其
時
ニ
、
男
モ
哀
ニ
思
テ
、「
然

ハ
、
此
ル
宿
世
モ
有
リ
ケ
リ
。
此
ハ
何
ガ
シ
可
侍
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、「
今
ハ
、
只
何
カ
ニ
モ

其
ノ
御
心
也
」
ト
、 

 

 

と
、
男
に
似
た
子
を
見
た
と
き
「
男
モ
哀
ニ
思
」
い
、
男
は
宿
世
を
感
じ
て
い
る
。
こ
の
時
「
男
哀
ニ
思
」

う
の
で
は
な
く
「
男
モ
哀
ニ
思
」
っ
て
い
る
。
こ
の
「
モ
」
か
ら
は
、
男
の
他
に
宿
世
を
感
じ
て
い
る
存
在

が
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
そ
の
存
在
と
は
、
男
に
よ
く
似
た
男
子
を
会
わ
せ
た
母
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
母
が
宿
世
を
感
じ
た
こ
と
は
直
接
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
男
と
同
様
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の

「
モ
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
な
ら
母
も
宿
世
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
母

は
い
つ
宿
世
を
感
じ
た
の
か
、
右
の
引
用
の
直
前
か
ら
み
て
み
る
と
、 

 

男
、
様
有
事
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
思
テ
、「
隠
シ
可
申
事
ニ
モ
不
侍
ラ
。
亦
、
自
ラ
ガ
為
ニ
モ
重
キ
犯
シ

ニ
モ
不
侍
ゾ
。
只
、
凡
夫
ノ
身
ニ
侍
レ
バ
、
然
〻
ノ
侍
シ
ゾ
。
我
ト
物
語
ノ
次
ニ
申
ツ
ル
也
」
ト
云

ニ
、
母
、
此
レ
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
〻
男
ヲ
引
ヘ
テ
家
ニ
将
行
ケ
バ
、
男
、
心
ハ
不
得
ド
モ
、

強
ニ
云
ヘ
バ
、
家
ニ
行
ヌ
。
其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ

見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云
テ
、 

 

こ
の
母
の
行
動
は
男
が
子
の
親
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
本
文
で
は
「
凡
夫

ノ
身
ニ
侍
レ
バ
、
然
〻
ノ
侍
シ
ゾ
。」
と
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
な
い
も
の
の
母
は
男
の
行
為
を
聞
い
た
と
き

男
と
子
の
並
々
な
ら
ぬ
因
縁
を
悟
り
、
男
を
家
に
引
き
連
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
男
は
自
身
に
よ
く
似
た
子

と
対
面
す
る
が
、
こ
の
男
子
が
男
に
「
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
」
て
い
る
こ
と
は
前
話
の
第
一
話
と
同
様
で
、

第
一
話
で
は
、 

 

宿
人
ノ
云
、「
其
ノ
事
ニ
侍
リ
。
此
ク
宣
フ
時
ニ
思
出
侍
ル
也
」
ト
テ
、
鷲
ニ
子
ヲ
被
取
シ
事
ヲ
語
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テ
、
「
此
レ
ハ
我
ガ
子
ニ
コ
ソ
侍
ナ
レ
」
ト
云
ニ
、
家
主
、
糸
奇
異
ク
テ
、
女
子
ヲ
見
合
ス
ル
ニ
、

此
ノ
女
子
、
此
ノ
宿
人
ニ
形
チ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
ケ
ル
。
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ
ト
信

ジ
テ
、
哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。 

 

 

と
、
は
じ
め
に
宿
人
（
実
父
）
が
父
子
関
係
を
悟
っ
て
養
父
に
伝
え
る
と
、
容
姿
が
似
て
い
る
こ
と
で
こ

れ
を
信
じ
家
主
（
養
父
）
が
哀
れ
を
感
じ
て
い
る
。
当
該
説
話
で
も
こ
の
流
れ
は
同
じ
で
、
先
に
母
が
悟
り

男
を
家
へ
と
連
れ
て
い
き
男
と
子
を
引
き
合
わ
せ
る
。
男
子
と
容
姿
が
似
て
い
る
こ
と
で
「
男
モ
哀
ニ
思
」

っ
て
い
る
。
母
は
男
よ
り
も
早
く
父
子
関
係
を
悟
っ
て
子
を
引
き
合
わ
せ
、
男
に
宿
世
を
感
じ
さ
せ
る
先
導

者
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
該
説
話
も
第
一
話
と
同
様
に
、
異
な
る
立
場
の
男
と
母
が
と
も
に
宿
世
を

感
じ
る
と
い
う
男
の
主
観
的
解
釈
を
超
え
た
物
語
に
な
っ
て
い
る
。 

 

⒊ 

男
の
宿
世 

 

最
後
に
本
話
の
宿
世
観
に
つ
い
て
考
え
る
。
取
り
上
げ
る
場
面
は
、
母
が
男
に
声
を
か
け
て
か
ら
子
と
の

対
面
を
果
た
す
場
面
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
は
じ
め
男
の
声
を
聞
い
た
母
の
視
点
で
語
ら
れ
て
い

る
が
、
母
が
男
に
声
を
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
語
り
の
視
点
が
男
へ
と
う
つ
る
。
男
の
視
点
へ
う
つ
る
こ
と
で

男
の
心
情
の
変
化
が
記
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
心
情
の
変
化
に
注
目
し
『
今
昔
』
の
宿
世
観
を
考
え
る
。
以
下
、

母
が
男
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
引
用
す
る
。 

 

此
ノ
男
、
其
垣
辺
を
過
グ
ト
テ
、
人
ト
物
語
シ
ケ
ル
ニ
、
糸
高
ヤ
カ
ニ
云
ケ
ル
様
、「
哀
レ
、
一
ト

セ
国
ニ
下
シ
時
、
此
ヲ
過
シ
、
術
無
ク
開
ノ
欲
ク
テ
難
堪
カ
リ
シ
カ
バ
、
此
ノ
垣
ノ
内
ニ
入
テ
、
大

キ
ナ
リ
シ
蕪
一
ツ
ヲ
取
テ
穴
ヲ
彫
テ
、
其
レ
ヲ
娶
テ
コ
ソ
、
本
意
ヲ
遂
テ
垣
内
ニ
投
入
テ
シ
カ
」
ト

云
ケ
ル
ヲ
、
此
ノ
母
、
垣
内
ニ
シ
テ
慥
ニ
聞
テ
、
娘
ノ
云
事
ヲ
思
ヒ
出
テ
、
怪
ク
思
ケ
レ
バ
、
垣
ノ

内
ヨ
リ
出
テ
、「
何
ニ
、
何
ニ
」
ト
問
フ
ニ
、
男
ハ
、「
蕪
盗
タ
リ
」
ト
テ
、
云
ヲ
咎
メ
テ
云
ナ
リ
ト

テ
、「
戯
言
ニ
侍
リ
」
ト
テ
只
逃
ニ
逃
ル
ヲ
、
母
、「
極
テ 

 
 

 
 

 
 

 

事
共
ノ
有
レ
バ
、
必

ズ
承
ラ
ム
ト
思
フ
事
ノ
侍
ル
也
。
我
ガ
君
宣
ヘ
」
ト
、
泣
ク
許
ニ
云
ヘ
バ
、
男
、
様
有
事
ニ
ヤ
有
ラ

ム
ト
思
テ
、「
隠
シ
可
申
事
ニ
モ
不
侍
ラ
。
亦
、
自
ラ
ガ
為
ニ
モ
重
キ
犯
シ
ニ
モ
不
侍
ゾ
。
只
、
凡

夫
ノ
身
ニ
侍
レ
バ
、
然
〻
ノ
侍
シ
ゾ
。
我
ト
物
語
ノ
次
ニ
申
ツ
ル
也
」
ト
云
ニ
、
母
、
此
レ
ヲ
聞
テ

涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
〻
男
ヲ
引
ヘ
テ
家
ニ
将
行
ケ
バ
、
男
、
心
ハ
不
得
ド
モ
、
強
ニ
云
ヘ
バ
、
家
ニ
行

ヌ
。 

其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ
見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云

テ
、
子
ヲ
将
出
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
男
ニ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
。
其
時
ニ
、
男
モ
哀
ニ
思
テ
、「
然

ハ
、
此
ル
宿
世
モ
有
リ
ケ
リ
。
此
ハ
何
ガ
シ
可
侍
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、「
今
ハ
、
只
何
カ
ニ
モ

其
ノ
御
心
也
」
ト
、
児
ノ
母
ヲ
呼
出
テ
見
ス
レ
バ
、
下
衆
乍
モ
糸
浄
気
也
。
女
ノ
年
二
十
許
ナ
ル
也
。

児
モ
五
六
歳
許
ニ
テ
、
糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
也
。
此
ヲ
見
テ
思
フ
様
、「
我
レ
、
京
ニ
返
上
テ
有
ン

ニ
、
指
ル
父
母
・
類
親
モ
可
憑
キ
モ
無
シ
。
只
、
此
許
宿
世
有
ル
事
也
。
只
、
此
レ
ヲ
妻
ニ
テ
此
ニ

留
ナ
ム
」
ト
深
ク
思
ヒ
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
ノ
女
ヲ
妻
ト
シ
テ
、
其
ナ
ム
住
ケ
ル
。
此
レ
希
有
ノ
事
也
。
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然
レ
バ
、
男
女
不
娶
ト
云
ヘ
ド
モ
、
身
ノ
内
ニ
婬
入
ヌ
レ
バ
此
ナ
ム
子
ヲ
生
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ

タ
ル
ト
ヤ
。 

 

は
じ
め
男
は
、
母
の
問
い
を
受
け
傍
線
部
の
よ
う
に
「
戯
言
ニ
侍
リ
」
と
伝
え
そ
の
場
を
や
り
過
ご
そ
う

と
す
る
が
、
母
の
猛
追
と
そ
の
様
子
を
受
け
波
線
部
の
よ
う
に
思
う
。
男
は
、
軽
薄
な
自
身
の
発
言
（「
術

無
ク
開
ノ
欲
ク
テ
難
堪
カ
リ
シ
カ
バ
、
此
ノ
垣
ノ
内
ニ
入
テ
、
大
キ
ナ
リ
シ
蕪
一
ツ
ヲ
取
テ
穴
ヲ
彫
テ
、
其

レ
ヲ
娶
テ
コ
ソ
、
本
意
ヲ
遂
テ
垣
内
ニ
投
入
テ
シ
カ
」）
と
母
の
涙
が
結
び
つ
か
な
い
ま
ま
真
実
を
話
し
は

じ
め
る
が
、
男
の
様
子
か
ら
は
動
揺
が
窺
え
る
。
男
は
、
蕪
を
盗
ん
だ
事
実
に
気
後
れ
し
て
い
る
た
め
か
、

或
い
は
過
去
の
行
為
の
気
恥
ず
か
し
さ
を
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
た
め
か
自
ら
を
「
凡
夫
の
身
」
と
言
っ
て
行

為
の
正
当
化
を
図
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
「
糸
高
ヤ
カ
ニ
」
過
去
の
行
為
を
話

し
た
直
後
思
い
が
け
な
い
母
か
ら
の
猛
追
を
受
け
何
と
か
虚
勢
を
張
っ
て
対
応
す
る
男
の
姿
が
み
え
る
。 

 

母
に
声
を
か
け
ら
れ
た
男
の
心
理
は
刻
々
と
変
化
し
つ
つ
も
、
「
心
不
得
」
の
ま
ま
男
は
家
へ
と
向
か
っ

て
い
る
。
我
が
子
と
対
面
す
る
ま
で
が
男
の
視
点
で
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
過
去
の
自
ら
の
行
為
と
現
在

の
母
の
涙
を
因
果
関
係
で
結
べ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
男
の
放
っ
た
軽
薄
な
言
葉
と
母
の
涙
の
間

に
あ
る
大
き
な
隔
た
り
は
、
物
語
で
示
さ
れ
て
い
た
偶
然
の
連
鎖
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
の
だ
が
、
男
に
と
っ

て
み
れ
ば
知
り
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
隔
た
り
を
埋
め
る
も
の
が
我
が
子
と
の
対
面
で
あ
る
。
対
面
を

果
た
し
た
と
き
、
男
の
過
去
と
現
在
が
結
ば
れ
、
宿
世
が
人
間
の
考
え
や
想
像
の
及
ば
な
い
大
き
な
力
で
あ

る
こ
と
が
克
明
に
示
さ
れ
る
。 

巻
二
十
六
の
多
く
の
説
話
は
、
宿
報
と
い
う
副
題
を
持
ち
な
が
ら
も
本
来
宿
報
を
語
る
物
語
で
は
な
い

こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る5

6

。
宿
報
の
巻
に
所
収
さ
れ
る
多
く
の
説
話
は
、
奇
跡
的
で
奇
異
や
稀
有
な

物
語
を
語
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
奇
跡
も
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
宿
報
に
よ
る
も
の
と
す
る
外
在
的
な
解
釈

が
施
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
当
該
説
話
の
男
は
宿
世
を
体
験
し
そ
れ
を
決
め
手
に
土
地
に
留
ま
る

宿
世
譚
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
当
該
説
話
は
、
男
と
我
が
子
と
の
対
面
ま
で
が
登
場
人
物
た
ち
の
意
志
に

沿
わ
な
い
形
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
宿
世
が
人
間
の
意
志
や
想
像
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

く
促
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

三
、
ま
と
め 

蕪
を
食
べ
て
出
産
す
る
娘
の
異
常
出
生
の
分
析
と
登
場
人
物
の
表
象
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
当

該
説
話
は
、
神
婚
譚
を
備
え
つ
つ
神
が
あ
る
土
地
に
定
着
す
る
村
落
共
同
体
の
起
源
説
話
を
背
景
に
も
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
男
子
を
出
産
し
た
妻
と
そ
の
母
の
一
族
が
原
話
の
伝
承
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。 

し
か
し
当
該
説
話
は
、
第
一
話
と
同
様
に
神
婚
譚
そ
の
ま
ま
に
語
る
こ
と
な
く
神
は
人
間
の
男
と
な
り

日
常
世
界
の
中
に
落
と
し
込
ま
れ
て
語
ら
れ
て
い
た
。
男
は
、
我
が
子
と
対
面
し
た
と
き
「
意
図
せ
ず
な
っ

 
5

6 

宿
報
が
外
在
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

池
上
洵
一
『
今
昔
・
三
国
伝
記
の
世
界
』（
和
泉
書
院 

二
〇
〇
五
年
）
や
小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』（
笠

間
書
院 

一
九
八
五
年
）
前
田
雅
之
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』（
笠
間
書
院 

一
九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。 
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た
」
結
果
を
宿
世
と
受
け
止
め
て
い
る
。
当
該
説
話
は
、
男
が
宿
世
を
感
じ
る
ま
で
の
偶
然
の
連
鎖
が
丁
寧

に
描
か
れ
て
い
る
。
娘
が
蕪
を
見
つ
け
て
食
べ
た
り
、
母
が
男
の
声
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
全
て
男
の
与

り
知
ら
ぬ
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
男
に
と
っ
て
無
関
係
で
あ
っ
た
は
ず
の
連
鎖
に
よ
っ
て
男
は
我

が
子
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
人
間
の
意
志
や
予
想
を
超
え
た
不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
が
男
の
宿

世
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
い
る
。 
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第
三
章 

巻
二
十
六
第
九
話
の
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 

一
、
起
源
譚
の
構
成
と
背
景 

 

⒈
は
じ
め
に 

第
三
章
で
は
、
巻
二
十
六
第
九
「
加
賀
国
諍
蛇
蜈

む
か
で

島
行
人
、
助
蛇
住
島
語
」
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
説
話

は
、
神
に
よ
っ
て
島
に
招
か
れ
た
七
人
の
釣
人
が
蜈
蚣
と
の
戦
い
に
助
力
し
た
後
、
島
に
定
住
す
る
話
で
あ

る
。
島
の
起
源
譚
と
し
て
の
要
素
を
も
ち
、
妹
兄
島
の
起
源
譚
で
あ
る
第
十
話
の
前
に
置
か
れ
て
い
る5

7

。 
 

あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

加
賀
の
国
の
七
人
の
釣
人
が
風
に
吹
か
れ
て
島
に
漂
着
す
る
。
島
か
ら
一
人
の
男
が
現
れ
、
島
に
招
い
た

理
由
を
伝
え
る
。
男
は
、「
沖
の
ほ
う
に
あ
る
島
の
主
が
こ
の
島
を
支
配
し
よ
う
と
た
び
た
び
島
に
や
っ
て

く
る
。
こ
れ
ま
で
は
撃
退
し
て
き
た
が
、
明
日
が
決
戦
な
の
で
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。
翌
日
男
の
言
う

通
り
十
丈
程
の
蜈
蚣
が
海
か
ら
や
っ
て
く
る
。
男
は
大
蛇
の
姿
で
現
れ
、
大
蜈
蚣
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
。

釣
人
は
大
蛇
に
助
力
を
し
、
大
蜈
蚣
を
切
り
殺
し
た
。
男
は
島
の
神
で
、
釣
人
に
礼
を
述
べ
島
に
住
む
こ
と

を
提
案
す
る
。
釣
人
は
国
に
置
い
て
い
る
妻
子
の
存
在
を
伝
え
る
と
、「
加
賀
の
国
の
熊
田
宮
は
「
我
が
別

れ
」
な
の
で
島
に
来
た
い
時
に
は
そ
の
宮
を
祭
る
と
よ
い
」
と
教
え
ら
れ
た
。
釣
人
は
、
加
賀
の
国
へ
帰
り

再
び
熊
田
宮
を
祭
っ
て
島
に
向
か
っ
た
。
そ
の
後
彼
ら
の
子
孫
が
増
え
て
今
の
島
と
な
る
。
そ
の
島
は
猫
の

島
と
い
う
。
島
民
は
、
年
に
一
度
加
賀
の
国
に
来
て
熊
田
宮
で
祭
を
す
る
が
、
祭
を
す
る
姿
を
見
た
者
は
な

く
そ
の
跡
だ
け
を
見
つ
け
る
と
い
う
。
ま
た
能
登
国
の
舵
取
り
が
島
に
漂
着
し
た
際
、
島
民
は
食
料
を
与
え

て
も
島
に
近
づ
け
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
舵
取
り
は
、
島
を
離
れ
る
際
、
京
の
よ
う
に
小
路
が
あ
り
人
の

往
来
が
多
い
様
子
を
み
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
頃
唐
人
は
こ
の
島
に
寄
っ
て
食
料
を
調
達
し
た
の
ち
敦
賀
に

向
か
う
と
い
う
。
唐
人
は
島
の
存
在
を
外
部
に
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
口
止
め
さ
れ
る
と
い
う
。 

『
今
昔
』
の
巻
二
十
六
は
宿
報
を
副
題
に
持
つ
巻
で
あ
り
、
話
末
評5

8

で
は
「
此
ヲ
思
フ
ニ
、
前
生
ノ
機

縁
有
テ
コ
ソ
ハ
、
其
七
人
ノ
者
共
、
其
島
ニ
行
来
、
其
孫
于
今
其
島
有
ラ
ン
。
極
テ
楽
シ
キ
島
ニ
テ
ゾ
有
ナ

ル
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。」
と
し
て
い
る
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』
や
『
新
潮

日
本
古
典
集
成 

今
昔
物
語
集 

本
朝
世
俗
部
二
』（
以
下
、『
集
成
』
と
記
す
）
は
、
こ
の
説
話
の
蛇
と
蜈

蚣
が
争
う
モ
チ
ー
フ
に
注
目
す
る5

9

。
村
山
修
一
氏
に
よ
る
と
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
注
釈
は
、「『
太

 
5

7 

『
今
昔
』
は
、
何
ら
か
の
連
想
関
係
に
あ
る
説
話
が
二
話
、
あ
る
い
は
三
話
で
一
類
を
な
し
て
並
ぶ
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
配
置
の
在
り
方
を
「
二
話
一
類
様
式
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
第
九
話
と
第
十
話
の
二
話
は
島
の
起
源
譚

の
要
素
を
も
つ
点
で
共
通
す
る
。 

5
8 

話
末
評
と
は
、
説
話
の
内
容
が
語
ら
れ
た
後
に
「
此
レ
」「
然
レ
バ
」
「
此
ヲ
思
フ
ニ
」
な
ど
の
言
葉
を
持
っ
て
物
語
の
話

題
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
教
訓
や
批
評
、
主
題
の
確
認
な
ど
を
も
つ
部
分
の
こ
と
。 

5
9 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
』
で
は
蛇
に
助
力
す
る
要
素
に
注
目
し
、『
集
成
』
で
は
神
に
助
け
た
者
が
始
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平
記
』
の
俵
藤
太
の
蜈
蚣
退
治
伝
説
と
同
類
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
蜈
蚣
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
見
方
で
、

こ
の
話
は
決
し
て
英
雄
伝
説
の
タ
イ
プ
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
色
彩
が

強
い
。（
中
略
）
こ
の
話
は
云
わ
ば
、
熊
田
宮
の
縁
起
譚
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
島
に
定

住
す
る
ま
で
の
島
の
起
源
譚
に
関
心
が
注
が
れ
、
島
の
そ
の
後
を
語
る
後
日
譚
を
含
ん
だ
説
話
全
体
の
考

察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
該
説
話
を
島
の
起
源
譚
と
後
日
譚
の
二
つ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
起
源
譚
と
後
日
譚
の
語
り
の
視
点
と
そ
の
変
化
に
注
目
し
、
説
話
全
体
に
及
ぶ
問
題
（
例
え
ば

島
を
め
ぐ
る
多
様
な
関
係
性
や
起
源
譚
と
後
日
譚
の
生
成
過
程
の
相
違
な
ど
）
の
一
端
に
迫
り
た
い
。
ま
た

当
該
説
話
で
は
、
全
体
を
通
し
て
日
本
海
を
往
来
す
る
人
々
が
描
か
れ
る
。
島
を
め
ぐ
る
北
陸
内
外
の
多
様

な
関
係
や
人
々
の
移
動
へ
の
関
心
か
ら
、
起
源
譚
で
は
熊
田
宮
と
猫
の
島
の
様
相
と
そ
の
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
、
後
日
譚
で
は
猫
の
島
と
島
民
の
表
象
の
分
析
を
中
心
に
当
該
説
話
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。 

な
お
、
蛇
と
蜈
蚣
が
争
う
モ
チ
ー
フ
の
考
察
は
、
説
話
の
形
成
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
が
、
当
該
説
話
に
お
け
る
起
源
譚
と
後
日
譚
の
生
成
過
程
は
異
な

る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
起
源
譚
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
後
日
譚
に
ま
で
波
及
す
る
要
素

で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
起
源
譚
と
後
日
譚
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
成
立
す
る
説
話
世
界
や
説
話
全

体
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る
島
の
あ
り
方
や
多
様
な
関
係
性
の
解
明
を
目
的
と
す
る
た
め
今
回
は
扱
わ
な
い

こ
と
と
す
る
。 

猫
の
島
に
つ
い
て
、『
加
賀
志
徴
』
は
、「
熊
田
宮
の
古
事
」
の
中
に
『
今
昔
』
巻
三
十
一
第
二
十
一
話
「
能

登
國
鬼
寝
屋
島
語
」
に
能
登
の
沖
に
鬼
の
寝
屋
島
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
沖
に
猫
の
島
が
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ6

0

、「
猫
の
島
と
い
ふ
は
今
の
能
登
國
な
る
舳
倉
島
な
る
べ
し
。
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

『
集
成
』
の
注
釈
で
も
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
巻
三
十
一
第
二
十
一
話
の
鬼
の
寝
屋
島
を
取
り
上
げ
、

鬼
の
寝
屋
島
を
現
在
の
輪
島
市
に
属
す
る
七
つ
島
（
大
島
、
雁
股
島
、
龍
島
、
荒
御
子
島
、
甑
島
、
赤
島
、

御
厨
島
）、
猫
の
島
を
同
じ
く
輪
島
市
の
舳
倉
島
に
比
定
し
て
い
る
。 

 

⒉ 

島
の
神
の
様
相 

 

起
源
譚
で
は
、
島
の
神
と
熊
田
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
相
と
島
の
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
る
。

は
じ
め
に
、
島
の
神
の
様
相
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
神
は
、
釣
人
に
対
し
能
動
的
な
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
姿
を
四
つ
の
場
面
で
示
し
た
い
。
は
じ
め
の
場
面
は
、
釣
人
が
島
に
漂
着
す
る
場

面
で
あ
る
。
島
へ
上
陸
す
る
と
、
釣
人
の
前
に
男
が
現
れ
る
。 

 

此
釣
人
共
、
此
ヲ
見
テ
、「
早
フ
人
ノ
住
島
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」
ト
喜
シ
ク
思
フ
程
ニ
、
此
男
、
近
ク
寄

 

祖
と
な
る
点
を
重
視
し
て
い
る
。 

6
0 

『
今
昔
』
巻
三
十
一
第
二
十
一
話
「
能
登
国
鬼
寝
屋
島
語
」
の
中
で
、
「
今
昔
、
能
登
ノ
国
ノ
息
ニ
寝
屋
ト
云
フ
島
有
ナ

リ
。（
中
略
）
亦
、
其
ヨ
リ
彼
ノ
方
ニ
、
猫
ノ
島
ト
云
フ
島
有
ナ
リ
。
鬼
ノ
寝
屋
ヨ
リ
其
ノ
猫
の
島
ヘ
ハ
、
亦
負
風
一
日
一

夜
走
テ
ゾ
渡
ル
ナ
リ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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来
テ
云
ク
、「
其
達
ヲ
バ
我
迎
ヘ
寄
ツ
ル
ト
ハ
知
タ
ル
カ
」
ト
。
釣
人
共
、「
然
モ
不
知
侍
。
釣
シ
ニ
罷

出
タ
リ
ツ
ル
ニ
、
思
ヒ
不
懸
風
ニ
被
放
テ
詣
来
ツ
ル
程
ニ
、
此
島
ヲ
見
付
テ
、
喜
乍
ラ
着
テ
侍
ル
也
」。

男
ノ
云
ク
、「
其
放
ツ
風
ヲ
バ
我
吹
セ
ツ
ル
也
」
ト
云
ヲ
聞
ニ
、 

 

と
、
男
は
島
へ
着
く
よ
う
に
風
を
吹
か
せ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
釣
人
は
「
然
ハ
、
此
ハ
例
ノ
人
ニ
ハ
非

ヌ
者
也
ケ
リ
」
と
こ
の
男
が
只
者
で
は
な
い
こ
と
を
悟
る
。
二
つ
目
の
場
面
は
、
神
が
釣
人
を
島
に
招
い
た

理
由
を
語
る
場
面
で
、 

  
 

其
後
、
主
ノ
男
近
寄
来
テ
云
ク
、「
其
達
ヲ
迎
ヘ
ツ
ル
故
ハ
、
此
ヨ
リ
澳
ノ
方
ニ
亦
島
有
。
其
島
ノ
主

ノ
、
我
ヲ
殺
テ
此
島
ヲ
領
ゼ
ン
ト
テ
、
常
ニ
来
テ
戦
フ
ヲ
、
我
相
構
テ
戦
返
シ
テ
、
此
年
来
ハ
過
ス
程
、

明
日
来
テ
、
我
モ
人
モ
死
生
ヲ
可
決
日
ナ
レ
バ
、
我
ヲ
助
ケ
ヨ
ト
思
テ
迎
ツ
ル
也
」
ト
。 

 

と
、
神
は
蜈
蚣
と
の
決
戦
の
た
め
釣
人
を
島
に
招
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。 

三
つ
目
の
場
面
で
は
、
蜈
蚣
に
勝
利
し
た
後 

 

我
、
其
ノ
達
ノ
御
徳
ニ
、
此
島
ヲ
平
カ
ニ
領
ゼ
ム
事
、
極
テ
喜
シ
。
此
島
ニ
ハ
、
田
可
作
所
多
カ
リ
。

畠
無
量
。
生
物
ノ
木
員
不
知
。
然
レ
バ
、
事
ニ
触
テ
便
有
島
也
。
其
達
、
此
島
ニ
来
テ
住
メ
ト
思
フ
ヲ
、

何
ニ
カ
。 

 

と
、
神
は
釣
人
に
島
へ
の
定
住
を
勧
め
る
。
最
後
の
場
面
は
、
釣
人
が
妻
子
を
迎
え
る
た
め
加
賀
に
帰
る

こ
と
を
望
む
場
面
で
あ
る
。
以
前
の
引
用
部
分
と
重
複
す
る
が
、 

  
 

然
テ
、
男
、
釣
人
ド
モ
云
ク
、
「
我
、
其
ノ
達
ノ
御
徳
ニ
、
此
島
ヲ
平
カ
ニ
領
ゼ
ム
事
、
極
テ
喜
シ
。

此
島
ニ
ハ
、
田
可
作
所
多
カ
リ
。
畠
無
量
。
生
物
ノ
木
員
不
知
。
然
レ
バ
、
事
ニ
触
テ
便
有
島
也
。
其

達
、
此
島
ニ
来
テ
住
メ
ト
思
フ
ヲ
、
何
ニ
カ
」
ト
。
釣
人
共
、「
糸
喜
キ
事
ニ
ゾ
可
候
ヲ
、
妻
子
ヲ
バ

何
ニ
カ
可
仕
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、「
其
ヲ
迎
ヘ
テ
コ
ソ
ハ
来
ラ
メ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
釣
人
共
、「
其
ヲ

バ
何
ニ
シ
テ
可
罷
渡
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、「
彼
方
ニ
渡
ン
ニ
ハ
、
此
方
ノ
風
ヲ
吹
セ
テ
送
ラ
ン
。
彼

方
ヨ
リ
此
方
ニ
来
ラ
ン
ニ
ハ
、
加
賀
ノ
国
ニ
御
ス
ル
熊
田
ノ
宮
ト
申
ス
社
ハ
、
我
ガ
別
レ
ノ
御
ス
ル
也
、

此
方
ニ
来
ラ
ン
ト
思
ハ
ン
時
ニ
ハ
、
其
宮
ヲ
祭
リ
奉
ラ
バ
、
輙
ク
此
方
ニ
可
来
也
」
ナ
ド
、
吉
〻
ク
教

ヘ
テ
、
道
ノ
程
可
食
物
ナ
ド
船
ニ
入
サ
セ
テ
、
指
出
シ
ケ
レ
バ
、
島
ヨ
リ
俄
ニ
風
出
来
テ
、
時
モ
不
替

走
リ
渡
ニ
ケ
リ
。 

 

と
、
神
は
加
賀
か
ら
再
び
島
に
戻
る
方
法
を
伝
え
る
。
こ
の
四
つ
の
場
面
で
は
、
定
住
す
る
ま
で
の
神
と

釣
人
の
関
わ
り
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
に
神
か
ら
の
能
動
的
な
働
き
か
け
を
読
み
取
れ
る
。
ま
た

神
は
何
度
も
風
を
吹
か
せ
て
島
と
加
賀
の
往
来
を
助
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航
海
の
神
の
性
格
も
読
み
取

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
猫
の
島
の
神
は
、
説
話
内
で
人
格
化
し
て
登
場
し
積
極
的
に
釣
人
と
関
わ
り
島
へ
の
定
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住
を
働
き
か
け
る
動
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

『
今
昔
』
の
描
く
島
の
神
は
「
年
二
十
余
ハ
有
ン
ト
見
ユ
ル
男
ノ
糸
清
気
ナ
ル
」
男
と
し
て
登
場
す
る
が
、

こ
の
神
は
古
代
か
ら
舳
倉
島
に
鎮
座
し
て
い
た
奥
津
比
咩
神
社
の
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
奥
津
比
咩
神

社
は
『
延
喜
式
』
に
辺
津
比
咩
神
社
と
対
と
な
っ
て
載
る
が
、
浅
香
年
木
氏
は
、
奥
津
比
咩
神
社
と
辺
津
比

咩
神
社
の
間
に
古
く
は
現
在
の
七
ツ
島
と
思
わ
れ
る
仲
津
比
咩
神
社
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
神
社
を

「
へ
ぐ
ら
三
女
神
」
と
呼
び
宗
像
三
女
神
に
よ
う
に
対
岸
へ
一
直
線
に
伸
び
る
神
の
座
と
す
る
対
岸
航
路

の
守
護
神
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
『
今
昔
』
に
描
か
れ
る
島
の
神
も
航
海
の
神
と
し

て
の
性
格
が
み
と
め
ら
れ
、
氏
の
唱
え
る
「
へ
ぐ
ら
三
女
神
」
の
信
仰
と
重
な
る
姿
と
よ
む
こ
と
も
で
き
る
。 

 

ま
た
氏
は
、
こ
の
「
ヘ
ぐ
ら
三
女
神
」
の
信
仰
は
、
気
多
社
の
異
伝
と
さ
れ
る
『
気
多
社
嶋
廻
縁
起
』
の

中
に
既
に
包
括
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る6

1

。
紙
幅
の
加
減
で
こ
の
縁
起
の
冒
頭
の
み
を
紹
介
す
る
。 

 

仁
皇
第
八
代
孝
元
天
皇
御
宇
當
国
鳳
至
郡
ニ
一
人
之
老
翁
、
遍
蔵
翁
ト
有
リ
。
其
時
海
上
ヲ
見
ル
ニ
大

船
有
テ
船
中
ヨ
リ
問
ヲ
云
ク
、
是
ハ
何
ク
ノ
嶋
ゾ
。
遍
蔵
翁
答
云
ク
、
是
ハ
日
本
國
秋
津
州
北
陸
道
越

中
ノ
國
也
ト
、
答
フ
時
船
中
ヨ
リ
五
六
歳
計
ナ
ル
王
子
ト
覺
敷
三
百
餘
人
之
從
類
ヲ
相
具
テ
彼
翁
ノ

ア
ヤ
シ
ノ
蓬
屋
ニ
入
給
テ
翁
ヲ
親
ト
仕
給
テ
三
年
経
テ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
気
多
社
御
縁
起
」（『
気
多
神
社
文
献
集
』）6

2 

 

と
記
さ
れ
て
い
て
、
氏
は
こ
の
縁
起
を
「
異
国
の
王
子
で
あ
る
気
多
の
神
が
、
ま
ず
「
遍
蔵
ノ
翁
」（
へ

ぐ
ら
の
翁
）
に
迎
え
ら
れ
て
能
登
半
島
の
北
岸
に
上
陸
し
、
や
が
て
能
登
一
国
を
巡
行
し
た
後
に
、
寺
家
遺

跡
の
位
置
す
る
羽
咋
の
海
浜
に
留
ま
っ
た
、
そ
れ
が
気
多
神
社
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
（
中
略
）
有
力
神

の
気
多
大
社
と
、
対
岸
の
交
流
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
遍
蔵
の
神
々
と
の
深
い
結
び
付
き
が
語
ら
れ
て

い
る
」
と
す
る
。
こ
こ
に
み
え
る
鳳
至
郡
の
遍
蔵
の
翁
は
、
そ
の
呼
称
か
ら
舳
倉
島
と
対
岸
の
鳳
至
郡
が
深

い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
、
浅
香
氏
が
提
唱
す
る
奥
津
比
咩―

仲
津
比
咩―

辺
津
比
咩
の
三
神
が
示
し
て
い
る
大
陸
へ
向
か
う
ラ
イ
ン
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
谷
川
氏
も
「
八
世
紀
代
は
、

能
登
を
通
じ
て
対
岸
の
渤
海
と
の
交
渉
が
頻
繁
に
な
る
時
期
で
も
あ
り
、
当
時
の
輪
島
と
舳
倉
島
は
日
本

海
航
路
の
要
衝
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

6
1 

浅
香
氏
は
、
本
来
気
多
社
は
渡
来
系
の
神
格
で
あ
っ
た
が
畿
外
の
大
社
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過
程
で
渡
来
系
の
カ
ラ
ー

は
消
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
信
仰
は
在
地
に
残
り
つ
づ
け
た
と
す
る
。『
気
多
社
嶋
廻
縁
起
』
は
近
世
の
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
気
多
社
の
も
つ
背
景
を
こ
の
縁
起
の
中
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。（
浅
香
年
木 

「
信
仰
か
ら
み

た
日
本
海
文
化
」『
古
代
日
本
海
文
化
の
源
流
と
発
達
』 

大
和
書
房 

一
九
八
五
年
） 

6
2 

浅
香
氏
は
、『
気
多
神
社
文
献
集
』
に
収
録
の
「
気
多
社
島
廻
縁
起
」
と
す
る
が
、
筆
者
の
調
べ
で
は
当
該
書
籍
に
該
当

す
る
史
料
は
存
在
せ
ず
、
櫻
井
家
文
書
巻
二
の
「
気
多
社
御
縁
起
」
に
該
当
箇
所
を
確
認
で
き
た
の
で
以
上
の
よ
う
に
記
述

し
て
お
く
。『
気
多
神
社
文
献
集
』 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（h
ttp

s://w
w

w
.d

l.n
d

l.g
o

.jp
/ja/F

A
Q

.h
tm

l#
i3

最
終
閲
覧
日
２
０
２
２
年
１
月
３
０
日
）
ま
た
、
引
用
の
際
、
原
漢
文

を
参
照
し
つ
つ
、
書
き
下
し
た
。
ま
た
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。 
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当
該
説
話
に
は
、
島
が
北
陸
の
外
に
も
異
な
る
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
よ
め
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

神
が
釣
人
を
招
い
た
理
由
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

其
達
ヲ
迎
ヘ
ツ
ル
故
ハ
、
此
ヨ
リ
澳
ノ
方
ニ
亦
島
有
。
其
島
ノ
主
ノ
、
我
ヲ
殺
テ
此
島
ヲ
領
ゼ
ン
ト
テ
、

常
ニ
来
テ
戦
フ
ヲ
、
我
相
構
テ
戦
返
シ
テ
、
此
年
来
ハ
過
ス
程
、
明
日
来
テ
、
我
モ
人
モ
死
生
ヲ
可
決

日
ナ
レ
バ
、
我
ヲ
助
ケ
ヨ
ト
思
テ
迎
ツ
ル
也 

 

神
は
、
島
の
さ
ら
に
沖
か
ら
や
っ
て
く
る
敵
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
釣
人
に
助
力
を
願
っ
て
い
る
。「
此
ヨ

リ
澳
ノ
方
」
に
あ
る
島
は
ど
の
島
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
加
賀
か
ら
や
っ
て
き
た
釣
人
に
向
か
っ

て
「
此
ヨ
リ
澳
」
を
み
る
視
界
に
は
大
陸
ま
で
を
お
さ
め
る
よ
う
な
広
い
日
本
海
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
島

を
狙
う
敵
の
存
在
か
ら
も
、
北
陸
以
外
の
関
わ
り
を
も
つ
島
の
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
神
は
、
先
述
し
た
へ
ぐ
ら
三
女
神
や
遍
蔵
の
翁
、
当
該
説
話
の
若
き
男
な
ど
様
々
に
そ
の
神
格

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
本
来
女
神
で
あ
っ
た
神
が
当
該
説
話
で
は
若
い
男
と
な
っ
た
事
情
を
そ
の
呼
称

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
奥
津
比
咩
と
対
に
な
っ
て
い
る
辺
津
比
咩
は
現
在
輪
島
市
に
あ
る
重

蔵
神
社
と
比
定
す
る
見
方
が
強
い6

3

。
こ
の
重
蔵
神
社
の
祭
事
に
「
お
斎
祭
」
と
称
す
る
祭
り
が
あ
る
。
以

下
、
谷
川
健
一
『
日
本
の
神
々 

神
社
と
聖
地
８ 

北
陸
』
か
ら
引
用
す
る
と
、 

 

重
蔵
宮
の
神
輿
が
二
十
三
日
の
夜
に
河
井
の
浜
の
御
仮
屋
ま
で
神
幸
す
る
と
、
御
仮
屋
の
東
西
に
立

て
ら
れ
た
巨
大
な
柱
松
明
に
点
火
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
か
つ
て
は
舳
倉
島
の
奥
津
比
咩
神
社
の
神
輿

が
海
岸
に
出
て
、
輪
島
の
ほ
う
に
向
い
て
着
座
し
た
が
、
こ
れ
は
両
者
が
夫
婦
神
で
あ
る
か
ら
だ
と
い

う
。 

 

奥
津
比
咩
神
社
と
辺
津
比
咩
神
社
の
神
は
共
に
ヒ
メ
神
で
あ
る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
上
記
の
祭
事

で
は
両
社
は
夫
婦
神
（
奥
津
比
咩
が
女
神6

4

）
と
さ
れ
て
い
る
。
辺
津
比
咩
は
本
来
そ
の
名
の
通
り
ヒ
メ
神

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
か
ら
か
女
神
の
性
格
が
失
わ
れ
て
い
る
。
門
脇
氏
は
、
そ
の
著
書
の
中
で

池
辺
氏
の
論
を
引
用
し
「
ヒ
コ
・
ヒ
メ
が
対
に
な
っ
た
神
名
は
、
夫
婦
関
係
で
は
な
く
、
兄
と
妹
、
姉
と
弟

で
あ
り
、
時
に
は
父
と
娘
、
母
と
男
児
の
場
合
も
含
め
て
、
宗
教
の
古
代
的
特
性
を
し
め
す
も
の
」
と
し
て
、

能
登
郡
の
式
内
社
を
例
に
挙
げ
「
対
と
な
っ
た
社
名
は
な
い
が
全
て
が
ヒ
コ
神
ヒ
メ
神
で
あ
り
そ
れ
だ
け

に
古
式
を
伝
え
て
い
る
」
と
す
る
。
ま
た
浅
香
氏
も
「「
比
古
」「
比
咩
」
を
付
し
た
社
号
に
は
、
渡
来
系
の

信
仰
で
あ
る
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
て
い
る
」
と
す
る
。
つ
ま
り
辺
津
比
咩
が
比
咩
の
古
い
呼
称
を

 
6

3 

重
蔵
神
社
を
鳳
至
比
古
神
社
に
比
定
す
る
説
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
重
蔵
神
社
と
舳
倉
島
と
の
関
係
を
祭
祀
と
の
関
連

か
ら
詳
細
に
述
べ
て
い
る
『
能
登
史
徴
』
の
伝
承
を
重
く
見
て
、
最
近
で
は
重
蔵
神
社
を
辺
津
比
咩
神
社
に
比
定
す
る
説
が

有
力
で
あ
る
。（
谷
川
健
一 

『
日
本
の
神
々 

神
社
と
聖
地
８ 

北
陸
』 

白
水
社 

１
９
８
９
年
）
に
詳
し
い
。 

6
4 

重
蔵
神
社
のH

P

上
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
行
事
・
神
事
の
八
月
二
十
三
日
の
大
祭
で
「
重
蔵
神
社
の
神
様
と
舳
倉
島
の
女

神
様
が
河
井
の
浜
で
お
会
い
に
な
り
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。（h

ttp
s://ju

zo
.o

r.jp

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
一
月
二
十

八
日
） 
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残
し
つ
つ
も
次
第
に
そ
の
女
神
の
性
格
を
失
い
、
社
号
か
ら
神
の
性
格
を
追
え
な
く
な
っ
て
い
く
時
期
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
当
該
説
話
の
神
も
奥
津
比
咩
で
あ
り
な
が
ら
男
と
し
て
登
場
す
る
事
情
も
そ
れ
と
大

き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
比
咩
の
呼
称
を
残
し
つ
つ
も
比
咩
の
性
格
を
も
は
や
留
め
て
い
な
い
頃
に
島

の
起
源
譚
が
生
成
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

⒊ 

熊
田
宮
の
様
相 

 

島
の
神
に
定
住
を
勧
め
ら
れ
る
釣
人
は
、
一
度
加
賀
へ
帰
り
妻
子
を
連
れ
て
再
び
島
に
戻
る
こ
と
を
望

む
。
元
の
土
地
へ
一
度
帰
る
点
が
当
該
説
話
の
特
徴
と
も
い
え
る
が
、
熊
田
宮
は
こ
こ
で
あ
ら
わ
れ
る
。
以

前
の
引
用
と
重
複
す
る
が
、 

 

然
テ
、
男
、
釣
人
ド
モ
云
ク
、「
我
、
其
ノ
達
ノ
御
徳
ニ
、
此
島
ヲ
平
カ
ニ
領
ゼ
ム
事
、
極
テ
喜
シ
。

此
島
ニ
ハ
、
田
可
作
所
多
カ
リ
。
畠
無
量
。
生
物
ノ
木
員
不
知
。
然
レ
バ
、
事
ニ
触
テ
便
有
島
也
。
其

達
、
此
島
ニ
来
テ
住
メ
ト
思
フ
ヲ
、
何
ニ
カ
」
ト
。
釣
人
共
、「
糸
喜
キ
事
ニ
ゾ
可
候
ヲ
、
妻
子
ヲ
バ

何
ニ
カ
可
仕
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、「
其
ヲ
迎
ヘ
テ
コ
ソ
ハ
来
ラ
メ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
釣
人
共
、「
其
ヲ

バ
何
ニ
シ
テ
可
罷
渡
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、「
彼
方
ニ
渡
ン
ニ
ハ
、
此
方
ノ
風
ヲ
吹
セ
テ
送
ラ
ン
。
彼

方
ヨ
リ
此
方
ニ
来
ラ
ン
ニ
ハ
、
加
賀
ノ
国
ニ
御
ス
ル
熊
田
ノ
宮
ト
申
ス
社
ハ
、
我
ガ
別
レ
ノ
御
ス
ル
也
、

此
方
ニ
来
ラ
ン
ト
思
ハ
ン
時
ニ
ハ
、
其
宮
ヲ
祭
リ
奉
ラ
バ
、
輙
ク
此
方
ニ
可
来
也
」
ナ
ド
、
吉
〻
ク
教

ヘ
テ
、
道
ノ
程
可
食
物
ナ
ド
船
ニ
入
サ
セ
テ
、
指
出
シ
ケ
レ
バ
、
島
ヨ
リ
俄
ニ
風
出
来
テ
、
時
モ
不
替

走
リ
渡
ニ
ケ
リ
。 

七
人
ノ
者
共
、
皆
本
ノ
家
ニ
返
、
彼
島
へ
行
ン
ト
云
者
ヲ
皆
倡
具
シ
テ
、
密
ニ
出
立
テ
、
船
七
艘
ヲ
調

ヘ
テ
、
可
作
物
ノ
種
共
悉
ク
拈
テ
、
先
熊
田
ノ
宮
ニ
詣
テ
、
事
ノ
由
申
テ
、
船
ニ
乗
テ
指
出
ケ
レ
バ
、

亦
俄
ニ
風
出
来
テ
、
七
艘
乍
ラ
島
ニ
渡
リ
着
ニ
ケ
リ
。 

 

こ
こ
に
は
、
神
と
熊
田
宮
の
関
係
が
二
点
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
熊
田
宮
を
「
我
ガ
別
レ
」
と
示
す

点
、
二
つ
目
に
、
神
自
ら
熊
田
宮
を
詣
で
れ
ば
島
へ
戻
れ
る
と
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

熊
田
宮
と
神
と
の
関
係
は
「
我
ガ
別
レ
ノ
御
ス
ル
」
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
熊
田
宮
は
島
へ
の

入
り
口
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
田
宮
を
詣
で
る
釣
人
は
、
既
に
島
の
神
に
選
ば
れ
定
住

す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
正
統
性
を
も
っ
て
熊
田
宮
を
詣
で
る
と

き
、
熊
田
宮
と
釣
人
の
関
係
は
島
へ
の
入
り
口
と
そ
れ
を
知
る
者
の
関
係
と
な
る
。
つ
ま
り
、
島
と
熊
田
宮
、

加
賀
の
釣
人
の
三
者
が
相
互
の
関
係
を
保
っ
て
島
の
起
源
譚
を
構
成
し
て
い
る
。
熊
田
宮
は
、
島
の
始
祖
と

な
る
釣
人
と
妻
子
を
島
へ
送
り
届
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
島
へ
向
か
お
う
と
す
る

時
「
彼
島
へ
行
ン
ト
云
者
ヲ
皆
倡
具
シ
テ
、
密
ニ
出
立
テ
」
と
密
か
に
向
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

熊
田
宮
か
ら
島
へ
向
か
う
秘
密
の
ル
ー
ト
は
当
人
で
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
秘
密
の

暴
露
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
先
述
し
た
通
り
、
熊
田
宮
の
存
在
は
こ
の
起
源
譚
の
中
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
源
譚
は
熊
田
宮
の
信
仰
圏
内
部
で
語
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。 
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熊
田
宮
は
、『
延
喜
式
』
神
明
帳
に
記
載
さ
れ
る
能
美
郡
「
熊
田
神
社
」
と
さ
れ
、
古
く
は
板
津
郷
熊
田

村
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
寛
永
年
間
に
社
の
北
に
あ
る
手
取
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
集
落
と
と
も
に
流
出
し
、

そ
の
後
神
体
は
転
々
と
し
な
が
ら
も
明
治
四
十
一
年
に
現
在
地
の
小
松
市
吉
原
町
に
移
っ
た
。『
加
賀
史
徴
』

に
、「
中
古
ま
で
湊
の
き
は
手
取
の
川
端
に
熊
田
あ
り
し
が
、
手
取
川
洪
水
に
追
々
か
け
行
き
、
遂
に
廃
せ

し
と
ぞ
。」
と
あ
り
、
こ
の
「
湊
の
き
は
手
取
の
川
端
」
の
一
帯
は
、
現
在
の
手
取
川
河
口
部
で
古
代
の
比

楽
湊
に
隣
接
す
る
地
域
と
思
わ
れ
る6

5

。
ま
た
、
海
に
流
れ
出
る
川
沿
い
と
い
う
立
地
か
ら
日
本
海
を
生
活

の
場
に
す
る
人
々
か
ら
信
仰
を
得
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
該
説
話
で
も
、
島
の
神
に
航
海
の
神

の
一
面
が
認
め
ら
れ
、
熊
田
宮
は
そ
の
「
我
ガ
別
レ
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
島
の
始
祖
と
な
っ
た
釣

人
も
、
当
該
説
話
の
冒
頭
で
「
□
郡
に
住
ケ
ル
下
衆
七
人
、
一
党
ト
シ
テ
常
ニ
海
ニ
出
テ
、
釣
ヲ
好
テ
業
」

と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
島
の
始
祖
と
な
る
釣
人
が
熊
田
宮
を
信
仰
し
た
そ
の
人
々
だ
っ
た
と
結
論
づ
け

る
の
は
早
計
だ
が
、
少
な
く
と
も
熊
田
宮
は
、
中
央
へ
と
運
ば
れ
る
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
流
れ
る
交
流
の
盛

ん
な
場
所
に
隣
接
し
た
地
域
に
あ
っ
た
。
熊
田
宮
は
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
か
ら
中
央
や
日
本
海
沿
岸

を
往
来
す
る
人
々
に
よ
り
交
流
が
生
み
出
さ
れ
関
わ
り
合
う
世
界
を
そ
の
視
界
に
収
め
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 

 

⒋ 

猫
の
島
が
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

次
に
、
熊
田
宮
が
遠
い
日
本
海
に
浮
か
ぶ
猫
の
島
と
の
関
わ
り
を
な
ぜ
語
ろ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
背
景

の
一
端
を
猫
の
島
の
宗
教
的
側
面
か
ら
考
え
た
い
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
猫
の
島
は
石
川
県
輪
島
市
に
あ
る
舳
倉
島
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
巻
十

八
で
大
友
家
持
が
、「
沖
つ
島
い
往
き
渡
り
て
潜
く
ち
ふ
あ
わ
び
珠
も
が
包
み
て
遣
ら
む
」
や
長
歌
の
「
珠

洲
の
海
人
の
沖
つ
御
神
に
い
渡
り
て
潜
き
と
る
と
い
う
あ
わ
び
珠
五
百
箇
も
が
も
」
と
読
ん
で
い
る
「
沖
つ

島
」「
沖
つ
御
神
」
は
舳
倉
島
の
こ
と
と
さ
れ
、
こ
こ
に
は
海
女
の
生
活
の
場
と
し
て
の
み
登
場
す
る
が
島

全
体
を
神
と
み
る
見
方
が
当
時
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
浅
香
氏
に
よ
り
島
に
鎮
座
す
る
奥
津

比
咩
神
社
が
大
陸
と
の
関
わ
り
を
も
っ
た
航
海
の
神
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
得
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。 

こ
れ
に
加
え
て
、
舳
倉
島
の
宗
教
的
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
、
舳
倉
島
か
ら
出
土
し
た
と
伝
わ
る
海
獣

葡
萄
鏡
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
鏡
は
、
現
在
の
石
川
県
羽
咋
市
に
あ
る
寺
家
祭
祀
遺
跡6

6

で
見
つ
か

 
6

5 

日
本
歴
史
地
名
大
系
で
は
、「
比
楽
湊
・
比
楽
駅
」
の
項
目
に
記
載
が
あ
り
、
比
楽
湊
は
手
取
川
扇
状
地
の
扇
端
西
部
の

海
岸
線
に
あ
っ
た
古
代
の
湊
と
さ
れ
る
。
比
楽
湊
よ
り
北
は
能
登
の
加
島
津
（
現
七
尾
市
）
へ
の
海
路
で
結
ば
れ
、
諸
国
か

ら
京
都
・
畿
内
へ
雑
物
を
運
び
込
む
港
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
。 

"

ひ
ら
か
み
な
と
・
ひ
ら
か
の
え
き
【
比
楽
湊
・
比
楽
駅
】
石
川
県
：
石
川
郡
／
美
川
町
／
平
加
村", 

日
本
歴
史
地
名
大
系, 

Jap
an

K
n

o
w

led
g
e, h

ttp
s://jap

an
k
n

o
w

led
g
e.co

m
 , (

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
一
月
三
十
日) 

6
6 

海
岸
砂
丘
上
に
立
地
す
る
奈
良
・
平
安
時
代
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
祭
祀
遺
跡
。
祭
祀
に
関
連
し
た
生
産
活
動
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
な
ど
公
的
色
彩
の
濃
い
祭
祀
場
と
考
え
ら
れ
る
。 

"

じ
け
さ
い
し
い
せ
き
【
寺
家
祭
祀
遺
跡
】
石
川
県
：
羽
咋
市
／
一
宮
寺
家
村", 

日
本
歴
史
地
名
大
系, Jap

an
K

n
o

w
led

g
e, 

h
ttp

s://jap
an

k
n

o
w

led
g
e.co

m
 , (

最
終
閲
覧
日 

二
〇
二
二
年
一
月
三
十
日) 
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っ
た
鏡
と
同
形
同
箔
の
も
の
で
あ
り
、
島
と
こ
の
遺
跡
と
の
繋
が
り
が
認
め
ら
れ
る
出
土
品
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
隣
接
す
る
気
多
社
の
祭
祀
具
に
関
わ
る
生
産
や
宮
厨
の
性
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ

て
お
り
気
多
社
と
の
深
い
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
気
多
社
は
、
八
世
紀
に
入
る
と
神
格
が
上
昇
し
北

陸
を
代
表
す
る
大
社
と
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
当
時
の
東
北
経
営
や
頻
繁
に
北
陸
に
や
っ
て
き
た
渤
海

使
節
と
の
交
流
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
気
多
社
は
、
京
か
ら
遠
い
能
登
に
あ
り
な
が
ら
中

央
国
家
と
の
関
わ
り
を
深
く
持
つ
存
在
だ
っ
た
。
海
獣
葡
萄
鏡
の
出
土
は
、
舳
倉
島
が
こ
の
よ
う
な
気
多
社

に
連
な
る
北
陸
の
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。 

以
上
、
宗
教
的
な
側
面
か
ら
島
を
め
ぐ
る
多
様
な
関
係
性
を
み
た
。
熊
田
宮
が
島
の
背
後
に
中
央
と
関
わ

る
気
多
社
を
透
視
し
て
い
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
熊
田
宮
が
捉
え
て
い
た
猫

の
島
は
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
孤
島
で
は
な
く
古
代
か
ら
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
島
の
姿
で
は
な
か

っ
た
か
。
猫
の
島
起
源
譚
に
は
、
島
の
も
つ
多
様
な
関
わ
り
と
大
陸
や
中
央
ま
た
北
陸
の
内
側
で
向
け
合
う

様
々
な
視
線
が
交
錯
す
る
様
相
が
読
み
取
れ
る
。 

 

二
、
後
日
譚
の
構
成
と
背
景 

 
 

⒈ 

後
日
譚
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て 

次
に
、
島
の
後
日
譚
の
構
成
や
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
の
前
に
、
当
該
説
話
の
後
日
譚
が
ど
こ
か

ら
始
ま
る
か
、
次
の
三
点
を
通
し
て
み
て
い
く
。
次
話
の
妹
背
島
起
源
譚
と
の
比
較
、
後
日
譚
に
入
っ
て
か

ら
の
語
り
の
視
点
の
変
化
、
起
源
譚
と
後
日
譚
の
熊
田
宮
に
関
わ
る
記
述
の
齟
齬
の
三
点
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

妹
背
島
の
起
源
譚
と
の
比
較
か
ら
行
う
。
一
部
重
複
す
る
が
、
島
の
そ
の
後
を
語
る
本
文
を
紹
介
す
る
。 

 

其
後
、
其
七
人
ノ
者
共
、
ソ
ノ
島
ニ
居
テ
、
田
畠
ヲ
作
リ
居
弘
ゴ
リ
テ
、
員
不
知
人
多
ク
成
テ
、
今
有

也
。
其
島
ノ
名
ヲ
バ
、
猫
ノ
島
ト
ゾ
云
ナ
ル
。
其
島
ノ
人
、
年
ニ
一
度
加
賀
ノ
国
ニ
渡
テ
、
熊
田
ノ
宮

ノ
祭
ナ
ル
［
ヲ
］、
其
国
ノ
人
、
其
由
ヲ
知
テ
伺
ナ
ル
ニ
、
更
ニ
見
付
ル
事
無
也
。
思
モ
不
懸
夜
半
ナ

ド
ニ
渡
リ
来
テ
、
祭
テ
返
リ
去
ヌ
レ
バ
、
其
跡
ニ
ゾ
、
例
ノ
祭
シ
テ
ケ
リ
ト
見
ユ
ナ
ル
。
其
祭
、
毎
年

ノ
事
ト
シ
テ
于
今
不
絶
也
。
其
島
ハ
、
能
登
国
、
□
郡
ニ
大
宮
ト
云
所
ニ
テ
ゾ
吉
ク
見
ナ
ル
。
晴
タ
ル

日
見
遣
レ
バ
、
離
タ
ル
所
ニ
テ
、
西
高
ニ
テ
青
ミ
渡
テ
ゾ
見
ユ
ナ
ル
。 

去
ヌ
ル
□
ノ
比
、
能
登
ノ
国
、
□
ノ
常
光
ト
云
梶
取
有
ケ
リ
。
風
ニ
被
放
テ
彼
島
ニ
行
タ
リ
ケ
レ
バ
、

島
ノ
者
共
出
来
テ
、
近
ク
ハ
不
寄
セ
シ
テ
、
シ
バ
ラ
ク
岸
ニ
船
繋
セ
テ
、
食
物
ナ
ド
遣
セ
テ
ゾ
、
七
八

日
許
有
ケ
ル
程
ニ
、
島
ノ
方
ヨ
リ
風
出
来
タ
リ
ケ
レ
バ
、
走
リ
帰
テ
、
能
登
ノ
国
ニ
返
ニ
ケ
ル
。
其
後
、

梶
取
ノ
語
リ
ケ
ル
ハ
、「
髴
ニ
見
シ
カ
バ
、
其
島
ニ
ハ
人
ノ
家
多
ク
造
リ
重
テ
、
京
ノ
様
ニ
小
路
有
ゾ

見
ヱ
シ
。
人
ノ
行
違
フ
事
数
有
キ
」
ト
ゾ
語
リ
ケ
リ
。
島
ノ
有
様
ヲ
不
見
ト
テ
、
近
ク
ハ
不
寄
ケ
ル
ニ

ヤ
。 

近
来
モ
遥
ニ
来
ル
唐
人
ハ
、
先
其
島
ニ
寄
テ
ゾ
、
食
物
ヲ
儲
ケ
、
鮑
・
魚
ナ
ド
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
島
ヨ

リ
敦
賀
ニ
ハ
出
ナ
ル
。
唐
人
ニ
モ
「
此
ル
島
有
ト
テ
人
ニ
語
ナ
」
ト
ゾ
口
固
ム
ナ
ル
。 

此
ヲ
思
フ
ニ
、
前
生
ノ
機
縁
有
テ
コ
ソ
ハ
、
其
七
人
ノ
者
共
、
其
島
ニ
行
住
、
其
孫
于
今
其
島
有
ラ
ン
。
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極
テ
楽
シ
キ
島
ニ
テ
ゾ
有
ナ
ル
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
い
で
、
次
話
の
「
土
佐
国
妹
兄
、
行
住
不
知
島
語
第
十
」
で
は
、
妹
兄
が
島
に
定
住
し
た
後
、 

 

然
テ
、
年
来
ヲ
経
程
ニ
、
男
子
・
女
子
数
産
次
ケ
テ
、
其
レ
ヲ
亦
夫
婦
ト
成
シ
ツ
。
大
ナ
ル
島
也
ケ
レ

バ
、
田
多
ク
作
リ
弘
ゲ
テ
、
其
妹
兄
ガ
産
次
ケ
タ
リ
ケ
ル
孫
ノ
、
島
ニ
余
ル
許
成
テ
ゾ
、
于
今
有
ナ
ル
。

土
佐
ノ
国
ノ
南
ノ
沖
ニ
、
妹
兄
ノ
島
ト
テ
有
ト
ゾ
、
人
語
リ
シ
。 

此
ヲ
思
フ
ニ
、
前
生
ノ
宿
世
ニ
依
コ
ソ
ハ
、
其
島
ニ
モ
行
住
、
妹
兄
モ
夫
婦
ト
モ
成
ケ
メ
ト
ナ
ン
語
リ

伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

妹
兄
島
起
源
譚
の
本
文
下
線
部
が
、
当
該
説
話
の
下
線
部
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
島
の
起
源

譚
と
し
て
前
後
に
配
置
す
る
際
に
行
わ
れ
た
『
今
昔
』
編
者
の
対
応
と
よ
む
こ
と
が
で
き
、
島
の
起
源
譚
を

こ
こ
で
区
切
る
見
方
が
で
き
る
。
次
に
語
り
の
視
点
の
変
化
に
つ
い
て
、
猫
の
島
を
語
る
起
源
譚
は
熊
田
宮

の
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
祭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
行
わ
れ
た
こ
と
を
後
か
ら
知
る

人
々
の
視
点
で
語
ら
れ
て
お
り
、
話
の
発
生
の
場
が
質
的
に
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
三
点
目
の
起
源
譚
と
後
日
譚
の
齟
齬
に
つ
い
て
、「
其
ノ
島
ノ
人
、
年
ニ
一
度
加
賀
ノ
国
ニ
渡
テ
」

と
あ
る
が
、
神
は
熊
田
宮
に
つ
い
て
「
此
方
ニ
来
タ
ラ
ン
ト
思
ハ
ン
時
ニ
ハ
、
其
宮
ヲ
祭
リ
奉
ラ
バ
、
輙
ク

此
方
ニ
可
来
也
」
と
語
っ
て
い
た
だ
け
で
、
年
に
一
度
の
祭
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
年
に
一
度
熊
田
宮
を
祭

る
理
由
が
起
源
譚
の
中
で
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
物
語
の
連
な
り
が
認
め
ら
れ
な
い
。「
今
ハ
昔
」
で
始
ま
る

物
語
の
時
間
軸
が
一
旦
こ
の
記
述
の
段
で
途
切
れ
て
い
る
と
読
む
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
以
上
三
点
か

ら
、
島
の
後
日
譚
は
「
其
島
ノ
人
、
年
ニ
一
度
加
賀
ノ
国
ニ
渡
テ
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⒉ 

異
な
る
視
点
と
視
野
の
広
が
り 

後
日
譚
は
、
は
じ
め
に
熊
田
宮
の
祭
に
つ
い
て
、
二
つ
目
に
能
登
の
舵
取
り
の
経
験
譚
、
最
後
に
島
に
立

ち
寄
る
唐
人
の
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
熊
田
宮
の
外
部
に
よ

る
視
点
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
次
に
、
二
つ
目
と
三
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
二
つ
目
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
島
に
漂
着
し
た
能
登
国
の
舵
取
り
の
視
点
で
語
ら
れ
る
。
舵
取
り
は
島
に
上
陸
し
な
か
っ

た
が
島
や
島
民
の
様
子
を
周
囲
に
語
っ
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
唐
人
が
島
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
と
い
う
話
で
、

大
陸
と
の
関
わ
り
が
深
い
島
の
一
面
が
貿
易
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
大
陸
と
日
本
を
繋
い
で
い
る
。
後
日

譚
で
は
、
島
や
島
民
を
外
部
の
視
点
で
捉
え
て
お
り
、
起
源
譚
を
語
る
語
り
の
視
点
は
既
に
失
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

島
民
を
語
る
視
点
は
、
祭
の
跡
を
見
つ
け
る
人
々
か
ら
島
へ
漂
着
し
た
能
登
国
の
舵
取
り
、
島
へ
立
ち
寄

る
唐
人
と
熊
田
宮
か
ら
次
第
に
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
く
。
敦
賀
へ
向
か
う
唐
人
の
話
を
語
る
こ
と
で
、
島

は
大
陸
ま
で
を
視
野
に
お
さ
め
る
広
い
日
本
海
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
語
り
の
視
点
の

変
化
と
次
第
に
広
が
る
視
野
は
、
猫
の
島
を
め
ぐ
る
多
様
な
関
わ
り
を
描
き
出
し
つ
つ
、
島
の
位
置
す
る
日

本
海
が
北
陸
と
大
陸
を
繋
げ
て
い
る
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
。 
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⒊ 

島
と
島
民
の
表
象 

後
日
譚
で
は
共
通
し
て
島
民
の
閉
鎖
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
起
源
譚
の
中
で
既
に
み
ら
れ
る

も
の
で
、「
彼
島
へ
行
ン
ト
云
者
ヲ
皆
倡
具
シ
テ
、
密
ニ
出
立
テ
」
と
島
の
始
祖
と
な
っ
た
人
々
に
も
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
島
民
は
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
次
に
島
民
が
こ
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
る
背
景

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
猫
の
島
が
能
登
国
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
民
が
往
来
し

た
加
賀
と
能
登
国
の
人
々
が
『
今
昔
』
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
島
民

の
表
象
と
加
賀
や
能
登
の
人
々
の
表
象
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
か
否
か
の
検
討
が
目
的
な
の
で
、
こ
こ
で

は
非
仏
法
部
の
話
を
中
心
に
取
り
上
げ
る6

7

。
管
見
に
よ
る
と
、
非
仏
法
部
で
能
登
国
が
舞
台
の
話
は
三
話
、

加
賀
国
の
話
は
当
該
説
話
の
み
で
あ
る
。
先
に
述
べ
る
と
、
能
登
国
の
三
話
す
べ
て
に
共
通
し
て
、
在
地
の

資
源
や
富
を
手
に
い
れ
よ
う
と
す
る
国
司
が
登
場
し
そ
の
国
司
の
前
か
ら
姿
を
消
す
人
々
が
描
か
れ
て
い

る
。
以
下
、
国
司
と
在
地
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
、
こ
の
三
話
を
順
に
み
て
い
く
。 

巻
二
十
六
第
十
二
話
は
、
能
登
国
の
鳳
至
孫
が
日
本
海
の
波
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
帯
を
偶
然
手

に
し
て
豊
か
に
な
る
。
そ
の
鳳
至
孫
の
次
の
代
へ
と
話
は
続
き
、
帯
を
受
け
継
い
だ
子
も
「
同
様
ナ
ル
徳
人
」

と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
国
司
が
や
っ
て
く
る
。 

 

其
国
ノ
守
ニ
テ
善
滋
ノ
為
政
ト
云
ケ
ル
人
、
此
帯
有
ト
聞
テ
、「
其
見
セ
ヨ
」
ト
云
テ
、
事
ノ
事
ヲ
付

テ
責
タ
メ
ン
ト
シ
テ
、
数
ノ
郎
党
・
眷
属
ヲ
引
将
テ
、
鳳
至
ノ
孫
ガ
家
ニ
行
居
テ
、
日
ニ
三
度
ノ
食
物

ヲ
令
備
ケ
ル
。
上
下
合
テ
五
六
百
人
許
有
ケ
ル
ニ
、「
食
物
ヲ
バ
吉
ク
嫌
テ
食
へ
」
ト
教
ヘ
タ
リ
ケ
レ

バ
、
露
モ
愚
ナ
ル
ヲ
バ
返
シ
棄
テ
責
ケ
レ
バ
、
吉
ク
堪
タ
リ
ケ
ル
者
ニ
テ
、
云
ニ
随
テ
調
へ
備
ヘ
ケ
リ
。

然
ド
モ
、
暫
ク
ゾ
居
タ
ラ
ン
ト
思
ヒ
ケ
ル
程
ニ
、
強
ニ
四
五
月
モ
居
タ
リ
ケ
レ
バ
、
鳳
至
ノ
孫
侘
テ
、

此
帯
ヲ
頸
ニ
カ
ケ
テ
、
家
ヲ
出
テ
逃
ニ
ケ
リ
。
国
ヲ
去
ニ
ケ
レ
バ
、
守
ハ
、
家
ノ
内
ノ
物
ヲ
皆
計
ヘ
取

テ
、
舘
ニ
返
ニ
ケ
リ
。 

 

帯
を
目
当
て
に
力
ず
く
で
奪
い
に
か
か
る
国
司
に
耐
え
か
ね
て
、
男
は
国
を
離
れ
て
い
く
。
男
の
も
つ
富

を
奪
お
う
と
す
る
国
司
と
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
男
が
描
か
れ
る
。
次
い
で
、
巻
三
十
一
第
二
十
一
話
は
、
在
地

の
資
源
を
強
欲
に
搾
取
す
る
国
司
の
話
で
あ
る
。
鬼
の
寝
屋
島
は
「
河
原
ノ
石
ノ
有
ル
様
ニ
、
鮑
ノ
多
ク
有
」

る
島
だ
っ
た
が
、 

 

然
テ
、
光
ノ
浦
ノ
海
人
ハ
、
彼
ノ
鬼
ノ
寝
屋
ニ
渡
テ
返
ヌ
レ
バ
、
一
人
シ
テ
鮑
万
ヲ
ゾ
国
ノ
司
ニ
弁
ケ

ル
。
其
レ
ニ
、
一
度
ニ
四
五
十
渡
ケ
レ
バ
、
其
ノ
鮑
ノ
多
サ
ヲ
思
ヒ
可
遣
シ
。 

而
ル
間
、
藤
原
ノ
通
宗
ノ
朝
臣
ト
云
フ
能
登
ノ
守
ノ
任
畢
ノ
年
、
其
ノ
光
ノ
浦
ノ
海
人
共
ノ
、
鬼
ノ
寝

 

6
7

管
見
で
は
、 

能
登
と
加
賀
が
舞
台
の
仏
法
部
の
話
は
あ
わ
せ
て
五
話
あ
る
。
巻
十
三
第
三
話
と
巻
十
三
第
十
四
話
で
、
法

華
経
読
誦
に
よ
る
往
生
譚
で
あ
る
。
巻
十
五
第
二
十
四
話
、
巻
十
五
第
二
十
九
話
、
巻
十
五
第
五
十
二
話
の
三
話
も
す
べ
て

往
生
の
巻
に
位
置
し
、
こ
れ
ら
は
往
生
す
る
人
間
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
た
め
加
賀
や
能
登
国
の
人
々
に
限
る
話
で
は

な
い
と
判
断
し
た
。 
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屋
ノ
ニ
渡
テ
返
テ
、
国
ノ
司
ニ
鮑
弁
ケ
ル
ヲ
、
強
ニ
責
ケ
レ
バ
、
海
人
共
侘
テ
、
越
後
ノ
国
ニ
返
テ
渡

ニ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
光
ノ
浦
ニ
一
人
ノ
人
無
ク
テ
、
鬼
ノ
寝
屋
ニ
渡
テ
鮑
取
ル
事
絶
ニ
ケ
リ
。 

 

能
登
の
豊
か
な
資
源
を
搾
取
し
よ
う
と
す
る
国
司
、
耐
え
か
ね
て
国
を
去
る
海
人
が
描
か
れ
る
。
以
上
二

話
に
は
「
鳳
至
ノ
孫
侘
テ
」（
巻
二
十
六
第
十
二
話
）「
海
人
共
侘
テ
」（
巻
三
十
一
第
二
十
一
話
）
と
、
富

を
狙
い
奪
う
国
司
と
そ
れ
に
耐
え
か
ね
て
国
か
ら
逃
げ
る
人
々
が
描
か
れ
る
。
両
者
に
は
搾
取
す
る
者
と

さ
れ
る
者
の
一
方
向
的
な
関
係
が
読
み
取
れ
る
。 

続
い
て
巻
二
十
六
第
十
五
話
は
、
能
登
国
の
国
司
が
佐
渡
の
金
を
手
に
入
れ
る
話
で
あ
る
。
能
登
国
で
は

「
鉄
ノ
鉄
ト
云
ナ
ル
物
ヲ
取
テ
、
国
ノ
司
ニ
弁
ズ
ル
」
事
を
行
う
者
が
い
た
。
佐
渡
で
金
が
と
れ
る
こ
と
を

耳
に
し
た
国
司
は
鉄
を
取
る
長
に
金
を
取
っ
て
く
る
こ
と
を
命
じ
る
。
長
は
、
国
司
が
忘
れ
た
頃
に
現
れ
金

（
と
思
わ
れ
る
袋
）
を
渡
し
た
の
ち
に
姿
を
消
す
。 

 

其
後
、
此
長
、
何
チ
ト
モ
無
テ
俄
ニ
失
ニ
ケ
リ
。
守
、
人
ヲ
分
テ
東
西
ニ
尋
サ
セ
ケ
レ
ド
モ
、
遂
ニ
行

方
ヲ
不
知
ラ
止
ニ
ケ
リ
。
何
カ
ニ
思
テ
失
タ
リ
ト
云
事
ヲ
不
知
。
彼
金
ノ
有
所
尋
ネ
問
ヤ
為
ル
、
ト
思

ケ
ル
ニ
ヤ
ト
ゾ
疑
ヒ
ケ
ル
。
其
金
千
両
有
ケ
リ
ト
ゾ
、
語
リ
伝
へ
タ
ル
。 

然
レ
バ
、
佐
渡
ノ
国
ニ
金
ハ
掘
ル
ベ
シ
ト
、
能
登
国
ノ
人
云
ケ
ル
也
。
其
長
ノ
、
後
ニ
モ
必
ズ
堀
ケ
ン

カ
シ
。
遂
ニ
不
聞
エ
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
司
は
「
彼
金
ノ
有
所
尋
ネ
問
ヤ
為
ル
、
ト
思
ケ
ル
ニ
ヤ
ト
ゾ
疑
ヒ
ケ
ル
。」
と
消
え
た
男
に
疑
い
の
目

を
向
け
て
い
る
。
男
の
逃
亡
を
、
こ
れ
以
上
の
金
は
渡
さ
な
い
と
い
う
自
身
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
と
読

み
取
っ
て
い
る
。
長
は
、
国
司
の
要
求
通
り
金
を
渡
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
疑
わ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う

な
、
富
を
搾
取
し
さ
れ
る
一
方
向
の
関
係
が
両
者
に
敷
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
守
の
長
に
対
す
る
疑
い
は
生

ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
話
は
先
に
み
た
二
話
と
は
異
な
り
「
侘
」
て
国
か
ら
人
々
が
逃
げ
る
話
で
は
な
い

が
、
国
司
の
長
に
対
す
る
姿
勢
に
は
当
時
の
国
司
と
在
地
の
人
々
の
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
話
は
『
宇

治
拾
遺
物
語
』（
以
下
、『
宇
治
』
と
記
す
）
の
「
佐
渡
国
ニ
有
金
事
」
と
同
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
宇
治
』

の
末
尾
で
は
、 

 

そ
の
の
ち
、
そ
の
か
ね
と
り
の
男
は
、
い
づ
ち
と
も
な
く
、
失
せ
に
け
り
。
よ
ろ
づ
に
尋
け
れ
ど
も
、

行
方
も
知
ら
ず
、
や
み
に
け
り
。
い
か
に
思
て
失
た
り
と
い
う
事
を
知
ら
ず
。「
金
の
あ
り
所
を
問
ひ

尋
や
す
る
と
思
け
る
に
や
」
と
ぞ
、
う
た
が
ひ
け
る
。
そ
の
金
は
、
千
両
ば
か
り
あ
り
け
る
と
ぞ
語
り

伝
へ
た
る
。 

か
ゝ
れ
ば
、
佐
渡
国
に
は
金
あ
り
け
る
よ
し
と
、
能
登
国
の
者
ど
も
、
語
り
け
る
と
ぞ
。 

 

と
な
っ
て
お
り
、『
今
昔
』
の
下
線
部
が
『
宇
治
』
に
は
な
い
。
こ
の
『
今
昔
』
の
記
述
は
、
編
者
自
身

が
付
し
た
一
文
と
考
え
ら
れ
編
者
も
国
司
と
同
様
に
疑
い
の
目
を
向
け
て
い
る
。
長
は
国
司
の
前
か
ら
姿

を
消
し
た
後
必
ず
金
を
掘
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。 
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能
登
国
を
舞
台
に
し
た
話
に
は
、
豊
か
な
資
源
や
在
地
の
富
を
奪
お
う
と
す
る
国
司
と
彼
ら
か
ら
逃
れ

る
よ
う
に
姿
を
消
す
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
富
を
め
ぐ
る
攻
防
を
踏
ま
え
て
当
該
説
話
に

戻
る
と
、
島
民
の
閉
鎖
的
な
姿
は
、
在
地
の
富
を
狙
う
国
司
を
警
戒
し
た
人
々
の
姿
に
通
じ
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
極
テ
楽
シ
キ
」
島
の
島
民
は
豊
か
さ
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
閉
鎖
的
な
姿
勢
で
外
部
の
人
間
と
関
わ
っ

て
い
る
、
と
す
れ
ば
『
今
昔
』
の
「
島
ノ
有
様
ヲ
不
見
ト
テ
、
近
ク
ハ
不
寄
ケ
ル
ニ
ヤ
。」
の
一
文
は
、
消

え
た
長
へ
の
「
後
ニ
モ
必
ズ
堀
ケ
ン
カ
シ
。」
の
視
線
に
通
じ
る
。
こ
の
視
線
は
、
豊
か
さ
と
閉
鎖
性
を
表

裏
の
関
係
に
捉
え
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
在
地
の
富
を
狙
う
国
司
ら
支
配
者
層
の
人
々
の

心
性
か
ら
創
出
さ
れ
た
も
の
と
読
み
解
き
た
い
。 

 
 

三
、
ま
と
め 

本
稿
で
は
、
語
り
の
視
点
と
そ
の
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
起
源
譚
と
後
日
譚
の
生
成
過
程
が
異
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
起
源
譚
で
は
熊
田
宮
の
人
々
に
よ
る
視
点
と
読
み
取
れ
、
後
日
譚
で
は
新
た
に
島

の
外
部
の
視
点
が
あ
ら
わ
れ
島
や
島
民
が
表
象
さ
れ
て
い
る
と
分
析
し
た
。
そ
の
表
象
が
形
成
さ
れ
る
背

景
に
は
、
国
司
と
在
地
の
人
々
と
の
一
方
向
的
な
関
係
を
下
敷
き
に
、
国
司
ら
が
在
地
の
人
々
へ
向
け
て
い

る
ま
な
ざ
し
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
た
。 

舳
倉
島
の
シ
ラ
ス
ナ
遺
跡6

8

は
、
九
世
紀
頃
ま
で
人
の
い
た
痕
跡
は
あ
り
な
が
ら
十
四
世
紀
ま
で
は
島
に

人
が
渡
っ
た
跡
が
み
ら
れ
ず
、『
今
昔
』
の
記
述
と
よ
く
符
号
す
る
と
い
う6

9
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
今
昔
』

編
纂
当
時
の
十
二
世
紀
頃
は
、
猫
の
島
は
す
で
に
辺
境
の
島
だ
ろ
う
。
赴
く
こ
と
が
な
い
島
へ
の
好
奇
心
に

よ
っ
て
語
ら
れ
た
当
該
説
話
は
、
起
源
譚
を
基
層
に
し
つ
つ
、
熊
田
宮
を
は
じ
め
島
を
め
ぐ
る
北
陸
内
外
の

関
わ
り
を
語
り
な
が
ら
多
様
な
視
点
で
重
層
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
当
該
説
話
の
宿
報
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本
文
の
話
末
評
に
は
、 

 

此
ヲ
思
フ
ニ
、
前
生
ノ
機
縁
有
テ
コ
ソ
ハ
、
其
七
人
ノ
者
共
、
其
島
ニ
行
住
、
其
孫
于
今
其
島
有
ラ
ン
。

極
テ
楽
シ
キ
島
ニ
テ
ゾ
有
ナ
ル
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

  

と
、
前
世
の
因
縁
に
よ
っ
て
島
に
行
き
そ
の
子
孫
も
そ
の
島
に
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

島
は
「
極
テ
楽
シ
キ
」
島
で
あ
る
さ
れ
て
い
る
。
始
祖
神
話
で
は
始
祖
に
な
る
者
は
聖
性
を
備
え
た
存
在
で

あ
る
こ
と
が
多
く
語
ら
れ
る
が
、
当
該
説
話
で
も
男
七
人
が
島
の
神
に
呼
ば
れ
上
陸
し
て
い
る
点
か
ら
こ

の
男
た
ち
に
聖
性
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
話
末
評
で
は
神
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
は

触
れ
ず
に
前
生
の
機
縁
に
よ
る
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
前
生
の
機
縁
は
男
た
ち
だ
け
で
な
く
「
其
孫
于
今
其

 
6

8 

５
世
紀
中
葉
と
八
・
九
世
紀
ご
ろ
の
重
層
遺
跡
。
出
土
物
に
、
製
塩
土
器
を
含
む
土
器
類
と
と
も
に
貝
殻
・
魚
骨
・
獣
骨

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
谷
川
は
、
そ
の
貝
塚
的
遺
跡
の
出
土
物
か
ら
舳
倉
島
を
「
季
節
的
な
（
夏
季
の
み
の
）
生
活
お
よ

び
祭
祀
の
場
と
す
る
集
団
の
定
期
的
な
訪
れ
を
物
語
る
も
の
」
と
み
て
い
る
。（
谷
川
健
一
『
日
本
の
神
々 

神
社
と
聖
地

８ 

北
陸
』 

白
水
社 

一
九
八
九
年
） 

6
9 

巻
三
十
一
第
二
十
一
話
「
能
登
国
鬼
寝
屋
島
語
」。
藤
原
通
宗
に
よ
る
強
鞭
な
取
り
立
て
に
よ
っ
て
鮑
を
と
っ
て
い
た
海

人
が
越
後
へ
逃
げ
て
し
ま
っ
た
話
を
指
す
。 
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島
有
ラ
ン
」
と
、
そ
の
子
孫
に
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。『
今
昔
』
編
者
は
、
男
た
ち
が
島
に
定
住

し
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
孫
が
後
に
続
き
島
が
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
前
生
の
機
縁
と
し

て
い
る
。 

 

こ
の
男
た
ち
は
「
一
党
ト
シ
テ
常
ニ
海
ニ
出
テ
」
と
生
活
を
共
に
す
る
仲
間
だ
っ
た
こ
と
が
冒
頭
で
示
さ

れ
て
い
る
。
当
該
説
話
は
、
仲
間
の
男
た
ち
と
そ
の
妻
子
を
合
わ
せ
た
人
々
が
島
へ
定
住
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
拡
大
し
そ
の
子
孫
も
繁
栄
し
「
人
ノ
家
多
ク
造
リ
重
テ
、
京
ノ
様
ニ
小
路

有
ゾ
見
ヱ
シ
」
と
い
う
島
の
様
子
を
作
り
出
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
と
島
の
関
わ
り
を
「
前
生
の
機

縁
」
に
よ
る
と
す
る
の
は
、「
極
テ
楽
シ
キ
」
島
が
島
を
見
つ
め
る
人
々
に
と
っ
て
の
憧
れ
や
願
い
そ
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
該
説
話
は
、
自
分
自
身
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
を
生
き
る
子
孫
の
幸
福

を
も
希
求
す
る
人
々
の
心
性
に
よ
っ
て
宿
報
譚
に
な
り
え
て
い
る
。 

 

終
章 

第
一
章
で
第
一
話
を
、
第
二
章
で
第
二
話
の
考
察
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
二
話
一
類
と

さ
れ
る
冒
頭
二
話
に
描
か
れ
る
父
子
の
宿
世
が
、
共
通
し
て
父
の
視
点
に
よ
り
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
い
。
父
子
の
再
会
が
果
た
さ
れ
る
場
面
を
そ
れ
ぞ
れ
み
て
み
る
と
、 

〈
第
一
話
〉 

 
 

 

「
此
レ
ハ
我
ガ
子
ニ
コ
ソ
侍
ナ
レ
」
ト
云
ニ
、
家
主
、
糸
奇
異
ク
テ
、
女
子
ヲ
見
合
ス
ル
ニ
、
此
ノ

女
子
、
此
ノ
宿
人
ニ
形
チ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
ケ
ル
。
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ
ト
信
ジ
テ
、

哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。
宿
人
モ
、
可
然
ク
テ
此
ニ
来
ニ
ケ
ル
事
ヲ
云
ヒ
次
ケ
テ
、
泣
ク
事
無
限
リ
。 

家
主
ニ
、
此
ク
機
縁
深
ク
シ
テ
、
行
キ
合
ヘ
ル
事
ヲ
悲
ム
デ
、
惜
ム
事
無
ク
シ
テ
許
シ
テ
ケ
リ
。「
但

シ
、
我
モ
亦
年
来
養
ヒ
立
ツ
レ
バ
、
実
ノ
祖
ニ
不
異
。
然
レ
バ
、
共
ニ
祖
ト
シ
テ
可
養
キ
也
」
ト
契

テ
、
其
ノ
後
ハ
、
女
子
、
但
馬
ニ
モ
通
テ
共
ニ
祖
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。
実
ニ
、
此
レ
難
有
リ
奇
異
キ

事
也
カ
シ
。
鷲
ノ
即
チ
噉
ヒ
失
フ
ベ
キ
ニ
、
生
乍
ラ
樔
ニ
落
シ
ケ
ム
、
希
有
ノ
事
也
。
此
レ
モ
、
前

生
ノ
宿
報
ニ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
。
父
子
ノ
宿
世
ハ
此
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

〈
第
二
話
〉 

其
ノ
時
ニ
、
女
、「
実
ニ
ハ
然
〻
ノ
事
ノ
有
レ
バ
、
其
ノ
児
ヲ
其
コ
ニ
見
合
セ
ム
ト
思
フ
也
」
ト
云

テ
、
子
ヲ
将
出
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
男
ニ
露
違
タ
ル
所
無
ク
似
タ
リ
。
其
時
ニ
、
男
モ
哀
ニ
思
テ
、「
然

ハ
、
此
ル
宿
世
モ
有
リ
ケ
リ
。
此
ハ
何
ガ
シ
可
侍
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
女
、「
今
ハ
、
只
何
カ
ニ
モ

其
ノ
御
心
也
」
ト
、
児
ノ
母
ヲ
呼
出
テ
見
ス
レ
バ
、
下
衆
乍
モ
糸
浄
気
也
。
女
ノ
年
二
十
許
ナ
ル
也
。

児
モ
五
六
歳
許
ニ
テ
、
糸
厳
シ
気
ナ
ル
男
子
也
。
此
ヲ
見
テ
思
フ
様
、「
我
レ
、
京
ニ
返
上
テ
有
ン

ニ
、
指
ル
父
母
・
類
親
モ
可
憑
キ
モ
無
シ
。
只
、
此
許
宿
世
有
ル
事
也
。
只
、
此
レ
ヲ
妻
ニ
テ
此
ニ

留
ナ
ム
」
ト
深
ク
思
ヒ
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
ノ
女
ヲ
妻
ト
シ
テ
、
其
ナ
ム
住
ケ
ル
。
此
レ
希
有
ノ
事
也
。

然
レ
バ
、
男
女
不
娶
ト
云
ヘ
ド
モ
、
身
ノ
内
ニ
婬
入
ヌ
レ
バ
此
ナ
ム
子
ヲ
生
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ

タ
ル
ト
ヤ
。 

  

第
一
話
か
ら
み
る
と
、
実
父
が
女
児
と
思
い
が
け
な
い
再
会
を
果
た
し
た
時
「
家
主
、
然
レ
バ
実
也
ケ
リ
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ト
信
ジ
テ
、
哀
ガ
ル
事
無
限
リ
。
宿
人
モ
、
可
然
ク
テ
此
ニ
来
ニ
ケ
ル
事
ヲ
云
ヒ
次
ケ
テ
、
泣
ク
事
無
限
リ
。」

と
二
人
の
父
の
心
理
描
写
は
対
応
す
る
よ
う
に
「
無
限
リ
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
第
一
章
の
中
で
『
今
昔
』

は
、
養
父
と
女
児
の
宿
世
が
新
た
に
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
心
理
描
写
の

対
応
か
ら
も
二
人
の
父
が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
人
の
父
と

し
て
の
養
父
の
存
在
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
父
の
立
場
か
ら
こ
の
父
子
の
再
会
を

捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
果
た
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
女
児
は
捨
象
さ
れ
モ
ノ
化
し
た

存
在
に
な
っ
て
い
る
。
女
児
の
養
父
へ
の
心
情
と
読
み
う
る
部
分
に
つ
い
て
は
既
に
第
一
章
で
述
べ
た
が
、

女
児
の
実
父
に
対
す
る
心
理
描
写
は
最
後
ま
で
み
ら
れ
な
い
。
第
二
話
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
娘
と

男
子
は
男
の
前
に
現
れ
は
す
る
が
、
彼
ら
に
関
す
る
描
写
は
せ
い
ぜ
い
男
視
点
の
容
姿
の
み
に
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
発
話
も
心
理
描
写
も
な
い
モ
ノ
化
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
両
話
は
父
の
視
点
か
ら
描
く

こ
と
で
子
の
存
在
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
両
話
の
父
子
の
宿
世
は
、
父
か
ら
み
た
父
子
の
宿
世
で
あ
り
、
子

に
と
っ
て
の
父
子
の
宿
世
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
父
か
ら
の
一
方
的
な
視
点
で
宿
世
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
こ
の
父
か
ら
見
た
宿
世
が
、『
今
昔
』
の
宿
報
観
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
両
話
の
父
は
、
第
一
話

で
は
旅
人
で
あ
り
第
二
話
で
は
東
国
と
京
を
往
来
す
る
男
で
あ
っ
た
。
二
人
の
父
は
と
も
に
旅
の
途
中
で
、

我
が
子
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
旅
は
本
来
目
的
を
も
つ
も
の
だ
が
、
両
話
の
父
は
旅
の
目
的
と
は
無

関
係
の
思
い
が
け
な
い
我
が
子
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
出
会
え
る
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
出
会
い
を
果
た
し
た
こ
と
に
説
明
の
つ
け
ら
れ
な
い
因
縁
が
感
じ
ら
れ
、
父
子
の
宿
世
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

第
三
章
で
取
り
あ
げ
た
第
九
話
は
、
日
本
の
辺
境
を
舞
台
に
し
た
話
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
島
へ

定
住
す
る
ま
で
を
語
る
島
の
起
源
譚
と
島
や
島
民
を
見
つ
め
る
人
々
の
視
線
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
後
日
譚

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
日
譚
は
、
多
様
な
外
部
か
ら
の
視
点
で
島
民
の
閉
鎖
性
と
繁
栄
す
る
島
を
描
い
て

い
た
が
、
そ
の
視
点
か
ら
は
島
と
島
民
を
日
常
世
界
の
外
部
の
存
在
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
九
話
は
自
分
自
身
や
そ
の
子
孫
の
幸
福
を
希
求
す
る
人
々
の
心
性
に
よ

っ
て
宿
報
譚
に
な
り
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
日
常
世
界
の
限
界
を
打
開
し
新
し
い
生

活
や
希
望
を
願
う
人
び
と
の
心
性
が
日
常
の
外
部
に
託
さ
れ
た
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第

九
話
と
二
話
一
類
で
あ
る
第
十
「
土
佐
国
妹
兄
、
行
住
不
知
島
語
」7

0

も
、
人
々
の
心
性
が
日
常
世
界
の
外

部
に
託
さ
れ
た
も
の
と
よ
め
る
。
本
来
許
さ
れ
な
い
妹
兄
が
夫
婦
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
そ
れ
を
繰

り
返
し
た
結
果
が
今
の
島
だ
と
語
っ
て
い
る
第
十
話
は
、
禁
忌
を
犯
し
続
け
て
島
が
繁
栄
し
て
い
る
不
思

議
な
島
で
あ
る
。
満
ち
足
り
た
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
島
が
猫
の
島
と
す
れ
ば
、
妹
兄
島
は
制
約
や
規
範
に
縛

ら
れ
な
い
自
由
な
島
の
顔
を
も
つ
。
こ
の
二
つ
の
島
は
異
な
る
表
情
を
み
せ
て
い
る
が
、
そ
の
表
象
の
基
底

に
あ
る
の
は
人
々
が
日
常
世
界
の
外
部
に
託
し
た
様
々
な
希
望
や
願
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
日
常
世
界
と

 

7
0 

巻
二
十
六
第
十
話
は
、
妹
兄
島
で
有
名
な
話
で
、
苗
や
道
具
を
積
ん
で
い
た
船
が
風
に
吹
か
れ
て
無
人
島
へ
漂
着
し
そ
の

島
で
妹
兄
は
夫
婦
と
成
り
そ
の
子
孫
が
今
も
島
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
語
る
話
。『
今
昔
』
で
は
、
話
末
評
で
「
前
生
ノ
宿
世

ニ
依
コ
ソ
ハ
、
其
島
ニ
モ
行
住
、
妹
兄
モ
夫
妻
ト
モ
成
ケ
メ
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
島
に
行
く
の
も
妹
兄
が
夫
婦

と
な
る
の
も
前
世
の
因
縁
に
よ
る
と
す
る
。
類
話
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
・
五
十
六
』
が
あ
る
。 
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人
々
の
心
性
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
外
部
の
世
界
を
往
還
す
る
こ
と
で
日
常
世
界
と
は
異
な
る
島
や
島
民

の
存
在
を
宿
報
に
よ
る
も
の
と
解
釈
す
る
受
け
止
め
方
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
冒
頭
二
話
で
は
天
や
神
な
ど
の
存
在
を
あ
え
て
用
い
ず
日

常
的
世
界
観
で
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
第
九
話
に
は
島
の
神
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
神
が
あ
ら
わ
れ
る
話
は
第
七
話
や
第
八
話
に
も
み
ら
れ
、
冒
頭
二
話
に
見
ら
れ
た
志
向
は
巻
全

体
で
貫
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
第
九
話
で
神
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
猫
の
島
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。「
我
ガ
別
レ
」
と
す
る
熊
田
宮
に
は
人
格
化
し
た
神
は
あ
ら
わ
れ
な
い
し
、
島

の
後
日
譚
で
も
神
の
姿
は
も
う
み
ら
れ
な
い
。
島
の
神
は
、
物
語
の
冒
頭
で
あ
ら
わ
れ
は
す
る
が
起
源
を
語

る
時
に
の
み
あ
ら
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
物
語
全
体
を
覆
う
ほ
ど
の
存
在
と
は
言
い
難
い
。
日
常
的
な
世

界
観
の
中
で
神
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
存
在
や
役
割
な
ど
を
検
討
し
よ
り
具
体
的
な
考
察

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

先
述
し
た
通
り
、
猫
の
島
や
妹
兄
島
は
、
人
の
心
性
が
表
象
の
基
底
に
あ
り
宿
報
は
日
常
と
そ
の
表
象
さ

れ
る
外
部
の
往
還
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
往
還
を
可
能
に
す
る
世
界
は
心
理

的
距
離
を
生
み
だ
し
や
す
い
辺
境
の
世
界
が
受
け
皿
と
し
て
適
す
る
の
で
は
な
い
か
と
現
在
考
え
て
い
る
。

宿
報
の
巻
の
多
く
が
地
方
的
説
話
で
あ
る
こ
と
と
こ
の
よ
う
な
宿
報
観
と
の
関
連
を
今
後
は
詳
細
に
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
宿
報
の
巻
の
仏
教
性
も
今
後
の
具
体
的
な
宿
報
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
鮮
明
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。 
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物
語
集
』
巻
二
十
六
の
編
纂
過
程―

「
宿
報
」
の
理
の
破
綻―

」 

『
解
釈
』 

第

五
十
七
巻 

三
・
四
月
号 

二
〇
一
一
年 

藤
崎
祐
二 

「
上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依
：『
日
本
書
紀
』
の
「
顕
神
明
之
憑
談
」
を
中
心

と
し
て
」 

『
語
文
研
究
』 

百
二
十
一
号 

二
〇
一
六
年
六
月 

前
島 

康
佑 

「『
日
本
霊
異
記
』
と
神
祇
信
仰
の
衰
退
に
つ
い
て
」 

『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
第
三

十
号 

二
〇
一
二
年 

 

上
野
勝
之 

『
王
朝
貴
族
の
葬
送
儀
礼
と
仏
事
』 

臨
川
書
店 

二
〇
一
七
年 

 

第
二
章 

三
浦
佑
之 

『
村
落
伝
承
論
』 

青
土
社 

二
〇
一
四
年 

大
胡
太
郎 

「
盗
人
」 

『
古
代
文
学
講
座
６ 

人
々
の
ざ
わ
め
き
』 

勉
誠
社 

一
九
九
四
年 

古
橋
信
孝 

『
こ
と
ば
の
古
代
生
活
誌
』 

河
出
書
房
新
社 

一
九
八
九
年 

都
倉
義
孝 

「
歌
垣
と
求
愛―

境
界
の
仕
掛
け
ー
」 

『
古
代
文
学
講
座
４ 

人
生
と
恋
』 

勉
誠
社 

一

九
九
四
年 

校
注
阪
倉
篤
義 

本
田
義
憲 

川
端 

善
明 

『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

今
昔
物
語
集 

本
朝
世
俗
部
二
』 

新
潮
社 

一
九
七
九
年 

松
尾
拾 

『
今
昔
物
語
集
読
解
４ 

巻
二
十
六
、
二
十
七
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
七
年 

小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
三
年 

前
田
雅
之 

『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
九
年 



55 

 

三
浦
佑
之 

「
寄
り
来
る
神
の
婚―

そ
の
神
話
的
性
格
と
展
開―

」 

『
成
城
文
藝
』 

一
九
七
五
年
二
月 

三
浦
佑
之 

『
神
話
と
歴
史
叙
述
』 

若
草
書
房 

一
九
九
八
年 

村
山
道
宣 
「
耳
の
イ
メ
ー
ジ
論
」『
口
頭
伝
承
の
比
較
研
究
２
』 

弘
文
堂 

一
九
八
五
年 

高
橋
六
二 

「
遊
び
の
こ
と
ば
」『
古
代
文
学
講
座
７ 

こ
と
ば
の
神
話
学
』 

勉
誠
社 

一
九
九
四
年 

山
田
永 

『
古
事
記
ス
サ
ノ
ヲ
の
研
究
』 

新
典
社 

二
〇
〇
一
年 

保
坂
達
夫 

『
神
と
巫
女
の
古
代
伝
承
論
』 

岩
田
書
院 

二
〇
〇
三
年 

長
野
ふ
さ
子 

「〈
神
の
嫁
〉
伝
承
の
成
立―

神
を
迎
え
る
女
た
ち
ー
」 

『
史
潮
』
三
十
一
号 

一
九

九
二
年
十
月 

西
村
亨
「
鳥
の
あ
そ
び
考
」『
藝
文
研
究
』 

三
十
一
号 

一
九
七
二
年
二
月 

 

寺
川
眞
知
夫 

「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
「
娶
蕪
生
子
語
」」 

『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
研
究
』 

第

十
四
号 

二
〇
一
五
年
六
月
号 

山
内
春
光 

「
今
昔
物
語
集
の
宿
世
と
風
流―

蕪
男
・
風
流
女
と
現
郷
世
界―

」 

『
群
馬
大
学
社
会
情

報
学
部
研
究
論
集
』 

第
十
四
巻 

二
〇
〇
七
年
三
月 

松
前
健 

「
神
人
の
交
流
」 

『
講
座 

日
本
の
古
代
信
仰
第
四
巻 

呪
禱
と
文
学
』 

一
九
七
九
年 

古
橋
信
孝 

『
日
本
文
芸
史 

古
代
』 

河
出
書
房
新
社 

一
九
八
六
年 

折
口 

信
夫 

『
日
本
藝
能
史
六
講
』 

講
談
社 

二
〇
二
一
年 

古
橋
信
孝 

『
古
代
和
歌
の
発
生
』 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
八
八
年 

原 

良
枝 

『
声
の
文
化
史―

音
声
読
書
と
し
て
の
朗
読―

』 

成
文
堂 

二
〇
一
六
年 

斎
藤
英
喜 

「
声
の
こ
と
ば
」『
古
代
文
学
講
座
７ 

こ
と
ば
の
神
話
学
』 

勉
誠
社 
一
九
九
四
年 

 

森 

朝
男 

「
ス
サ
ノ
ヲ
の
泣
哭―

ま
た
は
、
声
と
こ
と
ば
と
ー
」 

『
日
本
文
学
』
四
十
三
巻
六
号 

一

九
九
四
年 

 

第
三
章 

浅
香
年
木 

『
古
代
地
域
史
の
研
究
』 

法
政
大
学
出
版 

一
九
七
八
年 

浅
香
年
木 

「
信
仰
か
ら
み
た
日
本
海
文
化
」『
古
代
日
本
海
文
化
の
源
流
と
発
達
』 

大
和
書
房 

一
九

八
五
年 

石
川
県
図
書
館
協
会 

『
気
多
神
社
文
献
集
』 

一
九
四
〇
年 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（h

ttp
s://w

w
w

.d
l.n

d
l.g

o
.jp

/ja/F
A

Q
.h

tm
l#

i3

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
一
月
三
十
日
） 

池
辺
弥 

「
彦
姫
制
史
料
集
成
」『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
号 

一
九
七
〇
年
一
月 

 
 

 

上
田
正
昭 

『
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
』 

角
川
学
芸
出
版 

一
九
九
八
年 

上
田
雄 

『
渤
海
使
の
研
究 

日
本
海
を
渡
っ
た
使
節
た
ち
の
軌
跡
』 

明
石
書
店 

二
〇
〇
二
年 

門
脇
禎
二 

『
日
本
海
域
の
古
代
史
』 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
九
一
年 

河
内
春
人 

「
古
代
国
際
交
通
に
お
け
る
送
使
」『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
道
路
と
交
通
』 

勉
誠
出
版 

二
〇

一
一
年 

北
国
新
聞
社
編
集
局
編 

『
能
登 

舳
倉
の
海
び
と
』 

北
国
出
版
社 

一
九
八
六
年 

清
武
雄
二 

『
ア
ワ
ビ
と
古
代
国
家
『
延
喜
式
』
に
み
る
食
材
の
生
産
と
管
理
』 

平
凡
社 

二
〇
二
一
年 
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小
嶋
芳
孝 

「
寺
家
遺
跡
と
そ
の
性
格
」『
古
代
日
本
海
文
化
の
源
流
と
発
達
』 

大
和
書
房 

一
九
八
五

年 小
嶋
芳
考 
「
渤
海
日
本
道
と
加
賀
・
能
登
」『
日
本
古
代
の
輸
送
と
道
路
』 

八
木
書
店
古
書
出
版
部 

二

〇
一
九
年 

小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造 

補
訂
版
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
三
年 

小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』 

吉
川
弘
文
館 

二
〇
〇
八
年 

宮
田 

尚 

「『
今
昔
物
語
集
』
の
受
領
た
ち
」『
文
学
に
お
け
る
風
俗
』 

笠
間
書
院 

一
九
八
〇
年 

谷
川
健
一 

『
日
本
の
神
々 

神
社
と
聖
地
８ 

北
陸
』 

白
水
社 

一
九
八
九
年 

東
北
亜
歴
史
財
団 

『
古
代
環
東
海
交
流
史
・
２ 

渤
海
と
日
本
』 

明
石
書
店 

二
〇
一
五
年 

中
野
高
行 

「
新
羅
使
に
対
す
る
給
酒
と
入
境
儀
礼
」『
日
本
古
代
の
外
交
制
度
史
』 

岩
田
書
院 

二
〇

〇
八
年 

 

中
村
英
重 

『
古
代
祭
祀
論
』 

吉
川
弘
文
館 

一
九
九
九
年 

古
畑 

徹 

『
渤
海
国
と
は
何
か
』
吉
川
弘
文
館 

二
〇
一
九
年 

校
注
三
木
紀
人 

浅
見
和
彦 

中
村
義
雄 

小
内
一
明 
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

宇
治
拾
遺
物
語 

古
本
説
話
集
』 

岩
波
書
店 

二
〇
一
二
年 

森
浩
一 

『
古
代
の
日
本
海
諸
地
域 

そ
の
文
化
と
交
流
』 

小
学
館 
一
九
八
四
年 

校
注
森
正
人 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

今
昔
物
語
集
五
』 

岩
波
書
店 
一
九
九
六
年 

森
田
喜
久
雄 

『
能
登
・
加
賀
立
国
と
地
域
社
会
』 

同
成
社 

二
〇
二
一
年 

森
田
平
次 

『
加
賀
志
徴
』 

石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
三
六
年 

 

森
田
平
次 

『
能
登
志
徴
』 

石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
三
七
年 

村
井
章
介
／
佐
藤
信
／
吉
田
信
之 

『
境
界
の
日
本
史
』 

山
川
出
版 

一
九
九
七
年 

村
山
修
一 

「
平
安
末
期
の
加
賀
と
能
登
」『
加
賀
・
能
登 

歴
史
の
窓
』 

青
史
出
版 

一
九
九
九
年 

矢
野
憲
一 

『
鮑 

も
の
と
人
間
の
文
化
史
』 

法
政
大
学
出
版 

一
九
八
九
年 

校
注
阪
倉
篤
義 

本
田
義
憲 

川
端 

善
明 

『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

今
昔
物
語
集 

本
朝
世
俗
部
二
』 

新
潮
社 

一
九
七
九
年 

小
峯
和
明 

『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
三
年 

前
田
雅
之 

『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』 

笠
間
書
院 

一
九
九
九
年 

  

初
出
一
覧 

 

第
一
章 

巻
二
十
六
第
一
話
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 

（
新
稿
） 

  

第
二
章 

巻
二
十
六
第
二
話
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 

（
新
稿
） 

  

第
三
章 

巻
二
十
六
第
九
話
「
宿
報
」
の
意
味
に
つ
い
て 
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『
海
港
都
市
研
究
』（
第
十
七
号 

二
〇
二
二
年
三
月 

所
収
）
に
一
部
加
筆
修
正
し
た
。 

 


